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巻 頭 言 

 

 一昨年の秋，2013 年 10 月より海技教育センター長に就任しました．このセンターは，神

戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター内規に「センターは，研究科の練習船，実習

船及びその他の舟艇並びに海岸設備の管理，これらの教育研究利用に関する運営及び海技に

関する教育を行うことを目的とする。」と規定されています．練習船による実習を中心とし

た海技に関する教育は，神戸商船大学の前身校の時代から続く船舶職員養成の根幹をなすも

のであり，神戸大学統合後の現在では，商船系の船舶職員養成を担う国内の国立大学法人で

２つのうちの１つの大学である本学として，教育面での一層の充実をはかるための努力を続

けています． 

 現在の練習船深江丸は 2014 年の秋には船齢 27 年を数えるに至り，早期の代替新造が望ま

れています．これに向けた一つの努力として，この 2 年間には，新造船への一歩である教育

関係共同利用拠点の認定に向けた対応をとってきました．共同利用とは文部科学省が進めて

いる政策の一つで， 

・国公私立大学における教育に係る施設については，教育上支障がないと認められるときは，

他の大学の利用に供することができる。 

・当該施設が，大学教育の充実に特に資するときは，教育関係共同利用拠点として，文部科

学大臣の認定を受けることができる。（学校教育法施行規則第 143 条の 2） 

・この制度は，大学の機能別分化の促進，大学間ネットワークの構築を進める上で大きな役

割を果たすものである。各大学が自らの強みを持つ分野へ取組を集中・強化するとともに，

他大学との連携を進めることによって，大学教育全体としてより多様で高度な教育を展開

していく上で，本制度の活用が期待される。 

・例えば，練習船，農場，演習林，留学生関連施設，FD・SD センターなどが教育関係共同利

用拠点の対象として想定される。 

というものです．深江丸はこのうち練習船の類型で拠点化の申請を行い，平成 26 年 7 月 31

日には教育関係共同利用拠点「グローバル海上輸送に関わる海事技術・海洋環境とヒューマ

ンファクタの教育のための共同利用拠点」として文部科学大臣より認定を受けました．これ

により年間の出動日数も増加しましたが，乗組員をはじめ実施担当者の努力により，共同利

用のさらなる充実を図っていきます． 教育と並んで重要な使命は研究であることはいうま

でもありません．海技教育センターでは練習船艇を利用した研究活動も積極的に行うととも

に，部局内外の研究者の支援も継続しています．その中で特筆すべきものとして，平成 29 年

度に予定されている海事科学研究科の大学院改組においても重点事項の一つである海洋およ

び海洋底関係の観測，調査，開発に関わるテーマを軸とした本学理学研究科との連携があり

ます．平成 26 年 9 月には，これに向けた試行として理学研究科との共同による海底の地磁

気計測の航海を実施しました．この他，練習船深江丸では，企業との協力研究も積極的に受

け入れて，研究活動の活性化を図っています． 

 海事科学研究科が神戸大学の中で置かれている位置づけの変化と共に，練習船とそれをと

りまく教育研究環境も大きく変化しています．2017 年には創基 100 周年を迎える海技教育と

練習船の歴史の中でも大きな変化の時期を経験しています．いましばらくの間，センター長

として，この変化に対応すべく海技教育センターの舵取りに努力していく所存ですので，一

層のご理解とご支援をお願いします． 

 平成 27 年 4 月                       海技教育センター長 

若林 伸和 
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第１章 
 

附属練習船「深江丸」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第１節 主要目 

 

 

 

明石海峡航路を東航中の深江丸 

 

 

【深 江 丸 主 要 目】 
 

    船舶所有者：神戸大学     使用者：神戸大学大学院海事科学研究科  

    竣工：昭和 62（1987）年 10 月    造船所：三井造船株式会社 玉野事業所 

     全長：49.96ｍ   全幅：10.00ｍ   喫水：3.21ｍ 

     総トン数：449 トン      国際総トン数：674 トン 

   航行区域：近海区域（非国際）GMDSS A2 水域（陸岸から 150 海里以内の海域） 

    最大搭載人員：64 名（船長、機関長、士官４、部員６、教員４、学生 48） 

   主機関：４サイクル デｨーゼル機関 

        1,100kW（1,500 馬力；常用約 1,200 馬力）×１基 

    推進器：４翼可変ピッチ・スキュー プロペラ（直径 2.100ｍ）×１基 

     横移動装置：バウ・スラスタ 及び スタン・スラスタ 各１基 

    航海速力：12.5 ノット（時速 23km）   航続距離：3,000 海里（5,500km） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第２節 甲板部関係 

１．はじめに 

 平成 26（2014）年 10 月で深江丸は就航 27 年を迎えた。国土交通大臣の指定する登録船

舶職員養成施設である神戸大学の海事科学研究科附属練習船として、その本務である学部学

生の実習、教育、訓練に加えて、調査研究施設として研究科内外の教員や学生、その他の研

究者による調査、研究、実験、観測活動などを年間運航計画に基づいて計画的に、あるいは

随時活用される。さらに、学内外の様々な機関や団体などと連携して、小中学生や高校生、

他学部や他大学の学生、一般社会人、海事関連企業や団体などを対象にした港や海と船、海

運と物流などに関連した様々な体験学習、海事体験プログラム、公開講座の他、企業研修な

どを受け入れ、目的に応じて特色のあるプログラムを提供しながら人間・社会教育の場とし

ての新たな活用法を模索する。平成 26 年度には文部科学省への教育共同利用拠点化申請が

認められて他大学等の教育共同利用が始まり、深江丸の学外利用の頻度が格段に増加しつつ

ある。 

 深江丸の主たる行動海域は内外の大小多数の船舶や小型漁船等が昼夜を問わず輻輳する瀬

戸内海であり、さらにこの海域は海上衝突予防法や海上交通安全法等の海上交通法規の様々

な条項や規定が重複しながら密に集約される海域でもある。深江丸を各種の目的で安全に運

航するにあたり片時も気を抜くことのできない水域ではあるが、このような環境の中で場面

ごとに様々な体験をしながら実習に取り組む個々の学生にとっては座学で身につけた知識や

これまでに培った経験と技術を実証し検分するには格好の場であり、さらに、実習以外の目

的で乗船した様々な分野の一般者にとっては普段の常識を覆すような新たな発見の場でもあ

る。深江丸を活用した各種の航海を効果的に展開する上で、港湾都市を間近にする大阪湾や

瀬戸内海は比類無き最適の場といえる。 

  海事教育や実習訓練の他、調査、研究活動を主たる使命とする深江丸にとって、それなり

の成果を得るために、また、学生を含む個々の乗船者に数々の貴重な体験の場を提供し、海

や船、港を媒体として更なる見聞を深めていただくためには複数日にわたる航海は必須であ

り、学外泊を伴う短期間の航海を実施する。 

 同時に、深江丸では SMS（Safety Management System：安全管理システム）に則って、船

の安全と乗船者の安全を確保しながら、個々の航海の成就と運航内容の充実を図る。 

 次に平成 25 年度及び 26 年度における深江丸運航の概要と関連事項を示す。 

 

２．運航の概要 

２．１ 学内船舶実習、学内船実習、実験 

 学内船舶実習と学内船実習及び実験は次の通り。 

 【25 年度】 

 ・ 4N 学内船舶実習、4E 学内船舶実習、3L 学内船舶実習、3M 学内船舶実習：３泊４日 

 ・ 3N 学内船舶実習（前期・後期）：２泊３日 

 ・ 3P 学内船実習（三級水先人養成コース）：通算 30 日 

  ・ 3N 航海学実験２、3N 航海学実験３、3L 海上輸送システム学実験：半日 

  ・ 海事科学船上セミナー 

 【26 年度】 

 平成 26 年度に新カリキュラム２年生の学内船舶実習がスタートし、新旧カリキュラムの

混在で学内船舶実習の機会が増えた。逆に、大学院博士前期課程３級水先人養成コースの学

内船実習が水先教育制度の変更に伴い廃止された。 



 

 

 ・ 4N 学内船舶実習、4E 学内船舶実習、3L 学内船舶実習、3M 学内船舶実習：３泊４日 

 ・ 3N 学内船舶実習（前期・後期）：２泊３日 

 ・ 学内船舶実習１(2M)：１泊２日 

 ・ 学内船舶実習１(2N）：２泊３日 

  ・ 3N 航海学実験２、3N 航海学実験３、3L 海上輸送システム学実験：半日 

 

 行動海域や実習、実験の内容は、学年、学科、分野等により特色あるものとする。船橋当

直関連では乗組員による厳格、適切な監督指導の下、責任ある立場を個々に体験させること

により、座学やシミュレーションでは充足できない、場面ごとに必要とされる船舶運航の実

務と知識を体得させる。機関当直関連では主機関や補機関の保守運転管理技術とともに各種

機器類の発停と計測等を通じて搭載機器の機能と役割を理解させることにより、実際に稼動

している機関プラントの総合的な運用及び管理に関する知識と技術の習得を図る。あわせて

航海と停泊、団体生活や上陸など、乗船期間を通じてリーダーシップやチームワークの重要

性を理解させ、慣海性や協調性などの資質を涵養する。 

 平成 26 年度からの新カリキュラムでは、学内船舶実習１(2M)を１泊２日で、学内船舶実習

１(2N)を２泊３日で従来の学内船舶実習に加えて展開した。 

 学生の略号は次の通り。 

<旧カリ> 4N：海事技術マネジメント学科 航海分野４年 

     4E：海事技術マネジメント学科 機関分野４年 

       3N：海事技術マネジメント学科 航海分野３年 

       3L：海洋ロジスティクス科学科３年 

       3M：マリンエンジニアリング学科３年 

     3P：大学院博士前期課程 ３級水先人養成コース 

<新カリ>  2M：マリンエンジニアリング学科２年 

          2N：グローバル輸送科学科 航海マネジメントコース２年 

 

（１）3N 学内船舶実習 <前期・後期>（２泊３日） 

 3N の学生を対象に１組と２組に分けて前後期に各１回の実習を行う。3N 前期では船内設

備調査を実習のメインテーマとし、船内オリエンテーリングプログラムに従い船体、機関、

船内諸設備や属具などを調査させ、また、海事法規や海上交通法規についての理解を深めさ

せる。3N 後期の実習は浮標離達着操船実習をメインテーマとする。なお、この実習では船橋

当直と機関当直双方の実習を並行して実施する。１泊目を大阪湾または瀬戸内海東部海域に

錨泊、２泊目を高松入港とする。 

（２）4N 学内船舶実習 <前期>（３泊４日） 

 4N の学生を対象に１組と２組に分けて実習を行う。実習第１日に小豆島池田湾において揚

投錨操船実習を行うことにより、深江丸の速力逓減法や増速法、錨の使用に関連する錨の準

備や格納等の技術の習得と船舶運航の基本として要求されるリーダーシップやチームワーク

の重要性を再認識させる。また、班ごとに研究課題として提示した航海区間の航海計画につ

いて立案と発表を行わせ、その後の航海を通じて明石海峡や備讃瀬戸さらには来島海峡等の

船舶交通の輻輳とともに自然環境の厳しい瀬戸内海における船舶の総合的な運用実務知識と

技術の習得を図る。機関運転管理に係る実習を展開する。 

（３）4E 学内船舶実習 <前期>（３泊４日） 

 4E の学生を対象に１組と２組に分けて実習を行う。研究科ポンド係留中の深江丸におい



 

 

て、事前に主機関や補機関の発停や取り扱い等の機関運転管理に係る一連の実習を修了した

後、実習の総まとめとして４日間の航海実習を実施する。機関プラントの総合管理や運転技

術習得の他、当直実習を通じて責任ある立場を個々に経験させることにより総合的な運航実

務知識を習得させる。船橋当直実習をあわせて行う。 

（４）3L 学内船舶実習 <後期> （３泊４日） 

 3L の学生を対象に１組と２組に分けて実習を行う。実習・実験担当教員の指導の下、予め

用意した各種の実験テーマに基づき実習期間を通じて実験と計測や調査を行い、実船の現場

でなければできない実習や実験を展開する。平成 26 年度をもって廃止となる。 

（５）3M 学内船舶実習 <後期> （３泊４日） 

 3M の学生を対象に１組と２組に分けて実習を行う。船舶運航の概要を理解させ、船内共同

生活等を通じて協調性やチームワーク、慣海性等を涵養する。実習の進展状況や学生の理解

度等を勘案しながら実習内容に柔軟性をもたせる。平成 26 年度をもって廃止となる。 

（６）3P 学内船実習 （通算 30 日）  

 大学院博士前期課程３級水先人養成カリキュラムの一環で学内船実習を実施する。大阪湾

全域とその周辺海域及び後期の学内船舶実習の機会に瀬戸内海において同時展開する。 

平成 25 年度をもって廃止となる。 

（７）海事科学船上セミナー <前期>（４日） 

 航海訓練所の大型練習船による船舶実習１を履修できない学生を対象に開講する。25 年

度は学生の個人的な事情によりポンド停泊中に４日間、授業形式で実施した。26 年度は該

当学生がなく実施せず。 

（８）学内船舶実習１（2M） <前期>（１泊２日） 

 新カリキュラム 2M の学生を対象に３組に分けて実習を行う。学内練習船による初めての

実習であり、初期導入として安全教育を徹底しながら船舶運航の概要や船内設備、機関プラ

ント等を理解させるとともに船内共同生活等を通じて協調性やチームワーク、慣海性等を涵

養する。平成 26 年度から当該実習を開始した。 

（９）学内船舶実習１（2N） <後期>（２泊３日） 

 新カリキュラム 2N の学生を対象に１組と２組に分けて実習を行う。学内練習船による初

めての実習であり、初期導入として安全教育を徹底しながら船舶運航の概要や船内設備、機

関プラント等を理解させるとともに船内共同生活等を通じて協調性やチームワーク、慣海性

等を涵養する。平成 26 年度から当該実習を開始した。 

（10）3N 航海学実験２及び 3N 航海学実験３ 

 3N の学生を対象に実験２では海事科学研究科ポンド専用岸壁係留中の深江丸船内におい

て、船に搭載する各種の航海計器を用いた実験を実施し、また、実験３では大阪湾北部の海

域において船舶の操縦性能評価試験のひとつであるＺ操縦試験を実施する。 

（11）3L 海上輸送システム学実験 

 3L の学生を対象に大阪湾北部の海域において各種の航海計器を用いた実験を実施し、あわ

せて船舶運航実務の理解を図る。 

 

次に学内船舶実習に係る学級指導教員の感想を記す。 

 

《学内船舶実習に係る学級指導教員の感想》 

① 学級指導教員 世良 亘（3N） 

海事技術マネジメント学科（航海分野）３年生の学内船舶実習は、前期は１組が平成 26 年



 

 

５月 13 日から 15 日、２組が 20 日から 22 日に、後期は１組が平成 27 年２月 26 日から 28

日、２組が３月３日から５日に実施されました。 

前期は船内設備調査を中心に航海当直、機関当直、操練、心肺蘇生法等多くの課題をこな

し、学生たちは非常に忙しいながらも充実した日程を過ごしました。学生にとって既に航海

訓練所での実習や各種講義で学んでいるはずでのことも、いざ自分で実物を調べそれを説明

するという作業はかなりの困難であり、理解を深めるのにとても役に立ったと思います。航

海は、一日目が深江発坂出沖錨泊、二日目が高松着岸、三日目が深江帰港でした。 

後期は浮標離達着操船実習において船長役等を務め、実際の操船の難しさや英語でのコミ

ュニケーションの不備を痛感しているようでした。前の学生と同じ間違いを繰り返すような

場面も散見されましたが、自分が責任者として判断し指示を出して実物の船を動かす経験は、

学生にとって自信を深めることができたのではないかと思います。航海は、一日目が深江発

で大阪湾北部において離達着実習の後に錨泊、二日目が高松着岸、三日目が深江帰港でした。 

前後期ともに明石海峡及び備讃瀬戸という国内有数の船舶輻輳海域を航行し、緊張感や恐

怖感も味わいながら、教室やシミュレータでは体験できない生きた教育が行われており、非

常に恵まれた環境でありました。学生はこれらの経験を普段の授業や次の４年生での実習に

繋げ、自身の研鑽と発展に努めてほしいと思います。また、忙しいプログラムの中に学生と

の個人面談の時間も取っていただき、指導教員として進路・生活指導も行うことができまし

たこと、本当にありがとうございました。最後に、船長・機関長をはじめ、今回の実習を安

全に行うためにご協力いただいた深江丸の乗組員および教員ならびに関係者の皆様に心から

感謝いたします。 

 

② 実習担当教員 矢野 吉治（4N） 

学級指導教員が所用で２航海とも乗船できなかったことから単位認定教員として平成 26

年度についての感想を述べる。平成 26 年６月 10 日（火）から 13 日（金）に１組を、また、

６月 17 日（火）から 20 日（金）に２組の 4N 学内船舶実習を実施した。いずれの航海も実習

初日に小豆島の池田湾において揚投錨操船実習を 14 時～18 時の間展開し、第２日目からは

瀬戸内海の航路を東西に航行し、主要通過地点では航路見学・説明を交えながら予定通り松

山と高松に寄港、第４日目に帰学した。 

４年航海分野学生の深江丸による実習はこれが最後であり、班ごとに提示した航海計画の

課題は、錨泊後あるいは松山または高松入港後に発表会を開催して行動計画を全学生に周知

する等、実習全般を通じて個々、あるいはチームとして真摯に取り組む様子が場面ごとにう

かがえた。また、「さすが４年生」といった情景が多々見受けられ、少しのサポートで、あと

は不安なく様々な事柄を任せることができた。3N 前・後期の各３日間の計６日と、この４日

の計 10 日間に及ぶ必須２単位の学内船舶実習であったが、傷病や怪我その他のトラブルで

中途下船する学生も皆無で、所期の目標を達成し全員無事修了できたことは幸いであり、同

時に大きな喜びであった。 

 

③ 学級指導教員 岡村 秀雄（4E） 

２０１４年５月２７日から３０日（１組）、６月３日から６日（２組）、学内船舶実習が実

施された。機関分野の学生たちは航海訓練所の練習船で既に３ヶ月にわたる船舶実習を経験

しているが、深江丸での学内船舶実習は初めてのことであり、機関長によって学生の学びに

適切な実習プログラムが事前学習を含めて綿密に組み立てられていた。 

実習内容はかなり盛りたくさんで、課題をこなすのに苦労している学生も見受けられたが、



 

 

学年を超えて協力して解決しようとする姿は明日の船員の姿と映った。担任は自習の間に学

生と個別の面談を行い、修学および進路状況について確認し、必要な指導を行った。すでに

就職の内々定を得た学生、返事待ちの学生、まだ行動を起こしていない学生などそれぞれで

あった。２０１５年度からは、内々定が８月１日以降となるので、この時期の船舶実習には

良い効果をもたらすかも知れない。短い間であっても、船内で寝食を共にした上で面談する

ことは、深江キャンパス内で行う場合よりも学生との距離が近く、効果が高かったと感じた。

船内での実習はもとより、松山三津浜港入港、高松港入港後の散歩上陸では、学生達は日頃

のキャンパス内とは違った雰囲気で過ごし、互いの個性を良く理解することができた有意義

な 4 日間であった。機関分野担任として５年ぶりに乗船したが、改組によって乗船実習のな

い新学科に異動となったため、機関分野担任としての乗船はこれが最後となった。最後に、

全員が無事に所期の効果をあげて本実習を終えることができたのは矢野船長、河合機関長、

小原司厨長はじめ、すべての乗組員の皆様のご指導のおかげと、厚く御礼申し上げます。 

 

④ 実習担当教員 秋田 直也（3L） 

３L 学内船舶実習は、３泊４日で、１組が 10 月 14 日～17 日、２組が 10 月 21 日～24 日

に実施され、履修者は、１組 25 名、２組 24 名の計 49 名であった。 

１組では、台風 19 号の影響が心配されたが、台風一過、４日間ずっと天候に恵まれた穏や

かな航海となった。前日の 13 日夕に、JR 西日本が京阪神地区の在来線全線を運休したため、

集合時刻に遅れる学生を心配したが徒労に終わり、予定通りスケジュールが実施された。私

が乗船した２組では、２日目に雨が降り、来島海峡航路の見学がブリッジからとなったこと

が残念であったが、あとの３日間は天候に恵まれた航海であった。航海中は、主として、航

海当直、機関当直のほかに、学科教員による課題に取り組んだ。また、担任による学生面談

も実施した。このような多忙な実習スケジュールであったが、学生は、決められた時間を守

ることを意識し、自分で考えて行動していた。これにより、実習が円滑に実施できたことを、

本当にうれしく思う。さらに、学生は、限られた時間を有効に活用していたと思う。とりわ

け、昼間の休憩時間のみならず、夜遅くまで、熱心に課題に取り組む学生が多数いたことは

驚きであった。また、学生同士が互いにサポートし合う姿や、船長、機関長、司厨長、深江

丸乗組員、学科教員と、歓談している姿も多くみられた。この学内船舶実習を通じて、学生

は多くのことを感じ、学んだのではないだろうか。有意義な４日間であったと思う。 

３L 学内船舶実習の実施は、カリキュラム改正により今回で最後となる。担当した９年の

間、１年生の時に１カ月間の乗船経験があるとはいえ、ここでは紹介しきれない色々な出来

事（？）があった。最後まで、何かあるのではとずっと心配していたが、寂しく感じられる

程、何事もなく最後を締めくくることができた。振り返ってみると、乗船実習を通じて、非

乗船系の学生のモチベーションを高められるプログラムや指導方法などをずっと模索し続け

た９年間だった。その答えが出ないまま終了することは残念だが、内心、これまで大過なく

無事に終了することができてほっとしている。「なぜ、３L 学内船舶実習をなくすのか。」と

いう実習経験者からの声を、心からうれしく思う。 最後になりますが、これまで３L 学内

船舶実習を支えてくださった、船長、機関長、深江丸乗組員をはじめ、課題をご担当いただ

いた学科教員の皆様に、深く御礼申し上げます。 

 

 

⑤ 学級指導教員 梅田 民樹（3M） 

マリンエンジニアリング学科３年生の学内船舶実習は、平成 26 年 11 月 4 日～11 月 7 日



 

 

と 11 月 11 日～11 月 14 日までの２組に分けて実施された。このうち、後者の組（学生 34

名）に学級指導教員として同行した。 

幸い天候にも恵まれ、２日目、３日目の寄港地での散策を含め、快適な実習を過ごさせて

もらいました。また、実習の合間を縫って行われた学生個別面談では、普段話すことの少な

い学生と進路のことなどゆっくり話をすることができた。高松での上陸中に行われた株式会

社マキタの工場見学も学生にとって良い体験になったと思う。学級指導教員は、学生個別面

談以外には特に担当する課題が無かったため、甲板等で学生の実習を一部見学させていただ

いたが、朝の総員起こしから始まり、実習、食事、上陸後の帰船まで、時間前にきちんと集

合し、チームを組んでてきぱきと行動する姿に感心した。普段の私の授業では見られない光

景である。学生にとってこの実習は、単に船舶について知るだけでない、貴重な体験を行い

互いの結束を強める良い機会になっていると思う。このような素晴らしい実習を指導して下

さった矢野船長、河合機関長はじめ、深江丸乗組員の皆様、担当教員の皆様、TA の皆様に深

く御礼申し上げます。 

 

⑥ 学級指導教員 山本 茂広（2M） 

マリンエンジニアリング学科 2 年生 80 名に対して学内船舶実習１の前半が平成 26 年 9 月

下旬に実施された（後半は 3 年生で実施される）。実習は学生を 3 組に分けて行われ、1 組に

は福岡先生が、2 組と 3 組には山本が同行した。 

本年度の学生は学科改組に伴うカリキュラム改正後の最初の学生であり、旧カリキュラム

のように 1 年次に船舶実習を受けていないため、船に長時間乗るのが初めてという学生が大

多数であった。行程は小豆島沖で錨泊の一泊二日、天候には非常に恵まれほぼ快晴で、明石

海峡大橋も青空に映えていた。学生にとってもいい思い出になったと思う。実習内容に関し

ては、乗船関係の初めての実習ということもあり、船に慣れることと、船舶運航や舶用機関

の基礎的な知識の習得を目的としていると認識しているが、学生は概ねまじめに実習に取り

組んでいたと思う。空いた時間では学生との面談時間もとってもらい、進路の希望等をきく

ことができ有意義であった。海が穏やかであったこともあり、軽い船酔いを訴える学生もあ

ったものの、特に大きく体調を崩す学生もなく無事に実習を終えられ、学生にとって最初の

船舶実習として成功だったと思う。ただ、本年度は 9 月の実施であったので、他の授業に影

響がないのでよかったが、次年度以降は授業期間中の実施となり、3 組の実習が同じ曜日に

行われるなら、3 週にわたって他の授業科目に影響が出る。この点は課題であると思う。最

後に、実習に当たり深江丸の関係の皆様には大変お世話になりました。御礼申し上げます。 

 

⑦ 学級指導教員 渕 真輝（2N） 

グローバル輸送科学科航海マネジメントコースとなり初めての学内船舶実習１が、平成 27

年 2 月 17 日（火）～ 2 月 19 日（木）［１組］および平成 27 年２月 21 日（土）～ ２月 23

日（月）［２組］に行われました。1 組については学生２２名（内女子学生５）、2 組について

は学生２１名（内女子学生０）が深江丸に乗船しました。（独）航海訓練所に委託して実施さ

れる 1 ヶ月間の船舶実習１が本来 2 年生の夏休み期間を利用して行われるものの、先方の都

合により本年度に限り 3 月に行われることになったため、学生にとっては初めての船舶に乗

船しての実習となりました。 

 これまで深江丸による学内船舶実習Ⅰは、1 ヶ月の船舶実習の経験をベースに行われてい

ましたが、初めての学生を対象としたプログラムを少し修正し実施されました。指導にあた

られた乗組員のみなさまも少し手間取ったのではないかと推察します。一方、学生は初めて



 

 

のことに積極的に取り組んでいました。両組ともに初日は少し時化に会いましたが、それも

良い経験になり、日本丸での船舶実習の臨む態度も変わったかと思量します。学級指導教員

として乗船しましたが、一方で次席一等航海士としての仕事もあり、学生面談は予め策定さ

れたスケジュール通りに進めることはできませんでした。学生の皆さんには船上での臨機応

変を感じてくれていればと思います。 

最後に、実習環境を準備、遂行していただいた深江丸の乗組員の皆様のご尽力に心より感

謝の意を表します。 

 

２．２ 研究航海 

 夏季と春季に８～９日間程度、研究専用の航海を実施する。学内外の研究者や学生の研究

目的により行動海域を設定し、個々の研究テーマに沿った実験や計測、観測活動等を展開す

る。他大学や研究機関、共同研究企業などからも乗船者を受け入れる。 

 平成 25 年度及び 26 年度の実施状況は次のとおり。 

 【25 年度】 

 ① 夏期（８泊９日）：寄港地；高松港・宮崎港 <乗船者 43 人> 

           （台風 16 号の接近により周防大島小松港を抜港） 

    往路：神戸～高松～小部湾錨泊～周防灘錨泊～宮崎港外錨泊～宮崎 

    復路：宮崎～日向灘～豊後水道～速吸瀬戸～伊予灘～瀬戸内海～大阪湾～神戸 

   《復路：台風 17 号の接近により四国南岸～紀伊水道を瀬戸内海に変更》 

 ② 春季（７泊８日）：寄港地；関門港門司区・高松港 <乗船者 40 人> 

      神戸～大阪湾・関西空港沖～四国南岸～豊後水道～速吸瀬戸～周防灘 

       ～関門港門司区 

      関門港門司区～周防灘～瀬戸内海～高松～播磨灘～明石海峡～大阪湾～神戸 

   

 【26 年度】 

 ① 夏期（７泊８日）：寄港地；鹿児島港 <乗船者 37 人> 

     神戸～大阪湾～紀伊水道～四国南岸～日向灘～九州南岸～鹿児島港 

     鹿児島港～九州南岸～日向灘～豊後水道～速吸瀬戸～瀬戸内海～大阪湾 

  ② 春季（８泊９日）：寄港地；博多港 <乗船者 29 人> 

     神戸～明石海峡～播磨灘～備讃瀬戸～備後灘～燧（ひうち）灘～来島海峡 

    ～安芸灘～伊予灘～周防灘～関門海峡～玄界灘～博多 

     博多～玄界灘～関門海峡～周防灘～速吸瀬戸～豊後水道～四国南岸～紀伊水道 

     ～大阪湾～神戸 

   

２．３ 公開講座 

 夏休みの期間中、高校生以上の一般を対象に開講する。講座のテーマと内容、寄港地につ

いては毎回変化をもたせる。船橋及び機関当直の体験と船内講義、付随して実践的な操練（退

船時や火災発生時の訓練）や心肺蘇生法と AED（自動体外式除細動器）の取り扱い実習など

を行う。また、通航する海域ごとに航路見学を行い、船や海運、港の機能などについての総

合理解を図る。深江丸という移動教室ならではの特色ある、参加者の印象に残る航海を目指

す。平成 22 年度から２年に１回の開講となった。 

  【25 年度】 開講せず 

 【26 年度】 「船で巡る瀬戸内海スケッチ旅行－美術と食を通じて物流を考える－」 



 

 

       神戸～尾道～神戸（３泊４日） 受講者・講座スタッフ：31 人 

 

２．４ 体験型海洋セミナー、体験学習、海事体験プログラム 

（１）体験型海洋セミナー 

  海事科学研究科の教員で構成する「海洋セミナー実行委員会」の企画により、夏休みの期

間中、近隣の小学５・６年生を対象にセミナーを実施する。テーマは「船の科学」を題材と

し、船内での講話や実験などを通じて、物理と科学、海洋と海運、自然現象や天文現象など

に関して、比較的早い時期の青少年に科学的興味を喚起し、海や船に親しむ純粋な心を育む

とともに環境保全意識の向上を図る。さらに、船内での集団行動や共同生活を通じて、チー

ムワークやリーダーシップ、自己完結性、他への思いやりの心や人に迷惑をかけない気持ち

などを、船という規律の厳しい環境下で徹底する。なお、この企画は毎年厳しい財政事情に

あり、本研究科の有志教員と学生による手作りのセミナーとすることで経費の節約を図る。

また、研究科に支援を仰ぐとともに、日本船舶海洋工学会関西支部と海事科学振興財団から

財政支援をいただく。 

 平成 25 年度及び 26 年度の実施状況は次のとおり。 

 【25 年度】「海と船に親しむ」 8 月 24 日（土）～25 日（日）<１泊２日> 46 人 

 【26 年度】「海と船に親しむ」 8 月 23 日（土）～24 日（日）<１泊２日> 44 人 

（２）体験学習、海事体験イベント 

 海と船、海運と物流、さらには港湾の重要性などについて一般者へのさらなる啓発を図る

ために様々な依頼と企画に参画して船上体験プログラムを展開する。 

 平成 25 年度及び 26 年度の実施状況は次のとおり。 

 【25 年度】 

 ① 深江祭 体験航海（３航海）                  <１日：５月> 乗船者：638 人 

  ② 神戸大学部局長会議運航視察                 <１日：７月> 乗船者： 48 人 

  ③ 関西小型船安全協会 「海と船の体験教室」       <１日：７月> 乗船者： 52 人 

 ④ 近畿内航船員対策協議会中学生セミナー          <１日：８月> 乗船者： 38 人 

  ⑤ オープンキャンパス                            <１日：８月> 乗船者： 91 人 

  ⑥ 関西小型船安全協会 「海と船の体験教室」       <１日：３月> 乗船者： 33 人 

 【26 年度】 

 ① 深江祭 体験航海（３航海）                     <１日：５月> 乗船者：669 人 

  ② 関西小型船安全協会 「海と船の体験教室」       <１日：７月> 乗船者： 66 人 

  ③ 近畿内航船員対策協議会高校生セミナー          <１日：８月> 乗船者： 33 人 

  ④ オープンキャンパス                            <１日：８月> 乗船者：105 人 

  ⑤ 関西地区工学部長会議・運航視察                <１日：９月> 乗船者： 22 人 

  ⑥ 工学部長理事会理事会・運航視察                <１日：12 月> 乗船者： 22 人 

 

２．５ 各種実験、調査及び研究 

 平成 25 年度及び 26 年度の実施状況は次のとおり。 

 【25 年度】 

 ① 低摩擦型船底防汚塗料の評価試験（播磨灘における速力試験） <通年> 

 【26 年度】 

  ① 低摩擦型船底防汚塗料の評価試験（播磨灘における速力試験） <通年> 

 ② DPS（Dynamic Positioning System）開発実験 <５日；７月・１月・２月> 



 

 

  ③ 海底観測ロボット SOTAB-Ⅰ・水中グライダーTonai60 実用化実験 <３日：７月> 

 

２．６ 神戸大学の授業、他大学の船舶研修、教育共同利用（平成 26 年度～） 

 船舶や海洋などの海事に関連する講義や実験、ゼミ等を開講して教育と研究を行うが、船

舶を持ち合わせない他の研究科や学部、他大学にとっては深江丸の存在価値が高く、普段の

学生生活では体験することのできない様々な洋上研修・教育プログラムや練習船施設を活用

した各種のプログラムを提供する。平成 26 年度から教育共同利用拠点化に伴う共用を開始

した。 

 平成 25 年度及び 26 年度の実施状況は次のとおり。 

 【25 年度】 

 ① 全学共通科目「瀬戸内海学入門」海洋調査        <１日：６月> 乗船者：48 人 

  ② 中京大学心理学部 船舶研修                     <２日：７月> 乗船者：41 人 

 ③ 全学共通科目 教養原論 「海への誘い」  <２日×２航海：９月> 乗船者：88 人 

 ④ 大阪府立大学工学部海洋システム工学科 船舶研修 <２日：11 月> 乗船者：36 人 

 【26 年度】 

 ① 神戸大学自然科学系洋上ワークショップ    <４月期・１泊２日> 乗船者：21 人 

 ② 川崎医療福祉大学（便乗）                <５月期・１泊２日> 便乗者： 2 人 

 ③ 兵庫県立大学                <５月期・１日：運航日数２日> 乗船者：13 人 

 ④ 大阪大学                                <５月期・１日> 乗船者：13 人 

 ⑤ 大阪国際大学                              <５月期・１日> 乗船者： 9 人 

  ⑥ 中京大学                            <６月期・１泊２日> 乗船者：43 人 

 ⑦ 全学共通科目「瀬戸内海学入門」海洋観測      <７月期・１日> 乗船者：43 人 

  ⑧ 大阪大学                                <７月期・１日> 乗船者：24 人 

  ⑨ 京都工芸繊維大学                            <８月期・１日> 乗船者：21 人 

 ⑩ 帝塚山大学                           <８月期・１泊２日> 乗船者：29 人 

  ⑪ 全学共通科目「海への誘い」      <９月期・１泊２日×２航海> 乗船者：77 人 

  ⑫ 理学研究科海洋調査・人材育成プログラム  <９月期・１泊２日> 乗船者：10 人 

 ⑬ 甲南大学                            <９月期・１泊２日> 乗船者：15 人 

 ⑭ 神戸学院大学                          <９月期・１泊２日> 乗船者：20 人 

 ⑮ 内海域環境教育センター・海洋観測            <９月期・１日> 乗船者： 8 人 

  ⑯ 和歌山大学             <10 月期・１泊２日：運航日数４日> 乗船者：19 人 

 ⑰ 神戸女学院大学                             <11 月期・１日> 乗船者：18 人 

  ⑱ 神戸女学院大学                             <11 月期・１日> 乗船者：18 人 

  ⑲ 関西大学                                    <11 月期・１日> 乗船者： 8 人 

  ⑳ 関西大学                                    <12 月期・１日> 乗船者：10 人 

  ㉑ 大阪府立大学                            <12 月期・１泊２日> 乗船者：35 人 

 ㉒ 明石工業高等専門学校                  <2015 年３月期・１日> 乗船者： 8 人 

 

２．７ 社会人研修（船舶・物流研修） 

 海事関連企業や団体等からの依頼による船舶・物流研修を実施する。 

 平成 25 年度及び 26 年度の実施状況は次のとおり。 

 【25 年度】：２社・２団体 

  ① 外航海運企業                                  <２日：４月> 乗船者：27 人 



 

 

  ② 港務通信企業  <８日：６月> （4N 学内船舶実習×２航海に便乗）乗船者：16 人 

  ③ 舶用機器製造団体                              <２日：６月> 乗船者：34 人 

  ④ 舶用機器製造団体                              <２日：10 月> 乗船者：34 人 

 【26 年度】：３社・２団体 

  ① 外航海運企業                                  <２日：４月> 乗船者：32 人 

  ② 港務通信企業   <８日：６月>（4N 学内船舶実習×１航海に便乗）乗船者： 8 人 

  ③ 舶用機器製造団体                              <２日：６月> 乗船者：34 人 

  ④ 舶用機器製造団体                              <２日：10 月> 乗船者：34 人 

 ⑤ 舶用機器製造企業                              <２日：11 月> 乗船者：17 人 

 

３．共同研究、受託研究 

 平成 25 年度及び 26 年度に深江丸を活用した共同研究、受託研究は次のとおり。 

 【25 年度】 

 ① 低摩擦型船底防汚塗料の性能評価試験（受託研究） 

 【26 年度】 

  ① 重金属フリー新型船底防汚塗料の性能評価試験（受託研究） 

  ② DP（ダイナミック・ポジショニング）システム開発実験（共同研究） 

 ③ 波浪観測レーダー開発実験（共同研究） 

 

４．海事の啓発活動 

 海事に関する社会一般の関心を高めるため、各種の実習や研究航海、依頼航海等の入港時

において希望あるごとに船内を公開し見学者を受け入れる。また、研究科専用岸壁係留中に

海事博物館などと連携して各種団体や個人を対象に随時船内を公開し、船や海への関心を高

め理解を深めていただく。専用岸壁において年間 7～800 人程度の見学者がある。 

 

５．航行資格の変更と旅客定員の確保 

 国土交通省令「船舶安全法」では日本船舶の航行区域を「遠洋区域」、「近海区域」、「沿

海区域」、「平水区域」の４区域と定める。深江丸は上記のうちの「近海区域」であり、東

経 94 度～東経 175 度、南緯 11 度～北緯 63 度の線で囲まれた海域がこれに該当する。 

 平成 11（1999）年２月１日、GMDSS［Global Maritime Distress and Safety System］と

呼ばれる、従来の SOS に代表されるモールス信号を主体とした海上遭難通信システムから、

海事衛星と衛星 EPIRB、双方向無線電話やレーダートランスポンダ等を活用した遭難安全通

信システムが国際的に完備され、深江丸の物的設備では上記の「近海区域」の航行は不可能

になった。これにより、陸岸に沿って連続する離岸距離 150 海里（約 278 ㎞）以内の水域：

「A2 水域」に航行が限定された。※ １海里＝1.852 ㎞（緯度１分の長さ） 

 各種依頼等で本学の学生や教職員以外の一般者が乗船する場合は臨時的に旅客定員を確保

する。また、依頼の状況により最大搭載人員 64 名を超える乗船者がある場合には航行資格を

変更すると同時に臨時旅客定員（増員）を確保する。航行資格の変更は神戸運輸監理部の船

舶検査官（JG：Japanese Government）による臨時航行検査をその都度受検して"臨時変更証

"を取得する。臨時定員の内、旅客以外では通常、船員を 12 人、その他の乗船者を４～８人

に設定する。「その他」とは、法的に、船舶の直接の運航には従事しないが、 

船舶の運航目的により人的組織上必要な人員（教員・学生等）を指す。 

 小学児童を含む青少年や一般者の乗船にあたり船内行動には細心の注意を必要とし、暴露



 

 

甲板のハンドレールに転落防止用ネットを常設し、立ち入り禁止区画や脱出経路、通路や階

段等をわかりやすく表示する。さらに、膨張式救命胴衣 107 着を別途、最上層のコンパス甲

板に常設し、臨時変更の内容によっては浮器を船橋甲板に設置するなど、不測の事態に備え

て万全を期す。乗組員は船の安全運航に徹する必要があることから、様々な海事イベントに

おいては海事科学研究科及び学部の学生が運航補助と船内案内、警備スタッフとして必要数

乗船する。なお、臨時変更日数の上限は年間 30 日であり、これを超えた日数の臨時航行資格

は取得できない。臨時変更日数が 30 日を超える場合は、定期検査あるいは中間検査に準じた

JG の検査を要す。 

 次に平成 25 年度及び 26 年度における臨時旅客定員の確保及び最大搭載人員変更のための

臨時航行検査について、該当する航海と変更の内容を示す。 

 【25 年度】臨時変更：９件 臨時変更日数：13 日 

５月６日 メリケンフェスタ・神戸港見学特別セミナー：最大搭載人員の変更 

        ・航行区域：近海区域 → 平水区域（変更日数：１日） 

       ・航行時間：６時間未満（旅客定員 80 人・その他０人・船員 12 人） 

５月 26 日 深江祭：旅客定員の確保と最大搭載人員の変更 

        ・航行区域：近海区域 → 平水区域（変更日数：１日） 

       ・航行時間：1.5 時間未満（旅客定員 210 人・その他 10 人・船員 12 人） 

７月１日 中京大学心理学部船舶研修：旅客定員の確保 

     ～２日 ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：２日） 

         （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

７月 29 日 海と船の安全教室：旅客定員の確保と最大搭載人員の変更 

       ・航行区域：近海区域 → 平水区域（変更日数：１日） 

       ・航行時間：３時間未満（旅客定員 120 人・その他４人・船員 12 人） 

８月１日 近畿内航船員対策協議会「中学生体験航海」：旅客定員の確保 

     ～２日  ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：２日） 

          （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

８月８日 オープンキャンパス：旅客定員の確保と最大搭載人員の変更 

       ・航行区域：近海区域 → 平水区域（変更日数：１日） 

        ・航行時間：３時間未満（旅客定員 120 人・その他４人・船員 12 人） 

８月 24 日 小学生体験型海洋セミナー：旅客定員の確保 

   ～25 日  ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：２日） 

              （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

11 月 28 日 大阪府立大学工学部海洋システム工学科船舶研修：旅客定員の確保 

     ～29 日  ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：２日） 

              （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

３月 27 日 海と船の体験教室：旅客定員の確保と最大搭載人員の変更 

       ・航行区域：近海区域 → 平水区域（変更日数：１日） 

       ・航行時間：３時間未満（旅客定員 120 人・その他４人・船員 12 人） 

 【26 年度】臨時変更：12 件 臨時変更日数：18 日 

４月 12 日 神戸大学自然科学系洋上セミナー：旅客定員の確保 

     ～13 日 ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：２日） 

              （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

５月８日 兵庫県立大学（共同利用）：旅客定員の確保 



 

 

       ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：１日） 

        （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

５月 16 日  大阪大学（共同利用）：旅客定員の確保と最大搭載人員の変更 

       ・航行区域：近海区域 → 平水区域（変更日数：１日） 

        ・航行時間：３時間未満（旅客定員 80 人・その他０人・船員 12 人） 

５月 25 日 深江祭：旅客定員の確保と最大搭載人員の変更 

       ・航行区域：近海区域 → 平水区域（変更日数：１日） 

       ・航行時間：1.5 時間未満（旅客定員 210 人・その他 10 人・船員 12 人） 

７月 29 日 海と船の安全教室：旅客定員の確保と最大搭載人員の変更 

       ・航行区域：近海区域 → 平水区域（変更日数：１日） 

       ・航行時間：３時間未満（旅客定員 120 人・その他４人・船員 12 人） 

７月 31 日 公開講座：旅客定員の確保 

   ～8 月 3 日 ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：４日） 

        （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

８月６日  近畿運輸局内航船員対策協議会・工業高校生航海体験：旅客定員の確保 

       ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：１日） 

              （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

８月８日 オープンキャンパス：旅客定員の確保と最大搭載人員の変更 

       ・航行区域：近海区域 → 平水区域（変更日数：１日） 

       ・航行時間：３時間未満（旅客定員 120 人・その他４人・船員 12 人） 

８月 23 日 小学生体験型海洋セミナー：旅客定員の確保 

     ～24 日  ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：２日） 

              （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

９月５日 関西地区工学部長会議・運航視察：旅客定員の確保 

       ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：１日） 

              （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

11 月 18 日 ベニックソリューション研修航海：旅客定員の確保 

     ～19 日  ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：２日） 

              （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

12 月２日 工学部長理事会会議・運航視察：旅客定員の確保 

       ・航行区域：近海区域 → 沿海区域（変更日数：１日） 

              （旅客定員 48 人・その他４人・船員 12 人） 

 

６．運航集計 

６．１ 運航集計（抜粋） 

 平成 25 年度及び 26 年度における深江丸運航集計の抜粋を表１に示す。 

 この表において、 運航日数は半日の航海も１日として示した。また、乗船者延べ人数 と

は、日帰りの場合は乗組員以外の乗船者数に１を乗じたものとし、また、航海が複数 日に

わたる場合は、乗船者数に延べ航海日数を乗じたものとした。 

 

表１ 平成 25 年度及び 26 年度における深江丸運航集計抜粋 
 

 

 

平成25年度 

 

平成26年度 
   



 

 

運航回数（入渠回航を含む） ４０回 ６４回 
 

運航日数（入渠回航を含む） 

 

９７日 

 

１４３日 
 

航 海 時 間 

 

６２１時間２０分 

 

９３９時間０５分 
 

航       程 

 

６,５６８海里 

 

９,２３５海里 
 

学 外 停 泊 時 間（入渠を除く） 

 

６０７時間５５分 

 

７１０時間４５分 
 

錨 泊 時 間 

 

３２３時間２０分 

 

５４５時間３５分 
 

本研究科の乗船学生数 

 

７３４人 

 

８４３人 
 

本研究科の乗船教職員数 

 

９１人 

 

８６人 
 

本研究科以外からの乗船者数 

 

１,２２８人 

 

１,５５９人 
 

乗 船 総 数 

 

２,０５３人 

 

２,４８８人 
 

乗船者延べ人数 

 

３,６５０人 

 

４,５２２人 

 

※ 平成 25 年度からの学科改組に伴い、平成 26 年度に新カリキュラムの２年生（グローバ

ル輸送科学科航海マネジメントコース及びマリンエンジニアリング学科）の学内船舶実習が

始まり、新旧両カリキュラムの実習が混在した。また、平成 26 年度から教育共同利用拠点

化に伴う他大学等の教育共同利用が始まり、平成 26 年度は運航日数、航海時間、総航程、

停泊・錨泊時間や乗船者数等が格段に増加した。※１海里：1.852km 

 

６．２ 平成 25 年度及び 26 年度の運航集計 

 両年度の深江丸運航集計を表２及び表３に示す。 

 

表２ 平成 25 年度深江丸運航集計 

 

表３ 平成 26 年度深江丸運航集計 

 

７．安全管理システム（SMS）の運用 

 深江丸では安全管理システム：SMS（Safety Management System）に準じて、 

  ａ）海上における人命の安全  ｂ）船舶の安全運航 

   ｃ）環境の保護        ｄ）実習に関する事項、教育、研究の円滑な遂行 

  を目指した運航を徹底する。 

 なお、SMS の運用に関連した各種のドキュメント類は船橋に備え置く。 

 

８．災害時医療支援船構想 

  海事科学研究科では瀬戸内海を含む近隣都市災害発生時等において、兵庫県透析医会の災

害対策合同委員会との連携による海上ルート及び船舶を活用した医療支援船構想を推進す

る。この中で深江丸の役割は緊急時において医療スタッフの収容とともに医療設備や機材等

を深江丸に搭載して災害現地に赴き、船を仮設の災害医療提供施設として活用しながら、慢



 

 

性疾患の患者や救急患者、負傷者の手当と移送並びに救援物資の搬送を行うことを目的とす

る。また、被災地において船から電力の陸揚げを担う。 

 

９．附属練習船等使用内規 

 平成 16 年 10 月１日、海事科学部における実習と研究活動以外の目的で深江丸の他、海技

教育センターに所属する舟艇類を使用する場合の「神戸大学海事科学部附属練習船等使用内

規」が定められ運用が始まった。その後、平成 18 年４月１日及び平成 20 年 10 月１日の改訂

を経て現在に至る。 

 

10．入渠工事 

10．１ 合入渠工事、第一種中間検査入渠工事、定期検査入渠工事 

 深江丸は昭和 62（1987）年 10 月 14 日の就航以来、平成 26（2014）年 10 月で船齢 27 年を

迎えた。この間、年１回の入渠（にゅうきょ）工事により、入渠中でなければできない船体、

機関、属具等の整備、各種設備の修理や換装などを実施してきた。深江丸の法定検査として

は、５年ごとの定期検査とこの中間で実施される第１種中間検査がある。深江丸の船級が JG

（Japanese Government）であることから船舶検査は日本国政府（国土交通省の船舶検査官）

により、船体、機関の保守、整備などと並行して行われる。また、検査を伴わない船体整備

のための入渠として合（あい）入渠工事がある。平成 16 年９月の定期検査までは毎年９月期

に入渠工事を実施してきたが、この時期における深江丸の有効活用を図るため、平成 17 年度

以後は入渠の時期を毎年１月下旬から２月上旬の閑散期（気象海象条件が悪く、運航の少な

い時期）に変更した。工事期間は、入渠の目的、船体と機関の整備や特殊工事の内容等によ

り一様ではない。 

  平成 18 年度以後、国内塗料メーカーからの受託研究で水船下船底部全面に従来型、改良従

来型、低摩擦型、重金属フリー低摩擦型、重金属フリー従来型等の自己研磨型船底防汚塗料

を順次試験塗装して播磨灘西部の直線航路：航程 16 海里<29.6km>の浮標間において速力試

験を実施し評価試験を展開する。受託研究費は燃料費と船体整備に充当する。 

 平成 25 年度及び 26 年度に実施した入渠工事における船体部の仕様を次に示す。 

 

10．２ 平成 25 年度 定期検査入渠工事 

     工   期：平成 26 年１月 22 日～２月６日 

          入 渠 地：サノヤス造船株式会社・大阪製造所 

          工事内容：検査工事 

〔船体部〕 

１． 検査工事 

101    定期検査受検（受検手続きおよび準備一切） 

101-1   船体一般 

101-1-1  船体内外部 船体の上下架、外舷及び船底清掃後受検（シ－チェストも含む） 

101-1-2  舵 取り外し後受検復旧 

101-1-3  錨および錨鎖（965ｋｇ×３、φ32mm×14 節及びスイベル付き短鎖×２） 

101-1-3-1 錨および錨鎖を渠底に繰出し、Ｊシャックル及びスイベル付き短鎖新替の上 

     受検 

101-1-3-2 錆落とし実施（サンドブラスト施工（予備錨含む）） 

101-1-3-3 径測定（報告書提出） 



 

 

101-1-3-4 受検後ソリュウション２回塗装、テ－パ－ピン（SUS）新替えの上、一節 

     送りにて復旧（節数マーク部はソリュウション塗装を施さない） 

     節数マーク更新(事前打ち合わせ） 

101-1-3-5 予備錨と左舷錨入れ替え 

101-1-4  ノンリタンバルブ受検復旧（７カ所 13 個） 

     ノンリタンバルブ開放の上整備、受検（汚水処理装置排水用のみ取り外し整 

     備）受検後、内部塗装（CCP ブルー）、復旧（復旧後弁体及び付近パイプ塗装） 

101-1-5  乾舷表示受検 

101-1-6  索具受検 

101-1-7  閉鎖装置受検 

101-2   タンク検査 （圧力検査含む） 

101-2-1-1 清水タンク及び FPT、APT 清掃後受検 

      FPT 11.07 ㎥ 

      No1 FWT(S) 28.13 ㎥ 

      No1 FWT(P) 28.13 ㎥ 

      APT 15.67 ㎥ 

101-2-1-2 発錆部錆打ちの上、タッチアップ２回（塗料－オルガ 1000-NOA または同等品） 

101-2-1-3 アク抜き２回施工、アク抜きの後、全タンク満水 

101-2-1-4 マンホールパッキン新替 

101-2-2  コファダム内部清掃後受検復旧 

101-2-3  燃料タンク清掃後受検復旧（マンホールパッキン新替） 

      №1FOT(P) 18.22 ㎥ 

      №1FOT(S) 22.48 ㎥ 

      №2FOT(P) 8.30 ㎥ 

      №2FOT(S) 13.20 ㎥ 

      №3FOT(S) 8.63 ㎥ 

      №3FOT(P) 8.63 ㎥ 

101-2-4  ラダートランク 内部清掃後受検復旧 

     受検後塗装（ビチュミナスソリューション２回塗装） 

101-2-5  チェーンロッカー 内部清掃後受検復旧 

101-3   板厚計測（0.4Ｌ間・３断面） 

101-4   効力試験 

101-4-1  甲板消火放水（ 準備及びノズル、ホースの清水洗い、乾燥格納） 

101-4-2  ビルジ吸引試験（ エデクター用逆止弁整備、受検後ビルジハット清掃） 

101-4-3  航海灯、予備灯、非常警報、ボートライト受検 

101-4-4  汽笛吹鳴試験（ 伊吹工業製 Q100 シャッターパッキン新替、パッキン本船支給） 

101-4-5  操舵装置作動試験（通信装置含む） 

101-4-6  ジャイロコンパス故障信号確認（転輪球新替） 

101-4-7  火災探知装置作動試験 

101-5   救命、航海、消防設備 

101-5-1  救命、航海、消防設備備品確認 

101-5-2  救命筏整備及び積み付け 膨脹式救命筏６基（藤倉ゴム製 FRN-SV-25R 25 名用） 

                 艤装品等新替（ 次回検査までに期限切れとなるも                 



 

 

の別紙参照） 

101-5-3  膨脹式救命胴衣 172 個（東洋ゴム製 TJ-7、TJ-10） 

     ボンベ検量の結果不良品は取り替え 

101-5-4  泡消火器消火剤新替の後受検 

      泡消火器 ９ℓ ×９本 45ℓ ×１本（陸揚げ消火剤新替後積み込み、45ℓ消      

火器については機関室からの引き上げ、設置 予備剤支給） 

101-5-5  無線設備整備、受検（総合通信局の検査も併せて受検） 

      ① ARPAＡレ－ダ（２台） 

             FAR－2827－20AF、FAE－2837S－36AF 

          ② SSB 無線電話装置 FS－12 

          ③ 全波受信機 RV－108S 

     ④ 無線電話警急自動受信機 AA－822 

     ⑤ 無線方位測定機 FD－120K 

     ⑥ 国際ＶＨＦ無線電話 FM－80 

     ⑦ レ－ダトランスポンダ TBR－600（電池交換含む） 

     ⑧ 衛星イ－パブ REB-23-01（電池・離脱器交換含む） 

     ⑨ 双方向無線装置 FM－8 ２台（電池交換含む） 

     ⑩ AIS FA－100 

     ⑪ 船上通信装置 

     ⑫ ナブテックス受信機（２台） NX－500、NX－600 

101-6   その他検査項目もれ（検査にともなう付帯工事一切を含む） 

 

２．一般工事 

201    保護亜鉛取り替え（亜鉛板計測記録２部提出） 

      ZAP B－９ 21 枚 

        B－３ ８枚 

                B－２ １枚 

                90φ×50φ×８ｔ １枚 

202    清水タンク清掃後、水質検査を実施（地方公共団体等が行うもの） 

          検査結果証明書提出 

203    汚水処理装置 （タイコーSBT-65） 汚水・汚泥陸揚げ（陸揚げ証明書提出） 

204    排水管新替（右舷乗組員室ベーシン排水管）40A×4m＋32A×3m 

205    EM LOG 用船底弁 新替（本船支給） 

３．塗装工事 

301    船底部全面サンドブラスト施工（約 550 ㎡） 

302    船底塗装 Z/P(セラモタッチアップ用)１回、NOA10M バフ 175 及び NOA A/CⅡ 

          各１回、A/F２回総塗装（塗料は本船支給） 

303    外舷塗装 発錆部はサンダー掛けの後、錆止め（NOA10M バフ 175）１回、 

上塗りタッチアップ２回の後、１回総塗装。水線付近の発錆部は 

タッチアップ各３回施工(船名等記入) 

304    暴露甲板全面ノンスリップ塗装１回 （深緑 505） 

           船橋甲板後部（約 65 ㎡）及びコンパス甲板（110 ㎡）は太陽熱高反射(遮熱) 

      塗料（深緑 505） 



 

 

      ※塗料は一部を除き、日本ペイント製アクリル系塗料、造船所支給とする。 

       船底部に試験塗装部分を有する、事前打ち合わせのこと。 

４．特別（経年化）工事 

4.1    船内 LAN 

411     ネットワーク機器 スイッチング HUB 交換 （1000BASE-SX） ３台 

               ８ポート HUB 交換 ５台 

412     ワークステーション交換 ２台 

413     データ収集装置バックアップバッテリー交換 ５台 

414     データ表示装置 予備機 ２台 データ入出力装置 予備機 ３台 

415     船速計センサー交換（横河ナビテック EML201-HS1） １台 

      上記 1-1～4 については工事はメーカー（三井造船）において実施すること。 

4.2    ウインドラス  オーバーホール（北川工業製 HWD－6－GHW－O－TT－S） 

421     ベアリング開放、軸陸揚げ、整備、軸摩耗計測 

422     油圧モーター整備 

423     油圧配管用防食テープ取外し、パイプ点検、テープ巻替え不良パイプは取替 

424     コントロールバルブ換装  配管模様替え、不要配管撤去含む 

425     ホイール摺動面錆打ち後、ライニング SUS 巻き  エッジ部分補修含む 

426     台板錆打ち後、補強 

427     ウインドラス本体、錆止め及び上塗り各 2 回塗装  付近甲板塗装 

4.3     ECDIS 

431-1    表示部 19 ｲﾝﾁｶﾗｰ LCD SXGA（1280×1024 ﾋﾟｸｾﾙ） 

431-2    コニング表示部 19 ｲﾝﾁｶﾗｰ LCD SXGA（1280×1024 ﾋﾟｸｾﾙ） 

432     使用可能な電子海図 ENC IHO/IMO S-57 Edition3 ﾍﾞｸﾄﾙﾁｬｰﾄ 

          （IHO S-63 方式暗号化） BA ARCS ﾗｽﾀｰﾁｬｰﾄ, C-MAP ENC 

433     AIS 400 隻以上 

434-1      インターフェイス（シリアル）GPS、AIS、GYRO、深度、風向風速の入力 

434-2    インターフェイス（LAN）既設ﾚｰﾀﾞｰとは LAN 接続 

435     装備方法 コンソール（自立型） 

436     リアルタイムインターフェイス 

            GPS.ジャイロコンパス．ログ．AIS．レーダー（ARPA） 

437    規格 IMO MSC.232(82),IMO A.694(17),IMO MSC.197(79) IEC 61174 Ed.3, 

               IEC 61162-1 Ed.4,IEC 61162-2 Ed.1,IEC 62288,IEC 60945 Ed.4 

438    電源 AC100V 

439    ENC つぎに掲げる ENC を準備する（契約者名は深江丸とする） 

４．   救助艇兼救命筏支援艇付帯工事 

401     艇入れ替えに係る旧艇の廃船処理 

402     架台の改造及び固定金具取り付け 

５．      超音波式ドップラー流向流速計（ADCP） 

         （Teledyne RD Instruments 社製、WH-ADCP300kHz マリナー） 

501     周波数 300kHz 

502     流速測定層数 128（最大） 

503     最大測定深度 165m 

504     流速精度±0.5cm/sec 



 

 

505     パワーコミュニケーションケーブル 1 本 

506     船上データ変換装置 1 台 

507     船上データ処理表示装置 1 台（モニター、ソフトウェア含む） 

508     無停電電源装置 1 台 

509     トランス 1 台 

510     新規船底タンク及び取付座製作の上取付 1 か所、新規送受波器取付 1 か所 

511     電線貫通金物、注水管、エア抜き管取付 

512     配線工事（送受波器～信号処理装置間、追加配線工事 

      （サテライトコンパス～信号処理装置）） 

513     附帯工事（天井内張り取外し、復旧、工事個所塗装） 

514     船底検査受検立会い 

515     完成図書 

６．風向風速計（VAISALA 製、ウェザートランスミッタ― WXT520） 

601     あじろ外装 10 芯ケーブル（信号用） 

602     RS422 Converter （B&B エレクトロニクス モデル 422PP9R） 

603     データ記録用 PC （Dell Latitude E6330(SSD 256GB)） 

604     RS232C Interface （Dell E-Legacy Extender） 

605     風向風速計増設工事 

605-1    風向風速計マストトップへ増設 

605-2      新規風向風速計用架台製作取付 

605-3      信号線配線工事 

605-4      各機器取付、端末結線 

605-5      附帯工事 

605-5-1    居室、通路天井内張り取外し復旧 

605-5-2    工事個所塗装 

605-5-3    工事個所足場架設 

606       完成図書 

７．表層海水モニタリングシステム 

701        ワイパー式水温塩分センサー （ACTW-CAR JFE アドバンテック） 

702        ワイパー式クロロフィル濁度センサー （ACLW-CAR JFE アドバンテック） 

703     インターフェイスユニット （JFE アドバンテック） 

704     データ処理用 PC （Dell Latitude E6330(SSD 256GB)） 

705     データ記録用 PC （Dell Latitude E6330(SSD 256GB)） 

706     無停電電源装置 １台 

707     データ処理及び記録用ソフトウェア 

708     計測タンク （JFE アドバンテック） 

709     センサーケーブル （JFE アドバンテック） 

710     計測タンク取付 

711     配線工事（ACTW センサーケーブル、ACLW センサーケーブル） 

712     システム現地調整 

713     完成図書 

 

10．３ 平成 26 年度 合入渠工事 



 

 

     工   期：平成 27 年１月 23 日～２月４日 

          入 渠 地：内海造船株式会社・瀬戸田工場 

          工事内容：一般整備工事 

〔船体部〕 

１．一般工事 

１．   船体の上下架、外舷及び船底清掃（シーチェスト・スラスタートンネルを     含

む） 

2-1       錨（予備錨含む）及び錨鎖は渠底に繰り出し、Ｊシャックル解放の上錆落とし 

          後（サンドブラスト施工）、ソリューション 2 回塗装、テーパーピン 

         （SUS）新替の上、右舷錨と予備錨を入れ替え、一節送りにて復旧 

        節数マークについては別途指示する。 

        錨 965kg×3 錨鎖 32φ×14 節＋スイベル付短鎖×2 

        注節数マーク部はソリューション塗装を施さない。 

2-2       ノンリタンバルブ解放手入れ後、塗装復旧（7 カ所 13 個） 

        汚水用ノンリタンバルブは陸揚げの上、解放手入れ後、内部塗装、復旧 

2-3       汚水処理装置（タイコーSBT- 65） 

2-3-1      汚水・汚泥陸揚げ（陸揚げ証明書提出） 

2-3-2      汚水処理室・機関室内の汚水管及び男子トイレの汚水管、スカッパーパイプ 

      陸揚げ、内部清掃後塗装復旧 

2-4       保護亜鉛新替（亜鉛板計測記録 2 部提出） 

            ZAP B-9 21 枚 

            ZAP B-3 8 枚 

            ZAP B-2 1 枚 

            φ90 ㎜×φ50 ㎜×8ｔ 1 枚 

2-5       チェーンロッカー清掃後、ソリューション 1 回塗装（約 70 ㎡） 

2-6       清水管 

2-6-1       清水管薬品洗浄 

2-6-2       清水管洗浄後、水質検査を行い（地方公共団体等が行うもの） 

            検査結果証明書及び清水管洗浄証明書提出 

2-7       オーニングスパー（40A）・スタンション整備スパー受部及びボルト新替、塗装 

2-8       電動ワイパー分解整備（布谷計器ＥＷＰ－０４７－Ｌ１） 

2-9       男女シャワールーム仕切り板（化粧合板） 新替 

           1800 ㎜×905 ㎜×20 ㎜×5 枚 

2-10      船首スピーカー収納箱（扉付き） 新替  320 ㎜×430 ㎜×310 ㎜ 

2-11      油圧ムアリングウインチ（北川工業ＨＭＷ－３－ＨＷ－Ｏ－ＴＴ－Ｓ） 

           コントロールバルブ新替（別紙参照） 

2-12      船橋窓、防炎遮光カーテン新替 1050 ㎜×1000 ㎜×11 枚 

３．塗装工事 

3-1       船底（シーチェスト、スラスタートンネル、ホーズパイプ内部含む）及び  

          外板の発錆部錆打ち、サンダー掛けの後、A/C （NOA 10M バフ 175）1 回 

タッチアップ、A/F 2 回タッチアップの後、1 回総塗装 

・外板白上塗り 1 回総塗装(船名、ドラフトマーク、フリーボードマーク等記入) 

            ※A/F（船底）総塗装については試験塗装のため本学支給とし、事前に本学と 



 

 

              打ち合わせすること。 

3-2       甲板上構造物清水洗いの上現色にあわせて総塗装（舷梯を含む） 

3-3       暴露甲板全面ノンスリップ塗装 1 回（深緑 505） 

            船橋甲板後部（約 65 ㎡）及びコンパス甲板（110 ㎡）は太陽熱高反射(遮熱) 

            塗料（深緑 505） 

            ※塗料は一部を除き、日本ペイント製アクリル系塗料とし造船所支給とする。 

船内塗装については、油性塗料を使用すること。 

         3-2、3-3 については発錆部錆打ち、錆止め 2 回塗装の後、上塗りとする。 

             塗料の名称・仕様・数量の報告書を 1 部提出すること。 

４．その他 

4-1       泡消火器消火剤新替 

            泡消火器（9ℓ×9 本、45ℓ×1 本）を陸揚げし消火剤新替後積み込み、 

45ℓ消火器については機関室からの引き上げ、設置を含む。 

 

10．４ これまでの入渠と今後の入渠工事予定  

 過去に実施した入渠工事と今後の入渠予定を以下に示す。 

  《過去の入渠工事》 

            入渠年月  入渠工事の名称               就航年数 

                ･････････                            ･････ 

      平成 11（1999）年９月：定期検査入渠工事           ＜12 年＞ 

      平成 12（2000）年９月：合入渠工事                 ＜13 年＞ 

      平成 13（2001）年９月：第一種中間検査入渠工事     ＜14 年＞ 

     平成 14（2002）年９月：合入渠工事                 ＜15 年＞ 

     平成 15（2003）年９月：合入渠工事                 ＜16 年＞ 

     平成 16（2004）年９月：定期検査入渠工事           ＜17 年＞  

     平成 18（2006）年１月：合入渠工事                 ＜19 年＞ 

     平成 19（2007）年１月：第一種中間検査入渠工事    ＜20 年＞ 

     平成 20（2008）年１月：合入渠工事         ＜21 年＞ 

     平成 21（2009）年１月：定期検査入渠工事      ＜22 年＞ 

     平成 22（2010）年１月：合入渠工事              ＜23 年＞ 

     平成 23（2011）年１月：合入渠工事           ＜24 年＞ 

     平成 24（2012）年１月：第一種中間検査入渠工事     ＜25 年＞ 

     平成 25（2013）年１月：合入渠工事              ＜26 年＞ 

     平成 26（2014）年１月：定期検査入渠工事      ＜27 年＞ 

     平成 27（2015）年１月：合入渠工事              ＜28 年＞   

 《今後の入渠予定》 

     平成 27（2015）年 11 月：１中検工事または合入渠工事 ＜28 年＞ 

     平成 28（2016）年 11 月：合入渠工事または１中検工事 ＜29 年＞ 

     平成 29（2017）年 11 月：合入渠工事              ＜30 年＞ 

     平成 30（2018）年 11 月：定期検査入渠工事           ＜31 年＞ 

 

11．深江丸乗船アンケート 

 深江丸では安全管理システム：SMS（Safety Management System）の運用を徹底するため、



 

 

宿泊を伴う航海の乗船者を対象に、 

    １．海上における人命の安全   ２．船舶の安全運航 

    ３．海洋環境の保護       ４．実習・教育・研究の円滑な遂行 

に係る乗船アンケートへの回答を依頼する。乗船者の評価や意見を踏まえ、対応可能なもの

については鋭意改善を図る。なお、乗船アンケートの各設問において、回答は 

   １．満足 ２．やや満足 ３．普通 ４．やや不満 ５．不満 ６．その他 

の中から１つを選択するものとし、航海の目的や内容により"該当しない"または"わからな

い"ときは「６．その他」の選択とする。 

 平成 25 年度及び 26 年度におけるアンケートへの回答者総数は 946 人で、全乗船者を次の

Ａ、Ｂ及びＣのグループに分類して集計した。 

    Ａ：海事科学部の乗船系学生（海技ライセンスを取得） ：235 人 

   Ｂ：海事科学部の非乗船系学生                 ：231 人 

   Ｃ：学内船舶実習以外の乗船者（複数日の航海に乗船） ：480 人  

                                                   計 946 人 

 

11.１ 乗船アンケートの回答要請 

 深江丸乗船アンケートへの回答要請文は次の通り。 

深江丸乗船アンケート 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸では、船舶の運航

管理と乗船者の安全並びにサービスの向上を図るため、安全管理システム；SMS（Safety 

Management System）を運用しています。 

      １．海上における人命の安全     ２．船舶の安全運航 

      ３．海洋環境の保護         ４．実習・教育・研究の円滑な遂行 

に関して、乗船者の意見を SMS の運用や今後の運航等に反映させることを目的とします。 

記入にあたりましては、回答項目の＜番号＞に「○」印を付して下さい。 

なお、航海の目的などにより該当しない場合は "６．その他" にチェックをお願いしま

す。また、提案や要望などがございましたら具体的に記入してください。 

ご協力をお願いします。 

深江丸 船長 

11．２ 乗船アンケートの集計 

 平成 25 年度及び 26 年度の回答者 946 人の各設問ごとの満足～不満の程度をその比率とと

もに示す。 

 

12．深江丸の現状 

12．１ 深江丸の活動と展望 

 深江丸は海事科学研究科附属練習船として、学生の実習、教育、訓練、船舶や海洋に関連

した研究と調査を主たる目的とすることから、研究科と学部に関連した運航を中心に、各航

海においてさらなる運航内容の充実を目指し最大限度の展開を図っている。また、平成 26 年

度に始まった教育共同利用の拠点化に伴う他大学等の教育共同利用について状況の許す範囲

で意欲的に対応しながら、神戸大学としての地域、社会貢献や社会交流活動の一翼を担う態

勢を整える。各種の依頼は深江丸の運航のみにとどまらず、研究科専用岸壁停泊中において

も、研究会や講演会、海事体験や見学会などがある。参考までに、これまで掲げている深江

丸の展望を次に示す。 

 《深江丸の展望》 



 

 

 (1) 人材育成 

   ・ 航海と機関に関する高品質な専門的人材教育 

   ・ 海事に精通し、人間性と創造性並びに専門性豊かで幅広い教養を備え、国際海事    

社会で活躍できる総合的人材の育成 

 (2) 調査研究 

   海事に関する様々な事象を対象にした調査と研究 

 (3) 海事振興 

   一般社会との連携による幅広い年齢層を対象にした人間教育、社会・道徳教育、若   

年層への科学的興味の喚起と海事社会の啓発 

 (4) 災害支援 

   大規模災害時を想定した海上ルートを活用する人的・物的支援と災害医療への支援 

 

12．２ 深江丸の乗組員 

 平成 16 年４月の国立大学法人化により乗組員には船員法が適用され、船員の就業規則や

休日等の諸事項が国土交通省神戸運輸監理部の監督下に入った。海事職乗組員にはこの法律

に則って労働時間が設定され休日等が付与されている。 

 国土交通省令「船舶職員法及び小型船舶操縦者法」では、深江丸（航行区域：近海区域、

総トン数 449 トン、主機関出力 1,100kW <1,500 馬力>）の法定職員（法律で定める最低限度

の乗組員）は、船長、機関長、一等航海士及び一等機関士の４名である。この４名が最低限

度乗り組まない場合は深江丸を運航の用に供することはできない。しかしながら出入港や投

抜錨の他、運航の場面ごとに必要な作業を安全かつ迅速に展開するためには法定職員のみで

の運航は不可能であり、さらに甲板部２名、機関部２名及び事務部（司厨長）１名が配置さ

れている。また、安全運航や教育・研究の充実等を目的に研究科内で有効な海技免状を所有

し、乗船実歴を有する教員４名が次席一等航海士の職名で登録され認可を受けている。昨今、

船員の労働時間等の観点から予備船員の確保に向けた検討が早急の課題として挙げられてお

り、年間運航計画に基づく通常の勤務時間や時間外労働、振替休日等を予測・集計し調整し

ながら、交代要員不在の海事職乗組員６名と教育職２名（船長・機関長）の現体制に対応し

た運航計画を策定する。乗組員に関連した問題点を次に挙げる。 

 

〔正規乗組員の増員〕 

 附属練習船の本務である学生の実習、教育、訓練及び研究以外に社会貢献・連携活動や外

部からの依頼が増加する中、現状の乗組員９名（船長を含む甲板部４名、機関長を含む機関

部４名）、事務部（非常勤）１名体制には限界がある。実験や体験航海等の日帰り航海以外

の運航については有効なライセンスを受有する教員１～２名が次席一等航海士として臨時的

に乗り組み、練習船の運航をサポートする。船員法の航海当直基準では船橋当直２名体制が

最低ルールであり、深江丸では通常、当直者を２名体制×２当直で配置する。船長は船の総

責任者として運航全般を指揮監督する必要があり、さらに当直以外の学生の実習や船内講義、

航路説明や課題等を担当することから臨時航海士の乗船は必須である。しかし、臨時航海士

として乗船する教員には個々の教育研究活動などがあることから配乗が困難になりつつあ

る。また、練習船の教育共同利用の拠点化に伴う他大学等の教育利用が推進され、その運用

が始まっている昨今、船員法上の休暇付与の観点からも甲板部及び機関部乗組員としてそれ

ぞれ１～２名の増員が強く望まれる。 

 



 

 

13．おわりに 

 深江丸は世界でも有数の船舶交通が輻輳する大阪湾と瀬戸内海を主たる行動海域とする。

この海域は明石海峡、備讃瀬戸、来島海峡など日本屈指の狭水道が連なり、常時、内外多数

の大型船や中・小型船、漁船や定置その他の漁具で混雑し、四季折々の変化に富んだ気象や

海象、潮汐や潮流変化の激しい環境下にある。外洋や沿岸域とは異なるこのような海域にお

いて、学生は座学知識や技術を検証・検分し、運航技術の更なる習得に励むと同時に、船舶

交通や漁業の実態等を把握しながら安全運航に徹しようとする意識と姿勢を培い、当直実習

後の開放感、充実感や達成感などを自覚する。 

 深江丸は就航後 27 年を過ぎ、船体属具や機関関連機器に突発的なトラブルがいつ発生し

てもおかしくない状況にあるが、平成 24 年と 25 年度に高経年化対策として船体及び機関の

整備が行われた。関係各位には深江丸の現状をご理解いただき感謝申し上げる。 

 深江丸は神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船としての使命に鑑み、新旧の計装機器

を駆使しながら実習・教育に効果をあげ、動く教育施設、移動実験室として、船舶と海洋に

関する実験や調査、研究等で活躍する。瀬戸内海という地理的に恵まれた環境を大いに活用

して、行動形態や運航内容に一層の充実を図りながら、社会と連携し、社会に貢献できる運

航態勢を整備し維持することがより一層求められている。さらに、他研究科・学部や他大学、

教育機関や研究機関とのさらなる連携を深め、練習船本来のすがたを維持、拡充しながら新

たな形態の運航サービスを提供してゆくことが肝要であろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第 3 節 機関部関係 

 

１．はじめに 

 平成 25 年度、26 年度の年間運航計画及び追加出動要請では、重度な機関事故・故障、学

生・乗組員の疾病などの発生は無く滞りなく運航することができた。本船が船齢 25 年超で

あり出動依頼が年々増加している中、機関部は主機関及び推進装置をはじめとし発電機、空

調機器などの補機類の保守整備を計画的かつ効率的に実施している。昨今の世界経済は大き

な変動の渦中であり費用対効果が謳われている現状において、安全・安定運航を確保できて

いることは、乗組員の弛まぬ努力の成果であり、陸上支援体制や関係各位のご尽力の賜であ

る。しかしながら就航後 25 年の歳月を経過した本船の重要機器及び電気部品は、経年的な

劣化が進む一方である。平成 26 年度に高経年化対策の一環として、懸念材料として挙げら

れていた学生・乗組員用の糧食用大型冷蔵庫の新替えを実施した。この作業により、糧食用

大型冷蔵庫の冷却のために設置されていた清水ポンプ、海水ポンプを撤去でき、管理も簡素

にすることができた。安全・信頼性を確保は当然ながら、本船の利用残存年数も考慮に含め

た適切な保全費用の策定はしっかりと行っていきたい。 

 今後も安全運航の上に成り立つ本船の使命である航海訓練、船舶実習教育、調査・研究活

動を維持し、さらに他大学生、小中高校生、地域住民に対する海事普及活動や一般企業の船

舶研修を推し進めるためにも、不測の事態に耐えうる整備計画の効果的な立案及び施行が、

より一層必要になると考える。 

 

２．機関部年間船内作業 

２．１ 概要 

 事故や故障による緊急対応を除いて、平素の船内作業は機器の使用時間に基づく計画的  

な保守整備が主である。 

概要については次に示すとおり。 

 

①ディーゼル機関、推進装置関係－主機関１基､発電機関３基(非常用を含む) 

・各作動流体(燃料､潤滑油等)ストレーナ掃除 

・燃料噴射弁交換、整備等の開放整備 

・燃焼解析等の計測、調整 

 ・非常用発電機起動テスト等の安全装置の作動確認 

 ・潤滑油成分分析等の劣化の把握、正常状態の維持 

 ・推進装置の汚損防止、作動不良防止を目的とした運転等の保守運転  

 

 ②補機関係－ディーゼル機関補助機器、甲板機械、生活関連機器等  

 ・油清浄機回転体整備等の開放整備 

 ・空調ファン軸受グリスアップ等の保守整備  

 ・空調機フィルタ洗浄等の生活環境維持 

その他所掌している繋留池付近の諸設備に関する整備にも積極的に取り組んでおり、また 

異常の早期発見につながる深江丸の美観維持作業を継続的に実施している。 

 

 

 



 

 

２．２ 作業内容 

平成 25 年度、26 年度の機関部における計画的な保守整備作業は次に示すとおりである。  

 

作業実施日 作 業 内 容 

【平成 25 年

度】 

平成 25 年   

４月 １日 

３日 

４日 

５日 

８日 

９日 

10 日 

11 日 

15 日 

17 日 

18 日 

19 日 

23 日 

24 日 

30 日 

５月 １日 

６日 

７日 

13 日 

14 日 

17 日 

20 日 

22 日 

23 日 

24 日 

26 日 

27 日 

28 日 

６月 ３日 

４日 

８日 

 

 

月例作業、1 日～4 日 E/R 床プレート補修 

係留運転 

EMERG'GEN 配電盤内タイマーリレー新替 

FO ドレンタンク内ドレン移送 

陸上重油タンク錆打ペン塗り 

データロガ修理 (テラテック )、各海水ストレーナ掃除  

出港前点検作業、 

11 日～12 日 出動（㈱商船三井研修） 

ME ロードリミッタポテンション新替 

４E 岸壁実習 

搭載艇 OIL フィルタ新替 

岸壁溝用ストレーナ作製 

シャワールームパイプ撤去 

４E 岸壁実習 

ファンネルダンパー整備 

４E 岸壁実習、月例作業 

終日 出動（神戸振興協会） 

7 日～9 日 出動（３N 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業 

14 日～16 日 出動（３N 学内船舶実習―２） 

NO.2 発電機燃料噴射弁交換、整備 

操舵機用海水パイプ修理 

FO 補給 

煙突排水用ストーム弁整備 

出港前点検作業 

終日 出動（深江祭） 

ME ロッカーアーム LO 新替 

28 日～31 日 出動（４E 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業、月例作業、サニタリーPP'入口パイプ作製、交換 

４日～７日 出動（４E 学内船舶実習―２） 

終日 出動（瀬戸内海学入門） 

出港前点検作業、各 FO ストレーナ掃除 



 

 

10 日 

11 日 

18 日 

24 日 

25 日 

26 日 

27 日 

30 日 

７月 １日 

３日 

５日 

８日 

９日 

10 日 

11 日 

12 日 

13 日 

16 日 

 

17 日 

 

18 日 

19 日 

22 日 

23 日 

26 日 

29 日 

８月 １日 

２日 

５日 

６日 

８日 

19 日 

22 日 

23 日 

24 日 

26 日 

11 日～14 日 出動（４N 学内船舶実習―１）  

18 日～21 日 出動（４N 学内船舶実習―２）  

空気圧縮機 LO 新替 

甲板機クーラ入口弁交換（船首、船尾） 

出港前点検作業、各 FO ストレーナ掃除、LO サンプル採取 

27 日～30 日 出動（（社）日本舶用工業会研修）  

出港前点検作業 

１日～２日 出動（中京大学研修） 

FO 補給  

月例作業 

スープボイラサーモスタット新替 

データロガ修理(テラテック) 

M/E LO 補給 

PM 出動（部局長会議） 

出港前点検作業、空気圧縮機 LO 新替 

13 日～15 日 出動（リーダーシップ） 

No.1、No.2 発電機 FO 噴射弁交換、タペットクリアランス調整 

デフレクション計測、クランク室内点検 

主機関 FO 噴射弁交換、タペットクリアランス調整、 

デフレクション計測、クランク室内点検 

係留運転、No.1、2 発電機最高圧力計測、NO.2 発電機 LO 新替 

FO 清浄機開放整備、LO 清浄機開放整備、FO 噴射弁整備 

空気圧縮機 LO 新替 

舷梯踏み板作製 

搭載艇試運転 

PM 出動（関西小型船安全協会）、M/E 最高圧力計測 

出港前点検作業、月例作業 

終日 出動（中学生体験航海） 

各 LO ストレーナ掃除 

M/E T/C、ガバナ、中間軸受 LO 新替、空気圧縮機 LO 新替 

終日 出動（オープンキャンパス） 

FW SERV PP'カバー作製 

データロガ修理(テラテック) 

出港前点検作業、空気圧縮機 LO 新替 

24 日～25 日 出動（海洋セミナー） 

FO 補給、空気圧縮機 LO 新替 

出港前点検作業 



 

 

27 日 

28 日 

９月 ６日 

８日 

９日 

12 日 

17 日 

18 日 

19 日 

25 日 

26 日 

10 月 １日 

２日 

４日 

10 日 

11 日 

14 日 

15 日 

21 日 

22 日 

28 日 

29 日 

30 日 

11 月 １日 

５日 

11 日 

12 日 

18 日 

19 日 

27 日 

28 日 

12 月 ２日 

４日 

９日 

10 日 

11 日 

13 日 

28 日～９月５日 出動（夏季研究航海） 

FO 補給、配電盤内 S/G 力率計新替、空気圧縮機 LO 新替 

出港前点検作業、ME ロッカーアーム LO 新替 

９日～10 日 出動（海への誘い） 

12 日～13 日 出動（海への誘い） 

月例作業 

発電機 SW PP'入口予備パイプ作製 

糧食用 SW PP'出口パイプ作製、交換 

発電機軸受 LO 新替 

各海水ストレーナ掃除 

出港前点検作業 

２日～３日 出動（（社）日本舶用工業会研修）  

月例作業 

FO 補給 

出港前点検作業、PM 出動（３L） 

出港前点検作業、空気圧縮機 LO 新替 

15 日～18 日 出動（３L 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業 

22 日～25 日 出動（３L 学内船舶実習―２） 

FO 清浄機開放整備、LO 清浄機開放整備 

FO 補給 

各 FO ストレーナ掃除 

出港前点検作業、PM 出動（３N 航海学実験） 

５日～８日 出動（３M 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業 

12 日～15 日 出動（３M 学内船舶実習―２） 

ストレージタンク掃除、新油(タービン 32)補充 

月例作業 

出港前点検作業、データロガ修理(テラテック) 

28 日～29 日 出動（大阪府立大学研修） 

月例作業 

主機 LO 差圧ゲージ(ピストン)新替 

ストレージタンク新油補充(タービン 32 200L) 

糧食冷蔵庫用清水タンク洗浄 

清浄機作動水タンク洗浄、液面計掃除 

PM 出動（３N 航海学実験） 

PM 出動（３N 航海学実験） 



 

 

20 日 

平成 26 年 

１月 ８日 

９日 

 22 日 

  ２月 10 日 

 

13 日 

 

14 日 

18 日 

 

 

19 日 

20 日 

21 日 

22 日 

25 日 

26 日 

３月 ３日 

４日 

５日 

６日 

10 日 

11 日 

12 日 

13 日 

24 日 

25 日 

27 日 

28 日 

31 日 

 

【平成 26 年度】 

平成 26 年    

４月 １日 

７日 

 

月例作業 

入渠準備 

22 日～２月７日 入渠工事（回航含む） 

NO.2 発電機周波数異常調査（サノヤス造船、テラテック） 

データロガ修理(テラテック) 

FO 補給 

M/E クランクデフレクション計測 

係留運転 

NO.2 発電機周波数異常調査（サノヤス造船） 

NO.1、2 発電機 LO ストレーナ掃除 

NO.1、2 発電機 FO ストレーナ蒸気洗浄 

FO 噴射弁整備、各 LO ストレーナ掃除 

M/E ガバナ、中間軸受 LO 新替 

出港前点検作業、月例作業 

22 日～24 日 出動（３N 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業 

26 日～28 日 出動（３N 学内船舶実習―２） 

予備 FO TRANS PP'軸受新替 

NO.1、2 発電機 FO ストレーナ新替 

出港前点検作業、空気圧縮機 LO 新替 

６日～７日 出動（速力試験） 

M/E ターニングギアオイル新替 

FO 補給、出港前点検作業 

月例作業 

13 日～20 日 出動（春季研究航海） 

各 FO ストレーナ掃除 

FO 補給 

出港前点検作業、PM 出動（関西小型船安全協会） 

カロリファイヤプレヒートライン撤去 

SANITARY PP'開放整備、 

SANITARY PP'入口、出口パイプ作製、新替 

 

 

月例作業、各海水ストレーナ掃除 

ギャレー配線新替、 

ギャレーレンジガイシ新替 



 

 

８日 

９日 

11 日 

12 日 

16 日 

21 日 

23 日 

24 日 

  ５月 ７日 

８日 

12 日 

13 日 

16 日 

19 日 

20 日 

23 日 

24 日 

25 日 

26 日 

27 日   

６月 ２日 

３日 

９日 

10 日 

16 日 

17 日 

23 日 

24 日 

25 日 

26 日 

29 日 

30 日 

７月 ２日 

３日 

４日 

５日 

７日 

４E 岸壁実習説明会 

出港前点検作業 

12 日～13 日 出動（洋上セミナー＆共同利用） 

４E 岸壁実習 

救命艇架台作製（～５/12） 

出港前点検作業、４E 岸壁実習 

24 日～25 日 出動（㈱商船三井研修） 

４E 岸壁実習 

８日～９日 出動（共同利用） 

出港前点検作業 

13 日～15 日 出動（３N 学内船舶実習―１） 

シャワールーム SW パイプ撤去 

出港前点検作業、月例作業  

20 日～22 日 出動（３N 学内船舶実習―２） 

FO 補給  

出港前点検作業  

終日 出動（深江祭） 

出港前点検作業  

27 日～30 日 出動（４E 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業、空気圧縮機 LO 新替 

３日～６日 出動（４E 学内船舶実習―２）  

出港前点検作業、ME ロッカーアーム LO 新替 

10 日～13 日 出動（４N 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業  

17 日～20 日 出動（４N 学内船舶実習―２） 

FO 補給  

月例作業  

出港前点検作業、各 FO ストレーナ掃除  

26 日～27 日 出動（（社）日本舶用工業会研修）  

出港前点検作業  

30 日～７月１日 出動（共同利用）  

糧食用冷凍冷蔵庫用配管撤去  

出港前点検作業  

終日 出動（DP 実験）  

終日 出動（瀬戸内海学入門）  

No.1、No.2 発電機 FO 噴射弁交換、タペットクリアランス調整 

デフレクション計測、クランク室内点検 



 

 

 

８日 

 

９日 

10 日 

11 日 

14 日 

15 日 

  17 日 

18 日 

19 日 

22 日 

25 日 

28 日 

29 日 

31 日 

８月 ４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

19 日 

20 日 

21 日 

    23 日 

25 日 

26 日 

９月 ４日 

５日 

７日 

８日 

11 日 

15 日 

16 日 

18 日 

22 日 

23 日 

主機関 FO 噴射弁交換、タペットクリアランス調整、 

デフレクション計測、クランク室内点検 

係留運転、No.1、2 発電機最高圧力計測 

FO 清浄機開放整備、LO 清浄機開放整備、FO 噴射弁整備 

月例作業 

終日 出動（共同利用）  

15 日～16 日 出動（DP 実験）  

M/E LO 補給、空気圧縮機 LO 新替 

出港前点検作業  

19 日～21 日 出動（リーダーシップ）  

22 日～24 日 出動（水中ロボット実験）  

FO 補給、LO サンプル採取 

各 FO ストレーナ掃除、各海水ストレーナ掃除  

PM 出動（関西小型船安全協会研修） 

31 日～８月３日 出動（公開講座）  

出港前点検作業  

PM 出動（共同利用） 

終日 出動（近畿運輸局内航船員対策） 

入渠現場説明会 

AM 出動（オープンキャンパス） 

月例作業、空気圧縮機 LO 新替 

出港前点検作業  

21 日～22 日 出動（共同利用）  

23 日～24 日 出動（海洋セミナー） 

FO 補給 

出港前点検作業、26 日～９月２日 出動（夏季研究航海）  

FO 補給 

月例作業、PM 出動（部局長会議） 

出港前点検作業、空気圧縮機 LO 新替 

８日～９日 出動（海への誘い―１） 

11 日～12 日 出動（海への誘い―２） 

出港前点検作業、各 LO ストレーナ掃除  

16 日～17 日 出動（海と船入門） 

18 日～19 日 出動（共同利用） 

終日 出動（内海域共同利用）  

23 日～24 日 出動（２M 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業  



 

 

25 日 

26 日 

29 日 

10 月 １日 

２日 

６日   

７日 

13 日     

14 日 

20 日 

21 日 

27 日 

28 日 

29 日 

11 月 ４日 

10 日 

11 日 

17 日 

18 日 

20 日 

21 日 

25 日 

 

26 日 

 

27 日 

28 日 

12 月 １日 

２日 

３日 

４日 

８日 

12 日   

18 日 

19 日 

平成 27 年 

１月 ６日 

26 日～27 日 出動（２M 学内船舶実習―２） 

29 日～30 日 出動（２M 学内船舶実習―３） 

FO 補給 

各海水ストレーナ掃除  

出港前点検作業、月例作業  

７日～８日 出動（（社）日本舶用工業会研修）  

出港前点検作業  

14 日～17 日 出動（３L 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業、各 FO ストレーナ掃除  

21 日～24 日 出動（３L 学内船舶実習―２） 

FO 補給 

出港前点検作業  

29 日～11 月１日 出動（共同利用） 

４日～７日 出動（３M 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業、月例作業、PM 出動（共同利用）  

11 日～14 日 出動（３M 学内船舶実習―２） 

出港前点検作業、、PM 出動（共同利用）  

18 日～19 日 出動（べニックソリューション研修） 

出港前点検作業、、PM 出動（共同利用）  

FO 補給 

No.1、No.2 発電機 FO 噴射弁交換、タペットクリアランス調整 

デフレクション計測、クランク室内点検 

主機関 FO 噴射弁交換、タペットクリアランス調整、 

デフレクション計測、クランク室内点検 

係留運転、No.1、2 発電機最高圧力計測 

FO 清浄機開放整備、LO 清浄機開放整備、FO 噴射弁整備 

出港前点検作業、月例作業、PM 出動（共同利用）  

PM 出動（工学部長会議）  

出港前点検作業  

４日～５日 出動（共同利用） 

海水流量計整備 

PM 出動（３N 航海学実験） 

船尾管軸封装置修理（日本ピラー） 

PM 出動（３N 航海学実験） 

 

月例作業  

各海水ストレーナ掃除  



 

 

８日 

９日 

14 日 

15 日 

19 日 

21 日 

22 日 

２月 ６日 

10 日  

11 日  

12 日  

16 日  

17 日  

20 日  

21 日  

25 日  

26 日  

３月 ２日 

３日 

５日 

６日 

９日 

10 日 

11 日 

20 日 

21 日 

30 日 

入渠準備  

出港前点検作業  

終日 出動（DP 実験） 

FO 補給  

出港前点検作業  

22 日～２月５日 入渠工事（回航含む） 

FO 補給  

月例作業  

出港前点検作業  

終日 出動（DP 実験） 

出港前点検作業  

17 日～19 日 出動（２N 学内船舶実習―１） 

各 FO ストレーナ掃除、各 LO ストレーナ掃除  

21 日～23 日 出動（２N 学内船舶実習―２） 

FO 補給  

26 日～28 日 出動（３N 学内船舶実習―１） 

出港前点検作業  

３日～５日 出動（３N 学内船舶実習―２） 

FO 補給 

月例作業 

PM 出動（共同利用） 

出港前点検作業、温水配管洗浄（内海造船） 

11 日～19 日 出動（春季研究航海）  

20 日～30 日 温水配管取り替え工事（内海造船） 

船尾管軸封装置開放、点検 

FO 補給 

 

 

３．入渠工事 

  平成 25 年度、26 年度の入渠工事は、両年度とも工期の延長も無く仕様とおり工事が完

了することができた。予算削減努力が掲げられている中、今後は本船作業と労務管理の両

面から工事内容の精査検討が今以上に必要となってくると考える。下記に入渠工事の仕様

を示す。 

 

３．１ 平成２５年度 定期検査工事 

    工   期 ：平成２６年１月２２日～２月６日 

    入 渠 地 ：サノヤス造船株式会社 大阪製造所  

 



 

 

【機関部工事内容】 

＜検査工事＞ 

101．定期検査・MO 受検・効力試験施行 

[主機関] 

201.シリンダカバ分解、開放、清掃後復旧 

202.各弁摺合せ：吸気弁、排気弁、起動弁、安全弁、インジケータ弁 

    （全バルブローテータ開放、点検、排気弁箱 3K で水圧テスト施行） 

203.ピストン抜き出し分解、清掃、計測後復旧。リング取替、ピストンピン計測、 

連接棒清掃、計測、トルクマ－ク修正      

204.ライナ抜き出し分解、清掃、計測後復旧 

205.主軸受(上下）開放、清掃、計測後復旧 

206.過給機分解、清掃、計測（肉厚計測含む)後復旧。軸受取替 

207.下記主機直結ポンプ分解、清掃後復旧、軸受取替 

  ①潤滑油ポンプ   （歯車) 

  ②燃料油供給ポンプ  (歯車)    

  ③清水ポンプ    （渦巻) 

  ④弁腕潤滑油ポンプ （トロコイド） 

208.クランクデフレクション計測 

209.減速機分解、清掃後復旧。 

軸受及びクラッチ開放、油圧リング、主要ボルト取替  

210.減速機直結ポンプ分解、清掃後復旧。軸受取替 

211.弾性継手開放（歪み計測） 

212.スラスト軸受開放、清掃、計測後復旧 

213.主要部カラ－チェック施行、連接棒セレーション部及びＲ部磁気探傷施行 

    ピストンリング溝（リングランド）カラーチェック施行 

[軸系] 

301.中間軸受開放、清掃後復旧。間隙計測 

302.推進軸抜き出し、翼分解、研磨、清掃後復旧 

303.サ－ボシリンダ及び給油軸開放、点検後復旧。 

    パイロットチェックバルブ、リングミゾコマ、ラインフィルタ新替                       

304.船尾管軸封装置開放、清掃、点検後復旧。 非常シ－ル、 

シ－ルリング及びドライブバンド取替、摺動面は削正 

305.船尾管軸受間隙計測 

306.船尾管ガ－ドリング取り外し、保護亜鉛取替 

 307.主要部カラ－チェック施行 

[主発電機関] 

401.シリンダカバ開放、分解、清掃後復旧 

402.各弁摺合せ：吸気弁、排気弁、起動弁、指圧器弁 

403.ノズルホルダー新替（NO.1 GEN NO.3,5 CYL 以外） 

404.ピストン抜き出し分解、清掃、計測後復旧。リング取替、ピストンピン計測、 

連接棒清掃、計測、トルクマ－ク修正 

405.ライナ抜き出し分解、清掃、計測後復旧 

406.主軸受(上下）開放、清掃、計測後復旧 



 

 

407.過給機分解、清掃、計測後復旧。軸受取替、フィルタ取替 

408.燃料ポンプ、ガバナ、ガバナモータ、総分解調整、油量調整。 

デリベリバルブ、プランジャ、軸受取替                          

409.下記直結ポンプ分解、清掃後復旧。軸受取替 

  ①潤滑油ポンプ   （歯車)      

  ②燃料油供給ポンプ  (歯車) 

  ③清水ポンプ    （渦巻)  

  ④海水ポンプ    （渦巻)  

⑤発電機 L.O プライミングポンプ   （歯車) 

410.クランクデフレクション計測 

411.主要部カラ－チェック施行。連接棒セレーション部及びＲ部磁気探傷施行。 

      ピストンリング溝（リングランド）カラーチェック施行 

[補機器] 

501.主空気圧縮機分解、清掃、調整、点検後復旧 

  ①ピストン抜き出し分解、計測、リング取替 

②主要部カラ－チェック施行 

 502.下記ポンプ類分解、清掃、点検後復旧 

   ①主機冷却海水ポンプ（渦巻)  メカニカルシ－ル取替 

   ②主機予備冷却清水ポンプ（渦巻) メカニカルシ－ル取替 

   ③主機予備潤滑油ポンプ（歯車） 

   ④減速機予備潤滑油ポンプ（歯車) 

   ⑤C.P.P.油圧ポンプ（歯車) 

   ⑥G.S＆BILGE ポンプ 真空ポンプ付（渦巻） 

ポンプ側カップリング及びキー取替、メカニカルシ－ル取替 

   ⑦燃料移送ポンプ（歯車) 

   ⑧ビルジポンプ（ピストン） 

   ⑨スラッジポンプ（スクリュ－)  

503.下記冷却器分解、清掃、点検後復旧。陸揚げ後水圧テスト施行、保護亜鉛取替 

   ①主機潤滑油冷却器 

   ②主機清水冷却器 

   ③主機空気冷却器 

   ④減速機潤滑油冷却器 

   ⑤発電機潤滑油冷却器  

   ⑥発電機清水冷却器 

   ⑦C.P.P.潤滑油冷却器 

   ⑧甲板機械潤滑油冷却器（船首冷却器海水入り口側蓋本学支給にて新替） 

   ⑨操舵機潤滑油冷却器 

504.スラスタ翼研磨及び翼端間隙計測 

[電気部]    

601.電気機器及び電気回路絶縁抵抗測定 

602.自動化設備及び効力試験施行 

[その他] 

701.船底弁開放、清掃、摺合せ後復旧。弁部回り止め取替 



 

 

702.空気槽開放、清掃後復旧。各弁は摺合せ、安全弁は圧力調整      

703.下記タンク開放、清掃後復旧 

  ①潤滑油サンプタンク 

   ②燃料セットリングタンク 

   ③燃料サ－ビスタンク 

   ④ウエストオイルタンク 

   ⑤燃料油スラッジタンク 

   ⑥潤滑油スラッジタンク 

704.ビルジセパレ－タ開放、清掃後復旧。電磁弁作動確認 

705.配管取替。付帯工事含む  

      ①スタンチューブ冷却水入口 

    ②サニタリーポンプ出口～舵機冷却器～船外 

    ③両舷低位キングストン弁共通海水管  

706.ビルジウエル及びタンクトップは現状維持 

707.廃油及び給油。廃油証明書提出   潤滑油は本学支給 

708.記録書は３部提出  

709.入渠中、エンジンルームのプレートは撤去し、足場を敷設するものとする。 

機関室は現状復旧。 

710.分解箇所のシ－ル、”Ｏ”リング、パッキン類、割ピン等はすべて新替 

                                                                        

３．２ 平成２６年度 合入渠工事 

    工   期 ：平成２７年１月２３日～２月４日 

    入  渠  地 ：内海造船株式会社 瀬戸田工場 （広島県尾道生口島） 

 

【機関部工事内容】 

＜一般工事＞ 

[主機関] 

201.排気管ラギング新替（主機カバー出口から過給機出口まで） 

202.排気管ブリキカバー新替 （過給機出口排気管伸縮継手カバー） 

[軸系] 

301.推進翼研磨、カラーチェック施行 

302.プロペラ軸受間隙計測  

303.船尾管ガ－ドリング取り外し、保護亜鉛取替 

[主発電機関] 

401.潤滑油温調弁新替（本学支給） 

[補機器] 

501.下記冷却器分解、清掃、点検後復旧。陸揚げ後水圧テスト施行、保護亜鉛取替 

   ①主機潤滑油冷却器 

   ②主機清水冷却器 

   ③主機空気冷却器 

   ④減速機潤滑油冷却器 

   ⑤発電機潤滑油冷却器  

   ⑥発電機清水冷却器 



 

 

   ⑦C.P.P.潤滑油冷却器 

   ⑧甲板機械潤滑油冷却器 

   ⑨操舵機潤滑油冷却器 

502.下記ポンプ類分解、清掃、点検後復旧 

   ①主機冷却海水ポンプ（渦巻)  メカニカルシール新替 

   ②G.S＆BILGE ポンプ 真空ポンプ付（渦巻) メカシール新替 

     真空ポンプ分解、清掃、点検後復旧も含む 

503.スラスタ翼研磨及び翼端間隙計測 

[その他] 

601.船底弁開放、清掃、摺合せ後復旧。弁部回り止め新替 

602.下記タンク開放、清掃後復旧 

①燃料セットリングタンク 

  ②燃料サービスタンク 

③非常発電機用燃料サ－ビスタンク 

④ウエストオイルタンク 

⑤燃料油スラッジタンク 

⑥潤滑油スラッジタンク 

⑦カロリファイヤタンク 

603.配管新替。付帯工事含む 

① スタンチューブ冷却水入口 

    ② GS ポンプ出口弁より主甲板貫通フランジ海水パイプ 

③ 温水配管（カロリファイヤー） 一部改造、保温材施工 

  ④ 中間軸受冷却海水パイプ 

    ⑤ サニタリーポンプ入り口出口パイプ（現場合わせとする） 

    ⑥ 両舷低位キングストン弁共通海水管                 

604.海洋生物附着防止装置電極棒新替（本学支給） 

605.機関室通風機フィルタ枠新替 

606.酸素、アセチレンボンベ新替 （圧力容器証明書付） 

607.空気槽肌付き弁摺合せ (40k-20A 発電機用) 

608.機関室のプレートアングル及びプレートはシンナー拭きによる、現状維持 

609.分解箇所のシール、”Ｏ”リング、パッキン類、割ピン等はすべて新替 

 

３．３ その他の工事 

 入渠工事以外にメーカーによる修理工事が１３件発生した。大半が新替えしたデータロガ

及び造船所にて施工した工事の不具合によるものであり、経年劣化に起因する不具合は少な

かった。工事内容は次のとおり。 

【平成２５年度】 

  ･ ４月 ９日  データロガ保障工事（テラテック（株））  

  ･ ４月２４日  ログプリンター修理工事（テラテック（株））  

  ･ ７月 ９日 データロガ保障工事（テラテック（株））  

･ ８月２２日 データロガ保障工事（テラテック（株））  

･ ８月２８日 データロガ保障工事（テラテック（株））  

･１１月２７日 データロガ保障工事（テラテック（株））  



 

 

平成２６年 

･ ２月１０日 NO.2 GEN 周波数異常調査（サノヤス造船、テラテック（株））  

･ ２月１４日～１８日 NO.2 GEN 周波数異常調査（サノヤス造船、テラテック（株））  

【平成２６年度】 

･ ７月 ７日～１８日 冷凍、冷蔵庫換装工事（藤野設備工業（有））  

･ ７月 ７日～１８日 空調機凝縮器掃除、保護亜鉛新替（藤野設備工業（有））  

･１２月１８日 船尾管軸封装置修理工事（日本ピラー（株））  

平成２７年 

･ ３月１０日 温水配管洗浄（内海造船） 

･ ３月２０日～２９日 温水配管取り替え工事（内海造船）  

 

第４節 教育関係共同利用拠点関係 

 

１．はじめに 

 神戸大学大学院海事科学研究科では，第 2 期中期計画「７．施設・設備・環境分野」の平

成 25 年度重点事項として，「練習船深江丸の代船設計，共同利用増加，学内管理制度の検討

など，拠点化申請のための準備を行う。」と明記した。その目標に向かって，平成 25 年度実

績としては， 

・平成 25 年 12 月に練習船深江丸教育関係共同利用準備委員会を開催し，深江丸の教育関係

共同利用について検討を行った。 

・平成 26 年５月の練習船教育関係共同利用拠点化申請のために，11 大学より参加申請を取

り付け，運航予定表を作成した。また，学内関係規則等の新設，改正に向けて一定の目途が

立った。 

という経緯がある． 

 平成 25 年 10 月より深江丸教育関係共同利用拠点の申請に向けての活動を開始し，平成 25

年度末には平成 26 年度の申請に向けての申請書案がほぼ出来上がった。今後は申請に向け

ての事前相談を経て，平成 26 年６月に申請書を提出した。 

 その審査の結果，平成 26 年 7 月 31 日には，文部科学大臣から，練習船深江丸が教育関係

共同利用拠点の認定を受けた。認定拠点名は「グローバル海上輸送に関わる海事技術・海洋

環境とヒューマンファクタの教育のための共同利用拠点」である。認定についての通知書（写）

を次頁に示す。 

 これを受けて，平成 26 年 9 月 20 日には，神戸大学本部で開催されている学長定例記者会

見（第 9 回）において，同時に認定をうけた学内の他の共同利用拠点 2 施設とともにマスコ

ミ各社に対して周知広報を行った。その際の資料を次々頁以降に示す。 

 また，平成 26 年 4 月より本格的に開始した練習船深江丸における教育関係共同利用は，

認定にともない，より充実を図るべく努力を継続している。 

 

 



 

 

 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．利用実績 

 平成 26 年度の利用実績の一覧を次表に示す。 

 利用の大学等は 17 の大学の学部・研究科等にの

ぼり，航海日数は 22 日，利用日数は 25 日であっ

た。なお，１航海において複数の大学等により利用

した場合も含まれており，機関別ののべでは航海

日数 25 日，利用日数は 29 日となる。利用者数は

航海ののべで 461 人，利用ののべで 577 人であっ

た。 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

３．運営協議会 

神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸教育関係共同利用運営協議会の概要 

 

 平成 26 年度中には，2 回の運営協議会を開催し，さらに 3 度のメールによる持ち回り審議

を実施した。 

 

共同利用運営協議会： 

  第 1 回 平成 26 年 6 月 18 日（水） 

  第 2 回 平成 27 年 1 月 16 日（金） 

 

持ち回り審議： 

  平成 26 年 9 月 8 日付議  9 月 17 日審議結果通知 

  平成 26 年 10 月 16 日付議 10 月 29 日審議結果通知 

  平成 27 年 3 月 3 日付議  3 月 6 日審議結果通知 

 

 

 以下，巻末に議事要旨を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

第 2 章 
 

実習船「白鴎」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第１節 概要 

実習船白鴎は、ヤマハ発動機（株）八代工場において建造され震災復興の最中 

   平成７年３月に本学へ引き渡され、実習実験等に活躍している。 

 

第２節 主要目及び主要装備 

 １．主要目 

     全 長        １４．９６ｍ 

     全 幅          ４．１６ｍ 

     登録長       １３．２０ｍ 

    深 さ          ２．０２ｍ 

    総トン数       １３．０トン 

    主機関（定格）    ２８５PS／２９００RPM 

     速 力 

     （試運転最大）   １９．０ｋｔ 

      （巡 航）        １３．０ｋｔ 

    燃料タンク容量   １，０００×２ 

     定 員            乗組員 ３名  その他 ２１名 

     資 格            ＪＣＩ限定沿海 

 ２．主要装備 

     １） 主機関       水冷４サイクル直列６気筒ディーゼル機関 

                             最大出力 ３５０ｐｓ／３０００ｒｐｍ 

     ２） 発電機             ４サイクルディーゼル   １５ＫＶＡ 

     １）航法システム      ① 磁気コンパス ② ジャイロコンパス 

              ③ 電磁ログ ④ レーダー（簡易ＡＲＰＡ） 

              ⑤  ＧＰＳ ⑥  ロランＣ ⑦  カラービデオプロッター               

⑧ 無線方位測定機 ⑨ 音響測深機 ⑩ 船内指令装置 

              ⑪ 風向風速計  ⑫ サテライトコンパス ⑬ＡＩＳ 

 

第３節 整備内容 

【平成２５年度】  

平成２５年   ６月 ３日 無線局定期検査受検（日産電気）ＶＨＦ双方向廃局   

平成２５年   ９月３０日 プロペラカキ落とし及び磨き（水域株式会社）  

平成２６年  ２月１３日   入渠（ヤマハ  サービスセンター西宮  担当  花野）  

～  ２月２０日 出渠                                               

【平成２６年度】  

  平成２７年    ２月１３日   入渠（ヤマハ  サービスセンター西宮  担当  花野）  

～  ２月２５日 出渠  

 

 

 

 

 

 



 

 

第４節 活動状況 

 １．平成２５年度活動状況 

月 運航目的 回数 乗船者（乗組員を除く） 

 ４ 

 

 

５ 

 

 

 ６ 

 ７ 

 

８ 

 

 ９ 

 

 

１０ 

１１ 

 

１２ 

 

１ 

２ 

 

３ 

実験試運転 

新入生担任アクティビティ 

国際交流委員会 

神戸港カッターレース 

新入生担任アクティビティ 

総合科目２（ゼミ） 

実験試運転 

リーダーシップ 

東灘子供いろいろ体験 

実験試運転 

ジャイカ研修 

ボーイスカウト研修 

海への誘い 

実験試運転 

実験試運転 

３級水先実習補講 

実験試運転 

３級水先実習補講 

実験試運転 

実験試運転 

整備入渠回航 

整備出渠回航 

実験試運転 

海技実習打合せ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

学生１０   実習補助３  

教員１       見学者３  

教員１ 学生２０  

 学生１６  実習補助７ 

 学生５   実習補助２ 

 

 

 警備学生２ 体験者３１ 

 

          研修者５ 

          研修者１５ 

 学生７８  ＴＡ１２ 

 

 

    学生１ 

 

    学生１ 

 

 

 

 

 

教員２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２．平成２６年度活動状況 

月 運航目的  回数 乗船者（乗組員を除く） 

４ 

 ５ 

  

 

 

 

６ 

 

 ７ 

   

 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１ 

２ 

 

３ 

実験試運転 

神戸港カッターレース 

基礎ゼミ 

マリン海技実習 

ジャイカ研修 

全日本カッターレース 

マリン海技実習 

基礎ゼミ 

マリン海技実習 

リーダーシップ 

東灘子供いろいろ体験 

海への誘い 

実験試運転 

基礎ゼミⅢ 

実験試運転 

実験試運転 

整備入渠回航 

整備出渠回航 

実験試運転 

港湾見学 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

３ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

教員１ 学生２０    

 学生７ 

教員１ 学生１７  ＴＡ１ 

随行２       研修者３ 

 

教員３ 学生４９  ＴＡ３ 

    学生７ 

教員１ 学生１７  ＴＡ１ 

 学生１８  研修者１０ 

職員３       体験者３６ 

 学生７７   

 

 学生１２  ＴＡ２ 

 

 

 

 

 

教員１ 学生２   見学者３ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

第 3 章 
 

実習船「むこ丸」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第１節 概要 

 実習船むこ丸は、平成１６年３月に大分県のヤンマー造船（株）にて建造、姫路市の兵庫

支店において艤装の後、海上輸送で本学に引き渡され、カッタ－訓練の警戒や操艇実習、共

同研究の実験などに活躍している。 

 

第２節 主要目及び主要装備 

１．主 要 目 

 全    長 ９．７０ｍ    総トン数 ３．４トン  全 幅 ２．７５ｍ 

 登 録 長 ９．３３ｍ    定 員 １０名      全 深 １．６１ｍ 

  資    格 限定沿海    吃 水 ０．８９ｍ    最大速力  ３２ｋｔ 

２．主要装備 

 主  機  関  立形水冷４サイクル ６気筒ディーゼル機関  

       最大出力 ３２０ＰＳ/３２００ｒｐｍ  

  逆転減速機  ＹＸー５０Ｓ 入出力軸異芯形油圧多板式 

  過 給 機  ＲＨＣ７Ｗ（ＩＨＩ）水冷タービンハウジング /油冷式ベアリング 

  始動電動機  ２４Ｖ ４ｋｗ 

 航海計器  液晶カラーＧＰＳプロッタ 

 

第３節 実験及び整備内容 

平成２５年 

７月 ３日 船体・機関整備（新西宮ヨットハーバー）  

～ ７月１２日 船底・プロペラ塗装 

船底・シャフト保護亜鉛交換 

エンジンオイル・ギアオイル交換 

       燃料油フィルター交換 

       冷却清水交換 

       防食亜鉛交換 マリンギアオイルクーラ側・インタークーラ側 

１０月２１日 航海情報収集実験 

 １２月 ９日 航海情報収集実験 

平成２６年 

  １月２１日 出入港操船の実態調査 

   ７月 ９日 船体・機関整備（新西宮ヨットハーバー） 

～ ７月１８日 船底・プロペラ塗装 

        船底・シャフト保護亜鉛交換 

        エンジンオイル、ギアオイル、オイルフィルタ２カ所 

        クラッチオイルクーラ・インタークーラ防食亜鉛交換 

        冷却水ポンプ交換 

        冷却清水（クーラント）交換 

        サーモスタット交換 

        インタークーラ海水漏れ修理 

        排気管不具合部修理 

 

 



 

 

第４節 活動状況 

平成２５年度 

  月       運航目的 出動回数      乗船者(乗組員除く) 

４ 新入生向け担任  

アクティビティ  

総合科目２     

  １ 

 

 １ 

教員１名 学生９名  

 

教員１名 学生７名  

５ 新入生向け担任  

アクティビティ  

リーダーシップ  

 １ 

 

  １ 

教員１名 学生９名  

 

教員１名  

６  リーダーシップ   ４ 教員４名  

  ７ 

 

リーダーシップ 

船体・船底整備回航 

４ 

２ 

教員４名 学生９名 

 

  ８ 試運転 ２  

９  海事科学船上セミナー 

技術職員研修カッター

警戒 

  １ 

１ 

学生２名 

教員１名 

１０  航海情報の収集解析 

取材撮影 

１ 

１ 

教員１名 学生５名 

教職員３名 学生１名  

学外者２名 

１１  試運転 １  

１２  航海情報の収集解析 

試運転 

１ 

１ 

教員１名 学生５名  

 

  １ 出入港操船の実態調査 １ 教員１名  

  ２ 試運転  １  

  ３ 試運転  ２  

 

年間出動回数        ２７回              教員、職員     １９名 

授業                    １３回              院生、学生    ４７名 

    実験、調査、研修等       ４回             

    その他                    １０回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成２６年度 

  月       運航目的 出動回数      乗船者(乗組員除く) 

４ 試運転  ２   

５ 一年生体験航海  

リーダーシップ  

全日本カッター  

レース  

１  

３  

１  

教員１名 学生５名 

 

 

６  リーダーシップ ５   

７ 

 

リーダーシップ 

船体・船底整備回航  

４  

２  

教員３名 

 

  ８ 係留運転      

９ 試運転  １   

１０ 試運転   １   

１１ 試運転   １   

１２ 係留運転      

  １ 係留運転    

２ 係留運転      

  ３ 係留運転    

 

年間出動回数        ２１回       教官、職員    ４名 

授業                    １２回              院生、学生    ５名 

    実験、調査、研修等       １回              

    カッターレース支援          １回              

    その他                     ７回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

第４章 
 

実習船「クライナーベルク」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       



 

 

第１節 概要 

  新しく個性的な授業を目的として平成13年3月に進水し13年が経過する。海外の海事教

育機関のヨット授業を参考に、授業という観点から艇種の選定を進め、荒天の海を安全

に走れる堅牢性があり、さらに高速な帆走性能を有すという条件があげられた。結果と

してこの条件を満たす適切な艇が選定されクライナーベルクは誕生した。「風を動力と

して揚力を使い走る」という説明と先進的な新素材によるハイテクな装備や艤装品を備

え高速で走る帆走体験は、学生たちの知的な好奇心をかき立てている。船内には「海を

愛し、船を愛す、たくましき若人よ、育て。荒海に乗り出す勇気を称え、この船を贈る。」

と寄贈者小山健一氏の若者へのメッセージプレートが貼られている。 

 平成25年度の新カリキュラムにより、海事科学部のマリンエンジニアリング学科２年

生対象の専門科目「海技実習」のみの授業に運航が縮小されることになった。とは言え

受講学生たちが海に乗り出し、セーリングを楽しみ、海や船への夢を膨らませる、その

人気に変わりはないようである。 

 全学共通教育科目「海への誘い」は従来通り実施されおり、全学部の学生たちにも、

海やヨットを身近な存在と感じさせている。他に一般市民を対象とした公開講座（平成

25年実施）では、夜間航海を含む長距離、長期間の運行も行われている。またこの艇の

進水を機にスタートした課外活動のオフショアセーリング部も大学公認団体となり、近

隣のレースに参加し、全日本学生帆走選主権に参加する団体として成長し、世界学生外

洋帆走選手権（SYWoC、フランス）にも出場している。夏期のクルージング活動では、ク

ライナーベルクは伴走艇として活躍している。 

 学外団体の使用では、セーリングNPOの活動にも協力し、一般社会人のセーリングの普

及や視覚障害者のセーリング体験など、多くの人を海へ誘い、マスコミにも登場して海

の楽しさや神戸大学のイメージアップに貢献している。 

 平成25年には、初の外洋ヨットレース（神戸・横浜間ヨットレース340マイル）に挑戦

し、クライナーベルクの持つ性能を充分に発揮する機会を得ている。                                 

 

第２節 主要目および主要装備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 運航 

 艇名    Kleiner Berg 

          （ クライナーベルク ） 

 タイプ        X442 

 全長      13.5m 

 水線長     11.2m 

 最大幅     4.15m 

 喫水      2.3m 

 排水量     9,700 kg 

 設計者   NIELS JEPPESEN     

 建造    X-Yacht（デンマーク） 

 バラスト    4,300 kg 

 エンジン    51 Hp（ヤンマー） 

 船体材質    FRP 

   リグ      スループ 

 

 

SAIL No.       5 9 3 8 

 メーンセール     47 . 2 ㎡ 

 ジェノア No1     73 . 2 ㎡ 

 ジェノア No2      63 . 7 ㎡ 

 ジェノア No3      48 . 8 ㎡ 

 ジェノア No4      39 . 0 ㎡ 

 スピンネーカー     163 . 6 ㎡ 

    (1.5,0.75,0.5 oz) 

 ジェネカーNo1      163 . 6 ㎡ 

 ジェネカーNo2       114 . 1 ㎡ 

 

 最大乗員 限定沿海    23 名 

  

 巡航機走速度        ７ノット 

 セーリング速度    1〜15 ノット 



 

 

(1) 平成25年度運航実績（表１） 

全学共通教育科目：「海への誘い」 全学部 全学年集中授業 ２日 （9/10,9/13） 

学校行事：深江祭 試乗会 1日(5/26) 

公開講座：6/30,7/7, 7/13〜7/15 

課外活動：オフショアセーリング部 27日  

          全日本学生外洋帆走選手権大会運営艇 5日（3/15〜19） 

レース参加：神戸・横浜間ヨットレース 4/29スタート、5/1フィニッシュ 6位／11艇中 

      他、オフショアセーリング部活動を参照 

学外依頼：NPOセーリング神戸 8日 

          技術職員研修会 1日 

     関西流体力学研究会 1日 

取材：eo光学園ハンター 1日 

 

 

表 1 平成 25 年度クライナーベルク運航実績  表 2 平成 26 年度クライナーベルク運航実績 

月 月出動日数 月乗員数  月 月出動日数 月乗員数 

4 16 195  4 5 80 

5 11 267  5 12 242 

6 1 37  6 8 135 

7 6 129  7 3 63 

8 9 201  8 5 78 

9 20 195  9 3 120 

10 6 6  10 2 30 

11 4 49  11 2 36 

12 1 20  12 1 16 

H26.1 1 15  H27.1 0 0 

2 2 15  2 2 24 

3 11 80  3 3 16 

計 88 1209  計 46 840 

 

(2)平成26年運航実績（表２） 

専門科目:「海技実習」 マリンエンジニアリング学科 ２学年 前期月曜1.2時限 10日 

全学共通教育科目：「海への誘い」  全学部 全学年集中授業 2日（9/09,9/12）  

学校行事：深江祭 試乗会 1日（5/25） 

          学内試乗会 6日（5/30,6/13,6/27,7/18,10/24,11/14） 

課外活動：オフショアセーリング部 14日  

学外依頼：NPOセーリング神戸 11日 

取材：広報室（動画de神大「海への誘い」）2日 

 

 

 

 



 

 

第４節 整備                                            

(1) 平成25年度整備項目 

 船舶検査（定期）6/27 

  定期整備 6日（3/4〜9） 

 船体関係 

  船底塗装、船体クリーニング、セイルドライブジンク交換 、プロペラ塗装 

  トイレバルブ交換、ステアリングシステム修理 

 エンジン関係 

  エンジンオイル交換、フュエルエレメント交換、オイルエレメント交換、 

 デッキ関係 

  ヘルムコクピットソール目地修理、デッキクリーニング、ウインチオーバー 

  ホール、ライフラインゲート調整修理、右舷プライマリーウインチドラム交換 

  バウパルピット交換、バウローラー修理 

  リギン関係 

  マスト・リギン点検、メインハリヤード交換、右舷スピンハリヤード交換、 

  キッキングストラッププーリ交換 

 電気関係 

  航海灯点検、機走灯点検 

 安全備品関係 

  パーソナルライト 12個購入、ライフハーネステーザー補充 ２ 

  ライフジャケット補充（ハーネスタイプ XL 12）  

  セール関係 

  メインセール交換、ジェネカー（OR）修理、ジェネカー（B/Y）修理、 

    スピンネーカー修理（0.75） 

 その他 

  シャワーポンプ修理、ジャックステー設置、 

  ラダー修理 

 （シャフト電蝕修理、ブレードFRP修理、ベアリング交換、舵角制御溶接修理） 

  

船底洗浄 8月（自主作業） 

 

(2)平成26年度整備項目 

定期整備 6日（3/2〜7） 

 船体関係 

  船底塗装、船体クリーニング、セイルドライブジンク交換、プロペラ塗装 

 エンジン関係 

  エンジンオイル交換、フュエルエレメント交換、オイルエリメント交換 

 デッキ関係 

    コクピットチークデッキ交換、プライマリーウインチオーバーホール、 

  ステアリングホイール革巻交換 

 リギン関係 

  マスト、リギン点検、左舷スピンネーカーハリヤード交換 

  マストトップメインハリシーブ交換 



 

 

 電気関係 

  エンジンバッテリースイッチ（右）交換 

 安全備品関係  

  ライフジャケット補充（ハーネスタイプ XL 3）、 

 セール関係  

   ジェネカーネーカー購入（A3 B/R、スナッファー） 

 その他 

   ライフリング購入２、左右シートバッグ交換、スリングベルトバッグ交換 

   ステアリングシステム修理（インプットアセンブリー交換） 

  

船底洗浄  8月（自主作業） 

 

第５節 課題 

 船齢を重ね14年目が始まる。経年劣化による修理や部品の交換が増えて来ているが、

メンテナンスを充分に行ない艇の維持に務めることが安全上、教育上必要である。近年

の緊縮財政から、このようなヨットを購入することは困難である。近代的な大型ヨット

であるクライナーベルクを所有することは大きな財産である。クライナーベルクでの海

洋体験は、他の大学ではできない先進的で個性的教育であり、その優雅で勇壮なセーリ

ング姿は本学のイメージ戦略に大きく関わり、本学の掲げる教育目標の一つである「国

際海洋人の育成」「グローバル人材育成」に大きく貢献している。 

 海洋基本法（2007 年）が制定され、以下の記載が見られる（28 条）。 

「国は、国民が海洋についての理解と関心を深めることができるよう、学校教育及び社

会教育における海洋に関する教育の推進、海洋法に関する国際連合条約その他の国際約

束並びに海洋の持続可能な開発及び利用を実現するための国際的な取組に関する普及啓

発、海洋に関するレクリェーションの普及等のために必要な措置を講じるものとする。」 

 「国は、海洋に関する政策課題に的確に対応するために必要な知識及び能力を有する

人材の育成を図るため、大学等において学際的な教育及び研究が推進されるよう必要な

措置を講ずるよう努めるものとする。」 

 さらにスポーツ基本法（2012 年）も制定され、生涯学習、生涯スポーツ、障害者ス

ポーツ、ライフワークバランス、セカンドライフ、生活の質の向上、地域振興など、海

洋教育、海洋レクリェーション・海洋スポーツの普及を通して、一般市民の健康や生活

の向上が政策指針として示されている。今後さらに海洋利用にクライナーベルクの活躍

の場はさらに広がり、よりいっそうの活躍が期待される。  

                                    



 

 

 

     レース風景                公開講座 

 

        
  クルーズホールド              授業風景 
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繋船池（ポンド）・実習関係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第 1 節 繋船池（ポンド）関係施設・設備 

１－１設備概要 

繋船池（ポンド）には深江丸、実習船「白鴎」および実習船「むこ丸」ならびにクルーザ

ー「クライナーベルグ」のほか、その他の舟艇として、カッター、その他の和船「ろっこう」、

「ほくら」が配置されている。繋船池（ポンド）には、これら舟艇を安全に繋船し、また安

全な乗下艇ができるように大型専用浮桟橋（ポンツーン）2 台、小型専用浮桟橋（ポンツー

ン）1 台および南側防波堤沿いに主にクライナーベルグを繋船する専用浮桟橋（ポンツーン）

が配置されている。また、艇庫に床上操作式クレーン（吊り上げ能力 2.8 トン）およびスロ

ープが配置され、カッター、和船および小型モーターボートの上下架用として用いられてい

る。モーターボート「青雲丸」は、その利用頻度と整備労力の軽減のために平成 26 年度末を

もってその用途は廃止され、海技教育センターの所管外となった。しかし。課外活動での利

用と安全確保を目的として平成 27 年度以降も利用される予定である。 

 

１－２ 保守整備 

平成 22 年（2010 年）6 月、ポンド北側の大型専用桟橋東側に設置されている小型専用桟

橋（むこ丸係留用）の異常が発見され、係留用チェーンの調整により復旧したが、同年 7 月

の強風とそれに伴ううねりのために再び移動した。以降、小型専用桟橋は基本的に使用せず、

短期間の小艇の係留利用程度とする状況が継続している。ポンドの水深を確保するため、そ

して数年後に建造が期待される新深江丸（名称未定）の係留に備えて、平成 27 年２月からポ

ンドの浚渫工事が行われている。 

 

第 2 節 実習概要 

２－１ 海への誘い 

 授業のテーマと目的 

  世界の貿易港湾都市・神戸市に位置する神戸大学。海に拓かれた総合大学である神戸大

学の学生は、海に親しみ、海を知り、海に学び、自然との触れ愛から科学の基本を学ぶこ

とは、社会人として不可欠な素養と言える。この科目は、体験的な学習を通じて、海・船

を体感しながら自然に触れることにより、知的探求心や協調性を育み、自然（海・船）と

人間との絆を知る基礎を育むことが目的である。 

 授業概要 

神戸大学に学ぶ全学部・全学生を対象とした総合教養科目である。海事科学研究科附属

練習船深江丸の定員（64 名）と乗船できる学生数の都合により、食費・テキスト等の費用

支出は必要であるが、例年 300名を越える履修希望者から抽選で選ばれた 84名の学生は、

以下のような授業内容を４班編成で受講する。 

１．練習船「深江丸」による船舶の概要と運航体験（中型船の 1 泊２日の体験航海） 

２．エンジンボート：実習船“白鴎”を用いて、小型船舶の操縦を体験し、機関推進要

領を体得し、風浪等の影響から自然を実感する。（機関による推進体験） 

３．大型クルーザーヨット「クライナーベルク」による帆走体験（風・帆による航海） 

４．海と船に関する海事講義及び海事博物館見学 

 

 

 

 



 

 

 授業評価アンケート 

 

２０１４ 海への誘い アンケート結果    ７７名回答（回答率 100％） 2014 年 09 月 12 日 

調査 

№ 
学

部 

性

別 

学

年 

 

評

価

１ 

コメント１  

評

価

２ 

コメント２  

評

価

３ 

コメント３ 

評

価

４ 

コメント４ 

1 工 男 2 
問

１ 
4 

なし 

問

２ 
5 

特に、セーリン

グ。動力なしで

風だけで進むの

がとてもたのし

かった 

問

３ 
5 

なし 

問

４ 

なし 

2 農 男 1 
問

１ 
5 

ヨットへの興味

が深まった 

問

２ 
5 

ボート、クライ

ナー、深江丸す

べてたのしかっ

た 問

３ 
5 

普段は経験しな

いことなのでよ

かった 

問

４ 

クライナーが特

に楽しかった。

エンジンボー

ト、深江丸では

船の思い出に動

かすことの難し

さを知ることが

できてよかった 

3 海 男 1 
問

1 
4 

仕事の内容 

問

２ 
4 

セーリングの風

を受けるという

気持ちよさがよ

かった 

問

３ 
5 

海の競技の楽し

さを知った 問

４ 

セーリングの時

間を長くしてほ

しかった 

4 
経

営 
女 1 

問

１ 
4 

普段入れない場

に入れたりして

興味が湧いた 

問

２ 
3 

高松の上陸や、

機関室での経験

はたのしかっ

た、ほかはたい

くつだった 

問

３ 
4 

深江丸で海を眺

めていた時間は

有意義だった 

問

４ 

クライナーは乗

員が多く暇なと

きがあった。専

門的な話をちゃ

んと解りやすく

説明していただ

いて文系の自分

もついていけた 

5 海 女 2 
問

１ 
5 

実際に船を運航

している乗組員

の方達から興味

深い話を聞いた

ため 問

２ 
5 

海技実習ではお

こなわれなかっ

た、エンジンボ

ートでの球（ひ

とに見立てた）

を救出するゲー

ムでは、自分で

考えてどのよう

にすれば早くで

きるかを操作で

問

３ 
5 

なし 

問

４ 

ありがとうござ

います 



 

 

きたことがたの

しかった 

6 
発

達 
男 3 

問

１ 
5 

もともと海は好

きでなかった

が、この講義を

通して好きにな

った。特にクラ

イナーベルクは

楽しかった。新

感覚！！ 

問

２ 
5 

どの船もそれぞ

れに特徴をもっ

ており充実して

いた 問

３ 
5 

深江丸で出会え

た仲間最高でし

た 

問

４ 

高松の滞在時間

がもう少しほし

かった 

7 工 男 3 
問

１ 
5 

船の機械、レー

ダーやエンジン

を目の当たりに

して、技術のか

たまりという印

象をうけた 

問

２ 
5 

授業時間と休み

時間の比率が良

かったと思いま

す 

問

３ 
5 

船の規律を感

じ、日常生活に

フィードバック

できると感じら

れた 

問

４ 

なし 

8 理 男 1 
問

１ 
5 

今までみたこと

のない、機械な

どにふれて興味

がわいた 

問

２ 
5 

新しい友人など

もつくれてとて

もたのしかった 問

３ 
5 

4 日間という短

い期間でした

が、今までにな

い経験がたくさ

んできてとても

有意義でした 

問

４ 

船でのご飯がと

てもおいしかっ

た 

9 医 女 1 
問

１ 
5 

船員さんたちの

自分の仕事に誇

りを持っている

姿がかっこよか

ったです 

問

２ 
5 

班毎に役割分担

してしごとし

て、すこしでも

なかよくなれて

うれしかったで

す 

問

３ 
5 

貴重な経験ばか

りで、忘れられ

ないじゅぎょう

でした 

問

４ 

なし 

10 工 男 1 
問

１ 
4 

乗船楽しかった

です 問

２ 
5 

ヨットがたのし

かったです 問

３ 
5 

いろいろな発見

が出来ました 問

４ 

レポートが多す

ぎます。少しへ

らしてほしいで

す 

11 海 男 1 
問

１ 
5 

今回の海への誘

いにおいて、航

海科へと進む決

心がしっかりと

できたのでよか

った 

問

２ 
5 

普段できないこ

とができた。こ

れが一番楽しか

ったことだと思

う 

問

３ 
5 

より深く、船や

海について知る

ことが出来た 問

４ 

不満はとくにあ

りません 



 

 

12 法 男 2 
問

１ 
5 

船に対する興味

が深まったし、

海のすばらしさ

と恐ろしさも存

分に味わうこと

が出来た 問

２ 
5 

ほかの学部、ほ

かの学年の人た

ちと交流するの

はとても楽しか

った。共に高松

を観光したり、

一緒に食事をし

たりクライナー

やエンジンボー

トの実習で協力

し、友情を深め

ることができた 

問

３ 
5 

他学部の友人を

作ったり海や舟

について知識を

身につける中で

自分の視野が大

きく広がった。 問

４ 

非常に充実した

4 日間でした 

13 海 男 2 
問

１ 
5 

実際に船舶を操

船できたのはと

ても良い経験に

なった 
問

２ 
4 

アクティブな活

動ができた非常

に刺激的だった 
問

３ 
5 

友好も深められ

てとても有意義

な 4 日間でし

た。 
問

４ 

深江丸の実習で

は少し休憩時間

が短く当直や船

長機関長の講義

で集中が掛けて

しまうことがあ

った 

14 医 男 1 
問

１ 
5 

この授業を受け

るまで海や船の

知識がほとんど

なかったので、

ロープの結び方

からクライナー

の進む仕組みな

どいろいろ学べ

ました 

問

２ 
5 

特に、クライナ

ーが楽しかった 

問

３ 
5 

普段では経験す

ることのできな

い貴重な体験を

この講義で出で

きたとおもいま

す 

問

４ 

改善点は特にな

し。ロープ結び

はいくつか日常

生活でもつかえ

そうなものがあ

ってためになた

ったなと思いま

した 

15 医 女 1 
問

１ 
5 

船は漁船のイメ

ージがなかった

けど、スポーツ

等も含めいろん

な種類をしり、

実際乗ってみて

興味がわいた 

問

２ 
5 

エンジンボー

ト・クライナー

ベルクは操縦に

参加している感

があり、海にも

近く、とくに楽

しかった 

問

３ 
5 

講義内容も体験

の内容もはじめ

てのことばかり

で、たくさん新

しいことが学べ

た 

問

４ 

参加する前と後

で海への興味や

知識の量がだい

ぶ違います。参

加してよかった

です。丁寧に教

えてくださって

ありがとうござ

いました 

16 海 男 1 
問

１ 
5 

陸上とはちが

い、様々な要因

服務海や航海に

強く心を打たれ

ました。 

問

２ 
5 

教員の方々の話

は面白く、新し

い友達も出来た

ので、とても楽

しかったです 

問

３ 
5 

なかなか体験で

きないようなこ

とをさせていた

だけたため経験

としてとても有

意義でした 

問

４ 

もうすこし船の

上での厳しさと

いうものも教え

ていただければ

もっと有意義な



 

 

講義になると思

います 

17 
発

達 
男 1 

問

１ 
4 

船が動いたり、

方向を変える仕

組みあの大きな

船体が水に浮く

仕組みなど船に

関する興味深い

知識を多く得る

ことができた。 

問

２ 
3 

楽しむためのプ

ログラムや時間

も多くあった

が、班分けも細

かく自己紹介等

もなかったため

あまり多くの人

と交流を深めら

れずそれが少し

残念だった。 

問

３ 
4 

普段関わること

の少ない船に関

する仕事につい

て多くしること

ができた 問

４ 

自分は偶然もと

から親しい人が

船に乗り合わせ

たため自由時間

等を有意義に過

ごせたが人によ

ってはそうした

ところで苦労し

たのでは 

18 工 女 1 
問

１ 
5 

航海士や機関士

の方々がすごく

格好良かった 問

２ 
4 

講義は正直しん

どかったけど、

実習はとてもた

のしかった 

問

３ 
5 

エンジンボー

ト、クライナー

ベルク、深江丸

に乗れてよかっ

た。楽しかった 

問

４ 

クライナーベル

クがすごく気持

ちよくて楽しか

った。また乗っ

てみたいと思っ

た 

19 
経

営 
男 1 

問

１ 
5 

船から見る景色

や船で旅するこ

とに多くの魅力

を感じた。 

問

２ 
5 

海への誘いで知

り合った仲間と

高松や船内で楽

しく過ごすこと

ができた 

問

３ 
5 

船で旅行に行っ

てみたくなった

し、船に関する

仕事も興味を持

つことができた 

問

４ 

初日のプログラ

ムに実際に海に

触れられるもの

がほしい。（座

学＋ロープワー

ク）話を聞くだ

けでロープを触

れるだけではお

もしろくない。

２日目以降は満

足です。ご飯、

おいしかったで

す 

20 工 男 1 
問

１ 
4 

正直なところ

海・船には全く

興味がなく、単

位が目的であっ

たが、いろいろ

な経験をして、

少し興味が出た 

問

２ 
4 

クライナーベル

クが一番楽しか

った 
問

３ 
4 

一生に一度しか

できないような

経験ができて有

意義であった 
問

４ 

学生との話が楽

しく、先輩にい

ろいろ情報をも

らうことができ

よかった 

21 海 男 2 
問

１ 
4 

実際に船で働い

ている人を見

て、船は大人数

が集まって初め

問

２ 
4 

船で四国まで行

くことができて

よかった 

問

３ 
5 

船での生活は皆

との協調性がと

ても大切で、こ

れから社会に出

問

４ 

  



 

 

て動くと言うこ

とを感じた 

るとき必要だと

感じた 

22 工 男 2 
問

１ 
5 

海上に出たとき

に集中力のメリ

ハリが必要だな

と思った。しか

しそれ以上に楽

しかったのもあ

った。船への興

味がとても出た 

問

２ 
5 

エンジンボート

の舵取りやヨッ

トの乗船が初め

ての経験でとて

も楽しかった 

問

３ 
5 

こういう機会じ

ゃないと海や船

について学べな

い。しかも、理

解できて興味が

わいてきたの

で、非常に有意

義だった 

問

４ 

  

23 工 男 2 
問

１ 
5 

今まで船に乗っ

たことがなかっ

たので、構造や

機関を初めて知

って、興味を持

てた 
問

２ 
5 

船の中で生活す

るというのもも

ちろんですが、

ヨットに乗った

りエンジンボー

トを操縦するの

は、滅多にでき

ないあるいは一

生できない経験

なのでとても楽

しかった 

問

３ 
5 

船に関する知識

だけでなく、海

で生活するうえ

での注意や海運

業の実態なども

知れたので、と

ても有意義に過

ごせた 

問

４ 

深江丸の乗船中

について、時間

が詰まっていた

のも分かりまし

たが、停泊以外

にももう少し自

由時間がほしか

ったです 

24 法 女 1 
問

１ 
4 

船に乗って風に

当たったり、景

色を見るのは楽

しかったし、ま

た乗りたいと思

う 

問

２ 
5 

友達もできた

し、滅多にない

乗船を経験でき

て楽しかった 

問

３ 
4 

講義に興味を持

てなかったこと

をのぞいてはと

てもよかった 

問

４ 

食事の量が多く

て、残す人が多

かったから、も

ったいないと思

う 

25 工 女 2 
問

１ 
4 

こんなに船が大

変と思わなかっ

た。奥が深い 問

２ 
4 

実習楽しかっ

た。深江丸はず

っと立ちっぱな

しなのがしんど

い 

問

３ 
4 

船酔いした 

問

４ 

用語言われると

難しかった。船

の冷房寒い。ヨ

ット楽しかっ

た。エンジンボ

ート楽しかった 

26 工 男 1 
問

１ 
4 

エンジンボート

が楽しかった 
問

２ 
5 

エンジンボート

楽しかった 
問

３ 
5 

体験はすべて楽

しかったし教養

にもなった 

問

４ 

レポートが少し

大変過ぎる気が

する 

27 
経

済 
男 1 

問

１ 
3 

船の設備や操縦

など普段の生活

では経験し得な

いことを学べた

のでよかった 

問

２ 
5 

マリンスポーツ

も初めての経験

だったけどとて

も楽しめて、深

江丸の乗船学習

問

３ 
4 

普段では体験で

きない貴重な経

験ができた 
問

４ 

改善点は特にあ

りません。満足

しています 



 

 

で友達の輪も広

がった 

28 海 男 2 
問

１ 
4 

普段の授業で行

われない内容だ

ったので知識の

幅が広がってよ

かった 

問

２ 
4 

全体を通して授

業を楽しく受け

ることができて

よかったです 

問

３ 
5 

クライナーベル

クや乗船などで

普段から経験で

きないことを体

験できて有意義

でありました 

問

４ 

特にありませ

ん。４日間あり

がとうございま

した 

29 工 男 2 
問

１ 
5 

乗員がかっこよ

かったし、ほん

の少しではある

が船の知識もつ

いてまた乗って

みたいと感じた 

問

２ 
5 

様々な学部の友

達ができたし、

景色はきれいだ

ったし、知識も

ついて楽しめた 

問

３ 
5 

普通なら一生な

いような貴重な

経験となり、得

たものが多かっ

た 

問

４ 

レポートの提出

期限が早い。夏

季休暇が終わっ

てから出せた

り、メールでの

提出もできるよ

うにしてほし

い。全員が下宿

しているわけで

はなく、キャン

パスから遠いと

ころにすんでい

たりすると、と

ても不便である 

30 理 男 1 
問

１ 
4 

船は私たちの生

活を支えている

ということが理

解できた 

問

２ 
4 

ヨットでエンジ

ンを使わず風の

力だけで走って

いくのが楽しか

った 

問

３ 
4 

普通に生活して

いたら、関わら

ないようなこと

が体験できた 

問

４ 

  

31 農 女 2 
問

１ 
5 

  
問

２ 
4 

”ふかえまる”

が一番楽しかっ

た 

問

３ 
4 

  
問

４ 

講義がけっこう

適当だったと思

う 

32 医 女 1 
問

１ 
5 

船の操縦の仕方

などまったく分

からなかった

が、少しは分か

った。特にヨッ

トが風をうまく

うけてゆくこと

で、風下でも風

下でもどちらで

も動けることに

驚いた 

問

２ 
5 

深江丸からみた

景色はとてもき

れいだった。ク

ライナーブルク

でうけた風はと

ても気持ちよか

った。なかなか

普段できない経

験だったので 

問

３ 
5 

海への誘いの通

り、普段なかな

か接することの

ない海と触れ合

えて自然のすご

さが分かった   

  



 

 

33 工 女 1 
問

１ 
5 

私はあまり泳げ

ないので海は怖

いというイメー

ジしかありませ

んでしたが、海

を少し好きにな

りました 

問

２ 
5 

今までセーリン

グなどしたこと

がなかったの

で、クライナー

ベルクが一番楽

しかった 

問

３ 
5 

海や航海につい

ての知識が増え

興味が持てるよ

うになった 
問

４ 

タイタニック号

をもとにした授

業をもっと聞き

たかった 

34 
経

営 
男 2 

問

１ 
4 

新鮮だった 

問

２ 
5 

友人が出来まし

た 

問

３ 
4 

ご飯がおいしか

った 

問

４ 

自由時間を固め

てほしいスケジ

ュールの改訂版

を配っていない

のに当たり前の

ようにそのスケ

ジュールで進む

のはどうかと思

った 

35 理 男 2 
問

１ 
4 

船についてさま

ざまなことを知

ることが出来た 

問

２ 
2 

貴重な体験だっ

たがつまらなか

った 

問

３ 
4 

船について知る

ことが出来た 
問

４ 

料理がおいしか

った 

36 
経

営 
男 1 

問

１ 
5 

単に知らないこ

とが数多くあっ

たので理解が深

まった 
問

２ 
5 

大型ボートなど

これまで乗る機

会がなかったの

で体験してみて

楽しいものだと

実感でき非常に

興味を持った 

問

３ 
3 

有意義な体験で

あったが、ロー

プワーク以外の

授業にやりがい

を感じることが

出来なかった 

問

４ 

せっかく船に乗

ったのに座学が

長いのつらかっ

た 

37 工 男 2 
問

１ 
5 

白鴎の操縦、ヨ

ットの操作、船

橋、機会室の当

直を経て深まら

ないわけがない 

問

２ 
5 

うどんも食べら

れてよかった 
問

３ 
5 

一生に一度のく

らいのとても有

意義な経験でし

た 

問

４ 

エンジンボート

が早く終わりす

ぎて暇だったの

で長くとってほ

しかった 

38 工 男 2 
問

１ 
4 

最初は海にも船

にもなんの知識

もなかったが、

今日の海へ誘い

を通して多くを

学ぶことができ

た 

問

２ 
5 

普通ではできな

い体験をたくさ

んさせてもらっ

た 
問

３ 
4 

海に対する興味

がわいた 

問

４ 

たのしかった 



 

 

39 
経

済 
女 5 

問

１ 
5 

操舵の体験や機

関室の見学を通

し、船がどうい

う仕組みで動い

ているのかが良

く分かったと同

時に座学を通し

海や船が我々の

生活にいかに関

係しているのか

を知ることがで

き、とても興味

がわきました 

問

２ 
5 

日常では味わえ

ない経験をする

ことができまし

た。他学部、他

学年の友人がで

きて本当に貴重

な経験になりま

した。船内での

生活のマナーな

どはこれからの

生活にも役立て

ていきたいと思

います 

問

３ 
5 

大変有意義だっ

た 

問

４ 

ありがとうござ

いました 

40 工 男 3 
問

１ 
5 

いろんなことが

学べてよかった 
問

２ 
5 

友達が出来まし

た 
問

３ 
5 

高松で飲めてよ

かった 
問

４ 

自由時間をもっ

と長くしたらい

いと思った 

41 法 男 2 
問

１ 
5 

船といっても漁

船のイメージし

かなかったが経

済や人の運搬や

流通に大きな役

割を商船や客船

がもっているこ

とを学んだ 

問

２ 
5 

化学部の人と知

り合いになれて

よかった 

問

３ 
5 

この授業以外で

は４年間乗るこ

とのできなかっ

たであろう、深

江丸やエンジン

ボート、クライ

ナーベルクに乗

船できてよい体

験になった 

問

４ 

打ち解けてきた

後半が楽しかっ

た 

42 工 男 1 
問

１ 
3 

もともと少しは

興味があった 
問

２ 
3 

友人がそもそも

いたから大丈夫

だった 
問

３ 
3 

有意義かどうか

は自分自身で決

まるので、有意

義になるように

します 

問

４ 

同じ解説を 4 回

くらい聞いた 

43 工 男 1 
問

１ 
4 

風をどう利用す

れば効率よく進

めるかなどを物

理的に考えると

ころが面白かっ

た 

問

２ 
5 

新しい友達がで

き、内容も充実

していた 

問

３ 
5 

普段は体験しな

いことを体験で

きた 

問

４ 

抽選時に配布さ

れたプリントに

所持品をもう少

し詳しく書いて

もらいたいの

と、テキスト代

を抑えてほしか

った。 

44 
発

達 
男 2 

問

１ 
5 

具体的な感覚は

なかったが、ど

のように船が進

むかを知れてよ

かった 

問

２ 
5 

高松に上陸する

という目的もあ

ってよかった 
問

３ 
5 

これから船でど

こかに行ってみ

たいという気持

ちがわいた 

問

４ 

ごはんもおいし

く、船などの体

験も面白かっ

た。ロープワー

クはあまり楽し



 

 

くなかった。そ

れならカッター

など、ほかの事

を経験したかっ

た 

45 
経

営 
男 2 

問

１ 
3 

体験としては、

楽しく、新しい

世界をしれたの

でよかった 

問

２ 
4 

体験し難いこと

がたくさんあ

り、また指導も

よく行き届いて

いた 

問

３ 
3 

有意義よりも、

楽しいという気

持ちが大きいた

め 

問

４ 

良く練られてよ

いスケジュール

でした 

46 理 男 2 
問

１ 
5 

海事科学部に憧

れた 問

２ 
5 

海事科学部に入

ればよかった 問

３ 
5 

海事科学部は職

業に直接つなが

る学部だと思

い、憧れる 

問

４ 

ナシ 

47 工 男 1 
問

１ 
4 

船が進む仕組み

に興味を持った 問

２ 
5 

クライナーベル

グが楽しかった 問

３ 
4 

船に対する知識

が深まった 問

４ 

楽しかったです 

48 工 男   
問

１ 
5 

船の機関部が、

自分の専門科目

と重なり、興味

がわいた 

問

２ 
5 

クライナーベル

グが楽しかった 

問

３ 
5 

初めて船の機関

を体験でき、貴

重であった。 問

４ 

普段体験できな

いマリンスポー

ツを通じて、自

然と触れ合うこ

とができ、非常

に有意義でした 

49 海 男 1 
問

１ 
5 

今まで船の仕事

というと航海士

しか思い浮かば

なかった。しか

し、機関士の姿

をみて、船の奥

深さを知った 

問

２ 
5 

全ての授業に興

味を持った 

問

３ 
5 

暇な時間がな

く、一日を通し

て、海や船を身

近に感じること

ができ、有意義

だった 

問

４ 

どれをとっても

有意義で、また

船に乗りたいと

思った。そし

て、前より海や

船について詳し

くなれたと思い

ます 

50 農 女 2 
問

１ 
5 

船での生活は生

まれて初めての

経験だったの

で、多くの驚き

があり、また、

このような機会

があれば参加し

たいと思う 

問

２ 
5 

普通ではなかな

か経験できない

ことをたくさん

体験できた 問

３ 
5 

緊急時の対策や

普通に船に乗る

時の注意点等今

まで気に留める

ことがなかった

ことを知ること

ができ、有意義

だった 

問

４ 

前半が講義だっ

た班は抜ける人

が結構いたと聞

いていたので、

先に一度集まる

といいと思う 

51 
経

営 
男 1 

問

１ 
5 

講義だけでな

く、実際に体験
問

２ 
4 

エンジンボート

の救出レースが
問

３ 
5 

普段できないこ

とがたくさんあ

り、楽しかった 

問

４ 

3 日間にしてほ

しい 



 

 

も出来たので理

解しやすかった 

盛り上がって楽

しかったです 

52 
経

営 
男 2 

問

１ 
5 

運転、景色 

問

２ 
5 

普段できない事

が経験できた 問

３ 
5 

知識が深まった 

問

４ 

開始予定時刻よ

りも前から始め

るのはやめてほ

しい 

53 工 男 1 
問

１ 
5 

また船に乗りた

くなった 問

２ 
5 

船に乗るのは 13

年振りですが、

とても楽しかっ

たです 

問

３ 
5 

船橋の中を見る

などとても有意

義な事ができた 

問

４ 

また受けたい 

54 
経

済 
女 1 

問

１ 
4 

あまり、海など

に行ったことも

なかったです

が、深江丸に乗

り、船のことを

学び、セーリン

グによって海の

風の快さを知る

ことができ、海

が大好きになり

ました 

問

２ 
5 

海から見る景色

が最高でした。

また、班のメン

バーも面白く、

楽しく過ごせ

た。普段出来な

い経験ができ、

充実した 4 日間

でした！ 

問

３ 
5 

とても有意義で

した！4 日目の

セーリングと救

助訓練が個人的

に 1 番充実した

日に感じまし

た！ 

問

４ 

TA さんとも何人

か仲良くなれま

したし、学部が

違う同期や先輩

ともたくさん話

せて、人の輪を

広げることが出

来ました！ 

55 
経

営 
男 1 

問

１ 
4 

海や船について

学ぶ機会が今ま

でなかったの

で、色々と知識

を学ぶ事ができ

てよかった 

問

２ 
4 

普段乗れない

船、ボート、ヨ

ットに乗れてよ

かった 

問

３ 
4 

普段は味わえな

い体験が色々出

来てよかった 問

４ 

レポートの採

点、甘めにお願

いします！ 

56 農 男 1 
問

１ 
5 

実際船にのって

みて、初めて分

かったことがた

くさんありまし

た 

問

２ 
4 

クライナーベル

グとエンジンボ

ートが一番楽し

かったです 

問

３ 
5 

普段はできない

貴重な体験がた

くさんでき、と

て有意義でし

た。 

問

４ 

良い経験になり

ました 



 

 

57 
発

達 
女 2 

問

１ 
4 

海は好きだし、

船も機会があれ

ば乗ってみたい

と思っていた。

今後、この経験

が活きるかは分

からないが、貴

重な経験だった 

問

２ 
5 

深江丸の乗船実

習も、学校での

講義も、楽しい

雰囲気だった。

指導して下さる

方々が優しかっ

たので、やりや

すかった 

問

３ 
4 

我々は、今後船

に乗ってエンジ

ンを触ったり、

舵を取ることは

あまりないと思

うので、専門的

な部分よりは、

船や海、あるい

はそれを取り巻

く環境について

の知識をもう少

し得たかった 

問

４ 

遅刻者や、時間

を守らないもの

に対して、厳し

いのか甘いの

か、よく分から

なかったので、

はっきりしてほ

しい 

58 医 女 1 
問

１ 
4 

今まで興味はな

かったのです

が、深江丸の乗

船や船の構造の

しくみなどを知

り、今ままで知

らなかった世界

とふれ合うこと

で理解や興味が

深まりました 

問

２ 
4 

海や船への興味

を深まり、ごは

んがおいしく、

友達もでき、と

ても楽しかった

です。ただ、少

しつかれました 

問

３ 
5 

１，２の同じ理

由からとても有

意義でした 

問

４ 

この二日間とて

も有意義な時間

をすごすことが

できました。あ

りがとうござい

ます 

59 農 男 2 
問

１ 
5 

実際に海で走る

船で風に当たる

ことにより、海

への親近感が深

まった 問

２ 
5 

非日常な生活が

送れただけでも

半分楽しかっ

た。不満に思う

ところもほとん

どなかった。特

にクライナーベ

ルクと、深江丸

での船の操作は

楽しかった 

問

３ 
5 

普通には生活し

ていては絶対に

できないような

特別な経験がで

きた。今後の生

活にいきるかど

うかは別として

も、経験できた

だけで有意義だ

と感じた 

問

４ 

深江丸の食事が

思った以上にお

いしく、とても

快適に生活でき

た高松での自由

時間がもうすこ

しあればより楽

しくなると思う 

60 海 男 2 
問

１ 
5 

とても興味深か

った 

問

２ 
5 

友達もふえたし

楽しかった 

問

３ 
5 

仲間も増え海か

船に関心をもつ

ことができ、そ

れについて知る

ことができた 

問

４ 

とても楽しかっ

たです 

61 
発

達 
女 2 

問

１ 
5 

「セーリング」

の講義にて「ア

問

２ 
5 

他の学部の人と

の交流ができ、

問

３ 
5 

「４日間集中し

て」というのは

問

４ 

服装や持ち物の

指示が事前に知



 

 

メリカスカッ

プ」の紹介があ

ったが、100 数

年間の歴史的事

実と絡んでいて

単に海だけを学

ぶのではなく知

識が深まった。

深江丸に搭載さ

れている走錨レ

ーダを知った 

特にグループワ

ークにて限られ

たメンバーで競

ったりしたので

楽しめた 

夏休みのような

時間がある時に

しかできないの

で講義を通して

海事を学べるの

はよかった 

らされたものの

みでは分かりに

くかった。初日

に配布された

「海への誘いテ

キスト」を事前

に渡してもらえ

るよう改善して

ほしい 

62 工 男 1 
問

１ 
5 

風が気持ちよか

った 
問

2 
4 

香川でうどん巡

りできたのがよ

かった 

問

3 
5 

一生できない体

験をできてよか

った 

問

4 

空調が寒かった

（深江丸以外） 

63 工 男 2 
問

１ 
4 

海洋工学につい

て多くの知識と

経験が得られた 

問

2 
4 

未経験のことが

たくさんあって

楽しかった 

問

3 
5 

この経験は将来

どこかで生かせ

ると思う 

問

4 

集合場所や実施

内容で TA と教

授の間で確認で

きていないとこ

ろが複数見られ

た。導入部で説

明不十分なとこ

ろがあった。 

64 
経

済 
男 4 

問

１ 
5 

船と機械がどの

ように動かされ

ているのか知る

ことができた 

問

2 
4 

興味深い体験が

多くできた 

問

3 
5 

単位という意味

で当然有意義だ

けども、それ以

上に自分知らな

かった世界を知

ることができて

楽しめたと思う 

問

4 

陸上 2 日目の体

験は時間がやや

長かった感があ

りました。後 4

日が自分ひとり

だけだったので

どこか消極的に

なってしまっ

た。受講条件に

年齢をつけても

いいのでは 

65 海 男 2 
問

１ 
5 

船乗りになる 問

2 
5 

ご飯がおいしか

った 

問

3 
5 

足りない単位が

もらえた 

問

4 

なし 

66 海 男 1 
問

１ 
5 

実際に舵を取る

ことができたの

でよかった 問

2 
5 

実習が多く体験

を通して学ぶこ

とができたので

とても楽しかっ

た 

問

3 
5 

ロープワークは

今後活用してい

きたい 問

4 

船橋や機関室な

ど実際に見学し

て改めて船への

興味が強くなっ

た。将来は航海

士を目指す 



 

 

67 
経

営 
男 2 

問

１ 
5 

今後機会があれ

ばヨットに乗っ

てみたいと思う 問

2 
5 

すべての実習に

おいて船・ヨッ

トの楽しさを感

じることができ

た。高松よかっ

た。 

問

3 
5 

なし 

問

4 

三日目の朝、雷

がなっていたの

で悪天候の場合

のアプローチが

十分なのか不安

だった 

68 工 男 1 
問

１ 
5 

船の操作や仕組

みがわかってよ

かった 
問

2 
5 

当直実習や授業

も面白かったが

船での生活をで

きたことがとて

も楽しかった 

問

3 
5 

航海の知識も増

え興味を持てた

ことはよかった 
問

4 

なし 

69 法 男 2 
問

１ 
4 

深江丸実習中す

れ違う船の種類

が異なった 問

2 
2 

エンジンボート

は楽しかった

が、深江丸の講

義、当直はそそ

られるものがな

かった 

問

3 
3 

普段、大学の講

義では学ばない

ような知識を吸

収できた 

問

4 

深江丸での講義

の間の休憩が短

い 

70 海 男 2 
問

１ 
5 

授業で学んだこ

とを実際に体験

することで船の

操船についての

理解がかなり深

まった 

問

2 
5 

思いがけず高松

上陸があり楽し

めた 問

3 
5 

実習の前に深江

丸の航海を体験

すすることがで

きた 

問

4 

実習に無関心な

生徒が多かった

ように感じた。

海事博物館の説

明が知識不足に

感じた。 

71 海 男 1 
問

１ 
5 

深江丸よもしく

はそれ以上に大

きな船を自分の

手で運転したい

と思いました 

問

2 
5 

友人もでき船旅

を楽しむことが

できとても楽し

かったです 

問

3 
5 

夏休みのいい思

い出ができまし

た 
問

4 

最初にアイスブ

レイクがあると

いいと思います 

72 農 男 2 
問

１ 
4 

セーリングが気

持ちよかった 

問

2 
4 

同上 

問

3 
4 

船内食がおいし

かった 

問

4 

先にモーターボ

ードやセーリン

グをしたほうが

中が深まるので

深江丸があとが

よかった 

73 
経

済 
男 2 

問

１ 
4 

エンジンなどの

仕組みはややこ

しかったが船の

上での生活にた

めらうことはな

くなったともう 

問

2 
5 

香川に上陸でき

たこと知らない

人に出会えたこ

と、20 歳になり

あまり体験でき

ことができてよ

かった 

問

3 
5 

実習の機会が多

かったので身を

もって体験でき

てよかった 
問

4 

ロープワークよ

りもカッターと

かカヌーをやっ

てみたかった 



 

 

74 
経

営 
男 2 

問

１ 
5 

TA さんの教え

に従って深江丸

のレーダーを個

人的触らせてい

ただきました。

普段触れないも

の上とても高性

能で面白い器具

だったので楽し

くためになりま

した 

問

2 
5 

エンジンボー

ト、暗いなーベ

ルク、深江丸と

たくさんの船に

乗せていただき

ました 

問

3 
5 

1 日を有意義に

過ごせた。とて

も健康的でかつ

楽しく充実した

4 日間でした 

問

4 

なし 

75 農 男 1 
問

１ 
5 

船が動くときに

は外からのさま

ざまな影響に動

いてなくてもも

っと知りたいと

思った 

問

2 
5 

クライナーベル

クなど今まで体

験したことのな

いことが多くで

きました 問

3 
5 

さまざまな講

義、見学体験な

どで 4 日間とい

う短い時間であ

ったが充実した

4 日間だった。 

問

4 

まったく知らな

い世界に入って

いったわけだが

新しい友達もで

き、海や船のこ

となども新しく

知ることができ

楽しく 4 日間過

ごすことができ

ました 

76 海 男 5 
問

1 
5 

海上での生活に

対するイメージ

が深まる授業で

あった 

問

2 
5 

ヨットという乗

り物に人生で始

めて乗った。よ

い体験だった 

問

3 
5 

なし 

問

4 

海事科学部とし

てはもっと深く

いろいろなこと

を知りたかった 

77 
経

営 
男 1 

問

1 
5 

普段入ることの

できない場所に

入れて知識が深

まった 
問

2 
5 

深江丸のご飯が

おいしかった 

問

3 
5 

この授業でない

と体験できない

ことがたくさん

会ったともいま

す 

問

4 

高松に行くと事

前に言っておい

てほしかったで

す。（あまりお

金を持っていっ

ていませんでし

た。） 

        

5 49（64％）  5 54（70％）  5 58（75％） 

4 25（32％）  4 18（23％）  4 15（20％） 

3 3（4％）  3 3（4％）  3 4（5％） 

2 0（0％）  2 2（3％）  2 0（0％） 

1 0（0％）  1 0（0％）  1 0（0％） 



 

 

計 
77

（100％） 
 計 

77（100％）  計 
77

（100％） 

         
 ５－５－５ 41  ４－５－５ 6  ３－５－４ 1 
 ５－５－４ 0  ４－５－４ 5  ３－４－３ 1 
 ５－５－３ 1  ４－４－５ 5  ３－３－３ 1 
 ５－４－５ 6  ４－４－４ 5  

 

 ５－４－４ 1  ４－３－４ 2  
 

    ４－２－４ 1  
 

    ４－２－３ 1 計 77（100％） 

 



 

 



 

 

 

２－２ リーダーシップ  

 授業のテーマと目的 

海上における実習とリーダーによる講義を通じて、海事社会における将来のリーダーと

しての素養が身につくことを狙っている。この授業は、船内における明瞭な意思伝達、効

果的なリーダーシップの発揮等、ヒューマンエラー事故防止対策として、コミュニケーシ

ョン能力等が資格要件として追加された STCW条約の 2010年マニラ改正以前から導入して

いる科目である。特に、カッター等の帆走を通じて、自然界への対応能力や自己保全能力

を身につけるとともに、倫理観を備えたリーダーとしての素養を身につけ、海事社会にお

けるリーダー像の理解を目的としている。 

 

 授業概要 

本教科は、海事科学への導入基礎とした選択科目であり、特に、グローバル輸送科学科

航海マネジメントコースを習得する学生には必修に等しい科目である。グループでの行動

を行うことにより、団体生活に不可欠なチームワークの重要性と協調性を理解し、リーダ

ーとしての指導力を涵養する。授業の総まとめと位置付けられるカッター（５艇）を用い

た２泊３日にわたる巡航は、各艇の計画密度が航海の成果に直接反映される極めて実践的

な授業である。学生は、深江（海事科学部ポンド）←→泉佐野（旧南海フェリー埠頭付近）

間の総航程約 40 海里、過酷な条件での艇上団体生活を通じて、チームワークの要諦を理

解しながら、協調性を育み、少しずつリーダーとしての素養が修得される。本教科は、講

義と海上での実習とで構成され、体験型の講義・演習であるので、全出席が評価基準であ

る。 

 

 

 

 

 

 

＜リーダーシップ＞ 

 

写真１：帆走・とう漕中のカッター       写真２：他艇の到着待機中 



 

 

 

写真３：サバイバルトレーニング        写真４：泉佐野港出港（田尻港へ） 

写真５：快調 帆走中              写真６：泉佐野港出港（深江へ） 

 

２－３ 海技実習（マリンエンジニアリング学科対象） 

   （ Maritime Sport ＆ Boat Handling ） 

 平成25年度より学科改組に伴う新カリキュラムとなった。平成26年度マリンエンジニアリ

ング学科2年生の専門科目として、前期に月曜1,2時限で開講されている。クルーザーヨット、

カッター、小型船操縦（白鴎）、結索（ロープワーク）の初歩技術を実習し、専門分野概論、

安全講習などの講義が実施されている。「海」や「船」に親しみ、海事科学専門分野への興

味を深めることや安全への意識を高め、国際海洋人の教養としての基礎体験をしている。 

 海上での実習のため、雨天、強風、猛暑など自然条件に左右され危険度も高く、実習学生

数に比べて、多数の教員が指導や救助担当に携わり、コストの高い授業ともいえる。学生の

アンケートからは、「海」や「船」への興味向上や憧憬を表現した回答が見られる。学生に

とっても、教員にとっても大きな意義のある授業となっている。実習風景と授業アンケート

を以下に紹介する。 

  

 

 

 



 

 

（平成26年） 海技実習 授業アンケート結果 

 授業対象学科：マリンエンジニアリング学科 ２年 前期月曜日1.2時限 

質問項目 

 問１. 海や船への興味は深まりましたか？ 五段階評定得点 

 問２. 授業は楽しかったですか？ ５段階評定得点 

 問３. 有意義な授業でしたか？ ５段階評定得点 

  

 問１〜問３ 各問の 自由記述 

 

集計結果（問１、問２、問３） 

 

  1 海や船への興味は深まりましたか？ 回答数 パーセント 

1 全くなかった 0 0.0% 

2 すこしなくなった 1 1.3% 

3 普通である 12 16.0% 

4 少し深まった 40 53.3% 

5 とても深まった 22 29.3% 

  計 75   
    

  ２授業は楽しかったですか？ 回答数 パーセント 

1 全く楽しくなかった 0 0.0% 

2 あまり楽しくなかった 4 5.3% 

3 普通である 8 10.7% 

4 少し楽しかった 32 42.7% 

5 とても楽しかった 31 41.3% 

  計 75   
    

  ３有意義な授業でしたか？ 回答数 パーセント 

1 全く有意義ではない 0 0.0% 

2 あまり有意義ではない 0 0.0% 

3 普通である 9 12.0% 

4 少し有意義であった 31 41.3% 

5 とても有意義であった 35 46.7% 

  計 75   

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

２－４ 海技実習（グローバル輸送科学科 航海マネジメントコース対象） 

 授業のテーマと目的 

海技実習はグローバル輸送学科航海マネジメントコース 2 年生を対象としている。ロー

プワークとカッターによる航海を上級生とともに行うことにより、チームワークの重要性

と強調性を理解し、リーダーシップの指導力を涵養している。 

 授業概要 

海技実習は平成 25 年度からの入学生を対象としており、グローバル輸送学科航海マネジ

メントコースを習得する学生には不可欠な科目である。これらの授業では上級生と下級生

がカッターに同乗してとう漕並びに帆走等を行うことにより、団体生活に不可欠なチーム

ワークの重要性と協調性を理解し、リーダーとしての指導力を涵養する。授業の総まとめ

と位置付けられるカッター（３艇）を用いた２泊３日にわたる巡航は、各艇の計画密度が

航海の成果に直接反映される極めて実践的な授業である。学生は、深江（海事科学部ポン

ド）←→泉佐野（旧南海フェリー埠頭付近）間の総航程約 40 海里、過酷な条件での艇上

団体生活を通じて、チームワークの要諦を理解しながら、協調性を育み、少しずつリーダ

ーとしての素養が修得される。本教科は、講義と海上での実習とで構成され、体験型の講

義・演習であるので、全出席が評価基準である。 

 

第 3 節 舟艇 

 海技教育センターでは、実習船以外に授業、実習、実験および課外活動に用いる舟艇を管理

している。繋船池（ポンド）に配備されている各舟艇を以下に示す。 

 

３－１ カッター 

 FRP 製９ｍカッターが 10 隻有り、授業に応じて必要隻数を進水させ海上実習等に使用し

ている。カッターは、最新の技術を駆使した艇ではない。それゆえに自然条件の影響を大き

く受け効率的運航は非常に難しい。さらに 12 人の漕ぎ手を指揮する必要がある。一方で安

全性は高く、学生のみによる航海が可能である。このことは、慣海性や海に関わる者の資質

の涵養は当然のこと、リーダーシップおよびフォロワーシップといった現代的若者の課題に

ついて実践を通して体得できるものである。平成 19 年度からは授業「リーダーシップ」が開

始され、帆走ぎ装を使用するようになった。平成 26 年度からは 2 年生に授業「海技実習」

が開講され、3 年生と 2 年生が共にカッターに乗組み海上実習を行っている。 

神戸大学男子端艇部は、通常クラブが所有する艇を用いて活動しているが、巡航には帆走

を要することから海技教育センターで管理している艇を使用している。  

 

３－２ 青雲丸 

 青雲丸は、海上での授業、授業の支援、教員の研究、課外活動の支援等幅広く活用されて

いる。青雲丸の推進方式はアウトドライブと呼ばれる方式であり、操船性能が非常に優れて

いるため、特に研究支援で牽引力を必要とする作業には有用な舟艇である。また、艇庫クレ

ーンで上下架することが可能であるので、頻繁に船底整備ができる。このことから、青雲丸

は常に艇速を維持することが可能で、シーズンを通して約 20 ノット近くで運航が可能であ

る。しかしながら研究支援需要の低下と授業での使用頻度が低下したため平成 26 年度末で

用途廃止とすることになった。今後は海洋系課外活動救助艇として使用の予定である。 

 

 



 

 

３－３ ろっこう 

 “ろっこう”は全長 5.73m の船外機付き和船であり非常にシンプルな構造である。また、

広い甲板と浅い船型は作業が行いやすく、授業支援、教員の研究支援などに活用されている。

平成 17 年度からは、船外機をヤマハ製 2 サイクル 8 馬力からホンダ製 4 サイクル 15 馬力に

変更し、燃料消費量が大幅に削減されたほか、排気ガスによる海水汚染も軽減された。さら

に 8 馬力から 15 馬力に上がったことにより速力が上昇し、益々活躍している。  

 

３－４ ほくら 

 “ほくら”は櫓櫂をもって航行する FRP 製の和船であったが、平成 20 年 3 月にヤマハ製

船外機を取り付け、櫓櫂のみならず船外機で航行できる小艇とした。船外機は、ろっこう同

様 4 ストローク 15 馬力の船外機（ヤマハ製）である。櫓櫂については、海上実習において

学生に伝統の技を体験させ活躍し、櫓櫂伝馬船部の活動にも用いられている。また船外機に

ついては、授業や実験ならびに社会貢献においてろっこう同様に警戒運営補助業務が行なっ

ている。 

 

３－５ 木造和船“隼”“海松丸” 

 平成 20 年 3 月に瀬戸内和船工房の松下氏より木造和船を 2 隻購入した。長さ 4.5ｍの木造

和船を“海松丸”、長さ 5.4ｍの木造和船を“隼”と命名した。“海松丸”は全長が短く幅が狭

いために経験が無い者が乗船するには危険であるため、木造和船の構造の理解と櫓櫂伝馬船

部の活動に用いられている。また海事博物館にて 2012 年 7 月 13 日から 10 月 27 日に開催

された企画展「船の推進力発展史‐人力・風力から未来へ‐」において人力船の一つとして

出展された。“隼”は全長が長く幅が広いために安定しており、平成 23 年度、24 年度は授業

「総合ゼミ 2」および深江祭おける櫓櫂船体験に用いられ、学生ならびに多くの一般の方が

櫓の推進原理を理解するとともに木造和船を親しんでいる。例年深江祭では 100 名を超す市

民が木造和船によるポンド周遊を楽しんでいる。 

 

 

 

第 4 節 課題 

４－１ 照明 

 艇庫シャッター横外壁に照明が設置されているが、設置場所の問題と照明数の問題から、

クレーン作業対象となる海上に十分な照明がなされない。また岸壁近傍の海面は岸壁によっ

て生じる影のため暗く、夜間のクレーン作業が非常に危険である。危険解消のためには、ク

レーンレールを保持している海側柱へ十分な照明を設置する必要がある。 

 また、岸壁端に設置されている車止めには照明が無く、夜間にあっては岸壁端を把握し辛

い状況である。特に艇庫南側から南側防波堤にかけては十分な照明が無いので、繋船池（ポ

ンド）全体の照明を検討し夜間の安全を確保する必要がある。 

 

４－２ 雨天時の説明場所 

 雨天時の授業において、雨を避けて説明を行うスペースが少ないので、現在はカッターを

艇庫外に押し出して艇庫内を用いている。艇庫クレーンの支柱および梁を利用した鋼製天井

が設置されれば不便が解消される。 

  



 

 

４－３ 桟橋 

 南側防波堤沿いに桟橋が設置されているが、当初計画を完了できていない。南側防波堤に

設置されている水道は、現状桟橋の東側端となっており使い勝手が悪く、また、H 鋼 1 本が

未使用のままとなっている。クライナーベルグやその他の艇の安全な着桟と効率的な桟橋の

使用のため、当初計画どおり東側に桟橋一基の早期設置が望まれる。 

 南側防波堤沿い桟橋への出入りは、垂直はしごを経由しなければならない。潮高が高い場

合はそれ程落差は無いが、潮高が低い場合は２ｍ以上の落差となり危険である。また、バリ

アフリーの観点からも、繋船池（ポンド）スロープから南側防波堤沿い桟橋へ出入りできる

ように桟橋の西側への延長が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

第６章 
 

実技業実習室 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第 1 節 概要 

技業室は海技実習センターの二階にあり、実習室（広さ 91 ㎡）および倉庫ならびに準備室

より成る。実習室には結索練習用のバーがコの字型に配置され、一度に 32 名の学生が実習

できるようになっている。この技業室では、ロープの構成、撚り方の判別から始まり、さま

ざまな用途に適した結び方（作業用、装飾用など）、継ぎ方を実習しロープ技術を獲得できる

環境となっている。 

 

第 2 節 実習概要 

授業時間割に基づく技業室を利用する実習は次のとおりである。 

 

２－１ 「海技実習」および「海への誘い」 

グローバル輸送学科航海マネジメントコース 2 年生を対象とする授業「海技実習」および

全学学生を対象とする総合教養科目Ⅲ「海への誘い」では、練習用ロープを貸し出し、室内

や屋外で次の実習を行っている。実習の主な内容は次のとおりである。 

 

（１）ロープの基礎知識 

 ①ロープの構成 ②ロープの撚り 

 

（２）基本的な結び 

 ①８字結び  ②巻き結び  ③本結び ④もやい結び 

 ⑤大錨結び  ⑥クリート結び  ⑦二重つなぎ  

⑧ファイヤーマンズコイル ⑨フィッシャーマンズコイル 

⑩シーガスケットコイル 

 

 加えて「海技実習」では 3 つ撚りロープのアイスプライスとショートスプライスを行い、

ロープの加工方法を理解させている。 

 

２－２「航海学実験３」 

「航海学実験３」は海事技術マネジメント学課程（航海群）の３年生を対象としている。

「航海学実験３」はそれぞれの研究室がテーマを設定しているが、船舶安全管理学研究室で

は、授業「海船に親しむ」を基に編みロープおよびワイヤーロープに関する実習を行ってい

る。船舶安全管理学では次の 3 つのテーマを設定している。 

 

テーマⅠ ワイヤー・ロープのアイ・スプライス 

テーマⅡ   三撚りロープのアイ・スプライスおよびショート・スプライス  

テーマⅢ エイト・ロープのアイ・スプライスおよびショート・スプライス 

 

「航海学実験３」実習では、ロープ加工技能を養成することを目的とせず、管理者として

一部の加工の実体験を通じて、作業の本質ならびに安全に対する着眼点を理解することを目

的としている。そのために実習は基礎的な説明以外は一切無く、学生には自身の努力で完成

させレポートを作成させている。 

 

 



 

 

 

 

第７章 
 

通信実習室 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第１節 概要 

 通信実習室は、海技教育センター３階にあり、その広さは９１平方メートルで、教官卓マ

スターブース１台と学生用ブース３３台を備え、VHF 模擬装置による実習が可能である。ま

た、GMDSS の要となる装置として、DSC 無線電話（デジタル選択呼出無線電話）及びイン

マルサットシステムの模擬装置を１セットずつ備えている。 

 

第２節 年間活動状況 

 通信実習室は、主としてグローバル輸送科学科航海マネジメントコース、海事技術マネジ

メント学科航海分野選択の学生を対象にした「船舶通信管理」の講義・実習に使用されてい

る。また、総合ゼミⅡ、航海学実験Ⅱの講義演習室としても使用されている。 

 

第３節 主な設備 

① DSC 無線電話（デジタル選択呼出無線電話）  

② インマルサットシステム 

③ VHF 訓練装置 

④ 発光信号練習装置 

⑤ 旗りゅう信号 

⑥ 信号マスタープログラム 

⑦ GMDSS 模擬訓練用ソフト 

 

第４節 今後の課題 

 通信実習室に関する経費は、特別に予算化されておらず、当該実習室の維持管理のために

は、海技教育センター予算及び担当教員の研究費等から支出されている。従って、大規模な

設備充実・更新は困難な状況である。現在、モニターテレビの作動状況が芳しくなく、モニ

ターテレビの撤去とプロジェクターとスクリーンの設置が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

第８章 
 

海洋系課外活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第１節 男子端艇（カッター）部 

     顧問 大学院海事科学研究科教授  古荘 雅生 

 

【平成 25 年度】 

6 月 1 日     第 57 回全日本カッター競技大会（会場：防衛大学校） 結果 5 位 

6 月 29～30 日  水無月巡航（須磨ヨットハーバー）  

7 月 20 日     部内紅白戦 

8 月 9 日～13 日 本巡航（深江-林崎-妻鹿-坂越-妻鹿-深江） 

10 月 5 日    練習試合（会場：神戸大学 参加校：神戸大学、三重大学） 

11 月 2 日     第 59 回西日本新人カッター競技大会(会場：水産大学校) 結果 4 位 

3 月 21～23 日  商船対抗（会場：神戸大学） 

 

【平成 26 年度】 

5 月 31 日   第 58 回全日本カッター競技大会 

（会場：芦屋浜） 結果 6 位 

6 月 28～29 日 水無月巡航（須磨ヨットハーバ

ー） 

7 月 26 日  部内紅白戦 

8 月 12 日～20 日 本巡航 

（深江-妻鹿-坂越-牛窓-女木島-坂手-家島-二見-深江） 

11 月 2 日  第 60 回西日本新人カッター競技大会(会場：海上保安大学校) 結果 1 位 

   （中国新聞 2014 年 11 月 3 日 朝刊記事） 

 

第２節 女子端艇（カッター）部 



 

 

                                    顧問 大学院海事科学研究科教授  矢野 吉治 

 

 女子端艇部は六甲台における授業等の関係から早朝練習を中心に活動する。平成26年度は

新人５名が入部し練習にも熱が入っている。男子端艇部同様に、カッター競技は単に体力勝負

だけではなく、漕ぎの技術とチームワーク、一糸乱れぬ統制のとれた動き、競技海域の気象海象

に応じた戦略や操艇技術など、艇員にはバランスのとれた総合力が強く求められる。女子の部で

は艇長、艇指揮の下、６名の漕ぎ手により1,000メートルの直線でタイムを競う。全日本大会と西

日本新人戦では優勝あるいは連覇を目指して奮闘してもらいたい。 

 平成25年及び26年度におけるカッター競技大会の「女子の部」大会成績を以下に示す。 

  【全日本カッター競技大会】 

   ○第57回：平成25(2013）年６月１日（土）当番校：防衛大学校 

    競技会場：走水・伊勢町海岸沖  女子の部：1,000ｍ直線 

     優 勝：海上保安大学校   （タイム：６分44秒02） 

     準優勝：神戸大学      （タイム：６分57秒03） 

     第３位：長崎大学       （タイム：７分07秒09） 

   ○第58回：平成26(2014)年５月31日(土) 当番校：神戸大学 

    競技会場：芦屋浜南方水域   女子の部：1,000ｍ直線 

     優 勝：海上保安大学校   （タイム：６分28秒56） 

     準優勝：長崎大学      （タイム：６分32秒60） 

     第３位：神戸大学      （タイム：６分44秒56） 

  【西日本新人カッター競技大会】 

   ○第59回：平成25(2013）年11月２日(土) 当番校：水産大学校 

    競技会場：水産大学校吉見沖  女子の部：1,000ｍ直線 

     優 勝：長崎大学      （タイム：７分06秒34） 

     準優勝：鹿児島大学     （タイム：７分08秒88） 

     第３位：神戸大学      （タイム：７分18秒78） 

   ○第60回：平成26(2014)年11月２日(日) 担当校：海上保安大学校 

    競技会場：海上保安大学校前面海域 女子の部：1,000ｍ直線 

     優 勝：神戸大学      （タイム：７分42秒92） 

     準優勝：東京海洋大学    （タイム：８分07秒03） 

     第３位：長崎大学      （タイム：７分41秒32） 



 

 

 

              第60回 西日本新人カッター競技大会 女子の部『優勝』 

                            （神戸大学男女ペア優勝） 

                  《平成26年11月２日(日) 於 海上保安大学校》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第３節 カヌー部 

                 監督 葛西 直樹（くずにし なおき） 

 

神戸大学体育会カヌー部が海事技術センターの艇庫を拠点に活動をさせて頂くようになっ

てから 10 年目を迎えようとしています。この間、大きなトラブルも無く来られましたのは、

当センターを拠点とした活動環境の充実によるところが大きいと思っています。なお、部員

達もこのような恵まれた環境の下、文武に励み、その成果もあって 2014 年度の関西ならび

に全日本でのフラットウォーターレーシングカヌー競技会での成績も良好で、その主なもの

を掲げると下記の通りとなりましたので報告させて頂きます。また、本年 3 月には 2 名が学

生表彰を頂戴する事ができました。今後とも、カヌー部の活動へのご理解とご指導を賜りま

すよう、何卒、宜しくお願い申し上げます。 

 

2014 年度競技成績 

＜第 50 回関西学生カヌー選手権大会＞ 

男子カヤック部門  500m フォア  吉峰・近藤・畑野・菅 ３位 

男子カナディアン部門  500m フォア 橋・楞野・花内・多田羅 ６位 

   

関学選表彰式    男子カヤック 500m フォアメンバー 

 

＜第 50 回全日本学生カヌー選手権大会＞ 

男子カヤック部門  5000ｍシングル 畑野将吾  ９位 

男子カナディアン部門  200m シングル 多田羅光樹  ５位 

男子ジュニアカナディアン部門 500m ペア 蹴揚・喜多村  準優勝 

  

      インカレ表彰式          学生表彰 

第４節 オフショアセーリングクラブ 

     顧問 大学院海事科学研究科准教授  山下 和雄 



 

 

 

クライナーベルクの進水に伴いセーリング楽しむ学生が集まり同好会として活動を開始し

ていたが、徐々に部員数も増え、学連への加盟、全日本選手権や海外レース参加など、活動

を広げてきた。平成25年度からは神戸大学の課外活動公認団体として体育会「オフショアセ

ーリング部」として活動することになった。平成27年３月現在の部員数は、68名（内訳、海

事科学部59、工学部1、経済学部1、経営学部１、発達科学部1、理学部１、農学部4、女子部

員数13）である。レース派、クルージング派、時々セーリングを楽しむ派と多様な活動を認

め活動している。活動の概要は、週２回程度 J24クラスヨット 3艇を使用して芦屋、西宮周

辺海域で練習し、学外協力艇にも同乗している。また30ftの学外艇を借用し学生だけでセー

リングやクライナーベルクでも練習を行っている。 

 年間の主な活動は、4月新入生勧誘セーリング、５月関西空港ヨットレース（淡輪YH）、

神戸祭りヨットレース（須磨YH）、6月、７月ミニクルージング、８月夏クルージング、阿

波踊りヨットレース（徳島YC）、ディンギー合宿、９〜10月KYCホワイトセール、10月世界

学生外洋帆走選手権（フランス）、12月納会、1〜２月KYCホワイトセール、整備、３月全日

本学生外帆走洋選手権（アニオルズカップ）である。 

 平成25年4月には神戸・横浜間ヨットレース（340マイル）に参加した。帰りの回航を含め

初めての外洋帆走となり、参加学生7名も逞しく成長した。 

 平成25年9月にフランスで開催された世界学生外洋帆走選手権（SYWoC）にも別のチームが

参加した。近年グローバル人材の育成が注目をされるが、神戸大学における教育目標の１つ

でもある。世界の大学生と10日間に渡る熱戦を繰り広げる若き日の海外体験は世界に触れる

貴重な青春の思い出になっている。 

 平成27年３月に神奈川県葉山マリーナ、葉山新港で開催された全日本学生外帆走洋選手権

（アニオルズカップ2015）では全レース１位の完全優勝を達成し、平成27年9月または10月

に世界大会（フランス）に遠征する予定である。 

                 

主な活動記録は次の通りである。 

（１）平成25年度活動 

新歓セーリング（4月土日） 

神戸・横浜間ヨットレース（340マイル 4/28スタート〜4/30フィニッシュ） 6 /11位 

 帰路回航 （5/3横浜発、5/5 那智勝浦入港、5/6深江） 

第43回神戸祭りヨットレース （5 /18〜19 須磨ヨットハーバー） 

  クライナーベルク（KB） クルーザークラス II  1位 / 6 参加、 

  リンクワークス（LW学外艇）4/6位、オーシャンベル（J24,OB）21 /21位 

  イースタンカーライナー（J24,ECL）8/21位 

  深江祭試乗会（5/23） OD,ECL （5/24）KB,OD,ECL 

ディンギー合宿（8/21〜23 淡路海洋実習施設） 

全日本学生外洋帆走選手権（6 / 21 神奈川県葉山マリーナ）1/7位 

大阪湾クルージング（7/13,14 泉大津マリーナ LW,OB,ECL, OD）  

夏クルージング（8/9 神戸 → 沼島→ 8 /10 和歌山マリーナシティ 8/11 紀伊水道レー

ス（KB3/6位、LW2/6位）→ 8 /12,13 徳島市、8/14 第41回阿波踊りレース

（KB58/64,LW46/64位） → 8 / 15 沼島 → 8 /16 神戸 ） 

世界学生外洋帆走選手権 SYWoC2013（10/11〜23フランス La Trinite ）15 /15位 

全日本学生外洋帆走選手権（ANIOR’S CUP）（3/13〜3/20 深江沖 2 /4 位） 



 

 

（２）平成26年度活動 

新歓セーリング（4月土日） 

関西空港一周レース （5/3回航,5/4レース）KB,ECL,LW 

 第1R KB12/35 LW8/29 ECL11/24 第2R KB25/32 LW9/28 ECL DNF  

 総合KB19/33 LW6/30 ECL18/25  

関空一周クルージング（5 /5,6 二色ヨットハーバー寄港）KB,ECL,LW 

第44回 神戸祭りヨットレース（5 /15〜16 神戸市須磨ヨットハーバー） 

  クライナーベルク（KB）     クルーザークラス II  18 / 20 位 

   オーシャンベル（OB）       クルーザークラス I   8 / 14 位 

   イースタンカーライナー（ECL） クルーザークラス I   7 / 14 位  

   リンクワークス（LW）      クルーザークラス I   DNS  

  深江祭試乗会（5/23） OD,ECL （5/24）KB,OD,ECL 

大阪湾縦断クルージング（7/ 5〜6 二色ヨットハーバー）OD,OB,ECL,LW 

夏クルージング 

（8/12神戸→8/12 沼島→8/13徳島市 ,8/14阿波踊りヨットレース→8/15神戸） 

第42回 阿波踊りヨットレース（8/13 徳島沖 徳島YC）KB 35 /54位 LW38/54位 

全日本学生外洋帆走選手権（3/4〜3/8神奈川県葉山MR、葉山沖）優勝/５ 

 

   
  阿波踊りヨットレース          全日本外洋学生選手権 艇整備 

     

全日本外洋学生選手権 スタート       全日本外洋学生選手権 第一レグ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第５節 櫓櫂伝馬船競漕会（海事科学部同好会） 

 

                  顧問 大学院海事科学研究科准教授 渕 真輝 

１．課外活動の目的 

櫓櫂伝馬船競漕会（以後、伝馬船部という）は、平成 14 年（2002 年）11 月に設立さ

れた海事科学部の課外活動部（同好会）である。伝馬船は古来より身近な作業船として

使用されていた。船の構造は簡単で、１人で操船することが可能であり、海に親しむこ

とが容易である。本同好会は、このような長所を活かし、海に興味のある学生が容易に

海に親しむことができる課外活動である。活動の目的を以下に示す。 

 

  ① 伝統的な伝馬船の漕艇技術を体得する。 

  ② 小型舟艇の運航を通して、操船特性の知識及び安全運航の技術を身につけ 

    る。 

  ③ 対外試合に赴くことで、同じ伝馬船漕手や、港湾、島において海事関連業務 

に携わる方々との交流を図る。 

 

２．活動概要 

 平成 25 年度および平成 26 年度には、深江祭において市民向けの試乗会を行い、福井

県大飯郡おおい町で行われた「手こぎ舟の通し合い」に参加した。 

深江祭では多くの市民が試乗し、毎回 100 名以上の市民が試乗している。特に深江丸

の運航がない初日には多くの市民が伝馬船の試乗を楽しみ、櫓に挑戦した。「手こぎ舟の

通し合い」ではレースに参加するとともに運営補助を行い、開催地において交流を行っ

た。 

 

３．設備 

海技実習センター（当時）が、平成 20 年 3 月に瀬戸内和船工房の松下氏より木造和船

を 2 隻購入した。長さ 4.5ｍの木造和船を“海松丸”、長さ 5.4ｍの木造和船を“隼”と

命名された。“海松丸”は全長が短く幅が狭いために経験が無い者が乗船するには危険で

ある。現在、海事博物館内にて気軽に触れることのできる和船として展示されている。

“隼”は全長が長く幅が広いために安定している。両木造和船ならびに従前から使用し

ている FRP 船“ほくら”の 3 艇を活動に使用させて頂いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

第９章 
 

研究航海関係 

研究一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．平成２５年度 夏季研究航海 

Ａ 深江丸船長研究室 

（１）低摩擦型船底防汚塗料の低摩擦性評価（速力試験） 

（２）高経年化に伴う機関出力－速力曲線の変動調査 

Ｂ 深江丸機関長研究室 

（１）深江丸の機関性能・機関運転管理の評価に関するデータ収集 

Ｃ 船舶安全管理学研究室 

（１）航海視環境に関する調査 

（２）航海当直における学生のヒューマンファクター 

（３）船舶実習のための映像教材の作成 

Ｄ 海洋微生物科学研究室 

（１）商船の停泊・荷役海域を対象としたフジツボ付着期幼生の個体数分布調査 

Ｅ 画像処理研究室 

 （１）レーダ映像からの小物標抽出に関する研究 

Ｆ 岡山理科大学 

（１）水環境中の多環芳香族炭化水素（PAH）の動態調査 

（２）瀬戸内海・四国南岸における CO2 とその関連物資の観測 

 

２．平成２５年度 春季研究航海 

Ａ 深江丸船長研究室 

（１）低摩擦発展型船底防汚塗料の低摩擦性評価（機関出力－速力データの収集）  

（２）低摩擦発展型船底防汚塗料の性能評価（速力試験） 

Ｂ 深江丸機関長研究室 

（１）深江丸の機関性能・機関運転管理の評価に関するデータ収集 

Ｃ 海洋気象研究室 

（１）深江丸搭載気象・海象観測機器によるデータ収集と測定精度評価 

Ｄ 画像処理研究室 

 （１）レーダ映像認識に関する研究 

Ｅ 電子航法研究室・水産工学研究所・渦潮電機 

（１）ＤＰシステムの技術開発 

（２）ＣＰＵ制御による操舵システムの開発 

（３）海洋データ収集記録システムの開発 

Ｆ 岡山理科大学 

（１）水環境中の多環芳香族炭化水素（PAH）の動態調査 

（２）CO2 とその関連物質の観測 

 

３．平成２６年度 夏季研究航海 

Ａ 深江丸船長研究室 

（１）環境対応型重金属フリーの低摩擦型船底防汚塗料の評価試験 

（速力試験、軸馬力・速力計測） 

（２）深江丸の実海域航海中の船体運動の計測実験 

（３）深江丸の遠隔操船システムの検証実験 

Ｂ 深江丸機関長研究室 



 

 

（１）深江丸の機関性能・機関運転管理の評価に関するデータ収集 

Ｃ 海洋微生物科学研究室 

（１）商船のドリフティング・錨泊・荷役等海域を対象としたフジツボ付着期幼生の 

種及び個体数分布の調査 

Ｄ 海洋気象研究室 

（１）温室効果ガス及の濃度測定と関連データの収集 

Ｅ 海事環境管理研究室 

 （１）天然海水中の重金属の動態解析 

Ｆ 電子航法研究室・渦潮電機 

（１）ＤＰシステムの技術開発 

（２）ＣＰＵ制御による操舵システムの開発 

Ｇ 遺伝子実験センター乾研究室 

（１）有機フッ素化合物分解菌の探索 

 Ｈ 岡山理科大学 

（１）水環境中の多環芳香族炭化水素（PAH）の動態調査 

Ｉ 横浜国立大学海空制御システム研究室・古野電気 

（１）波浪レーダ及び小型ブイを用いた波浪計測 

 

４．平成２６年度 春季研究航海 

Ａ 深江丸船長研究室 

（１）重金属フリーの新型船底防汚塗料の評価試験 

（機関出力－速力データの収集及び速力試験）                                           

（２）船舶における業務従事視環境の調査 

（３）瀬戸内海における船舶の航行調査に関する研究 

Ｂ 深江丸機関長研究室 

（１）深江丸の機関性能・機関運転管理の評価に関するデータ収集 

Ｃ 海洋気象研究室 

（１）大気中温室効果ガス(CO2,N2O)及び水質の連続観測 

Ｄ 海事安全システム学研究室 

 （１）Ship Safety Speed Investigatin 

Ｅ 電子航法研究室・水産工学研究所・ＪＲＣ 

（１）ルートトラッキングシステムの開発と評価 

（２）オートパイロットアルゴリズムの開発と評価 

（３）船舶自動識別装置(AIS)のトラフィック調査 

Ｆ 岡山理科大学 

（１）水環境中の多環芳香族炭化水素（PAH）の動態調査 

Ｇ 横浜国立大学海空制御システム研究室・古野電気 

（１） 波浪レーダ及び小型ブイを用いた波浪計測 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

巻末 
 

平成 25 年度 海技教育センター運営委員会議事要旨（第 1 回～11 回） 

平成 26 年度 海技教育センター運営委員会議事要旨（第 1 回～8 回） 

附属練習船深江丸共同利用運営協議会議事要旨 

神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規 

附属練習船等使用申請書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成 25 年度 第１回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日  時 平成 25 年 4 月 4 日（木） 16 時 00 分～17 時 15 分 

場  所 第四会議室 

出 席 者  矢野委員長、河合機関長、若林(伸)教授，藤本(昌)准教授、 

廣野准教授、井川准教授、世良准教授、渕助教 

長松准教授，山地講師，三輪講師，坂本企画係長（足立事務長代理） 

以上 12 名（定足数を確認） 

欠 席 者 山下准教授、古莊教授 

陪 席 者 企画係 杉本  深江丸：西山一航士 和巻一機士 

   

【資料】 

資料 25-1-1 海技教育センター運営委員会名簿・関係内規 

資料 25-1-2 平成 24 年度第 7 回海技教育センター運営委員会議事要旨 

資料 25-1-3 平成 25 年度深江丸等運航予定表 

資料 25-1-4 附属練習船「深江丸」便乗願い 

資料 25-1-5 ポートラジオオペレーター乗船研修依頼書 

資料 25-1-6 平成 25 年度深江丸等予算当初配分 

資料 25-1-7 ECDIS 訓練関係資料 

資料 25-1-8 平成 24 年度春季研究航海活動報告（案） 

資料 25-1-9 「ブライトリンク・ジェットチーム」によるアクロバット飛行概要 
資料 25-1-10 平成 24 年度深江丸運航集計 

資料 25-1-11 小型船舶操縦士国家試験について 

 

 議事に先立ち，本年度から新たに委員となった教員から挨拶があった。 

 また，資料 25-1-1 及び資料 25-1-2 を確認した。 

 

【審議事項】 

１．平成 25 年度深江丸等運航予定表について 

 委員長から，資料 25-1-3 に基づき説明があり，次の項目を追加して承認し

た。 

 

 ・5 月 21 日 富士貿易株式会社 深江丸見学 

 

２．深江丸の使用について（客員教授・長谷部正道） 

 委員長から，資料 25-1-4 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

３．深江丸の使用について（株式会社東洋信号通信社） 

 委員長から，資料 25-1-5 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

４．平成 25 年度深江丸等予算当初配分について 

 委員長から，資料 25-1-6 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

 なお，電気料金の値上げ等が予定されており，本センターでは，さらに経費を



 

 

節約する必要があることから，４月４日夜より，深江丸乗組員の夜間の在船があ

る場合を除き、通常の夜間は深江丸の陸電を遮断してブラックアウトを実施する

旨の報告があった。 

５．ＥＣＤＩＳ訓練の環境整備に伴う深江丸の運航データ収集と船舶運航シミュレータの利用について 

廣野委員から，資料 25-1-7 に基づき説明があり，海技教育センターとして， 

引き続き検討することとなった。 

 

６．平成 24 年度深江丸春季研究航海報告書（案）について 

 委員長から，資料 25-1-8 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 また，海事科学研究科ウェブサイトへアップロードすることを承認した。 

 

７．海事科学部 1 年生を対象とした体験航海について 

 渕委員から，毎週金曜日に海事科学部 1 年生を対象に，小型船の乗船体験を行

う旨の説明があり，原案のとおり承認した。 

 

【報告事項】 

１．平成 24 年度深江丸運航集計について 

 委員長から，資料 25-1-10 に基づき報告があった。 

 

２．小型船舶操縦士国家試験について 

 委員長から，資料 25-1-11 に基づき報告があった。 

 

３．「ブライトリンク・ジェットチーム」によるアクロバット飛行見学運航について 

 委員長から，資料 25-1-9 に基づき報告があった。 

 

４．平成 26 年度公開講座について 

 世良委員から，広報・社会交流推進委員会では，平成 26 年度公開講座は深江

丸を用いて開講する方針である旨の報告があった。 

 

 

【その他】 

 次回、運営委員会は、平成 25 年 6 月 25 日（火）16 時 00 分から開催すること

となった。  

                                       

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成 25 年度 第２回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日  時 平成 25 年 6 月 25 日（火） 16 時～17 時 

場  所 第二会議室 

出 席 者  矢野委員長、河合機関長、古莊教授、若林(伸)教授，藤本(昌)准教授、 

山下准教授、廣野准教授、井川准教授、渕助教 

長松准教授，山地講師，三輪講師，足立事務長 

以上 13 名（定足数を確認） 

欠 席 者 世良准教授 

陪 席 者 企画係長 坂本 企画係 杉本  深江丸：西山一航士 和巻一機士 

   

【資料】 

資料 25-2-1 第 1 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案） 

資料 25-2-2 平成 25 年度深江丸等運航予定 

資料 25-2-3 むこ丸の臨時船長継続依頼 

資料 25-2-4 深江丸観測機器増設依頼 

資料 25-2-5 STCW 外部監査通知 

資料 25-2-6 平成 25 年度夏季研究航海の募集要項（案） 

資料 25-2-7 深江丸使用届出書 

資料 25-2-8 ECDIS 訓練環境の整備と船舶運航シミュレータの活用について 

 

【審議事項】 

１．第 1 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）について 

 委員長から，資料 25-2-1 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

２．深江丸等運航予定について 

 委員長から，資料 25-2-2 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

３．海事科学船上セミナー（9/17～20 実施予定）の講義分担について 

 委員長から，海事科学船上セミナーについて，本年度は各系で講義分担を行い

たい旨の説明があり，原案のとおり承認した。 

 講義分担については，委員長から系主任に依頼することとなった。 

 

４．深江丸使用申請について 

 委員長から，資料 25-2-7 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

５．むこ丸の臨時船長継続依頼について 

 委員長から，資料 25-2-3 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

６．深江丸観測機器増設依頼について 

 委員長から，資料 25-2-4 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 なお，増設に関わる工事は入渠中に行う旨の説明があった。 



 

 

７．STCW 外部監査について 

 廣野委員から，資料 25-2-5 に基づき，8 月から 12 月の間に監査がある旨の説

明があった。 

 監査については，廣野委員を中心に対応することとなったが，今後の体制につ

いては，検討することとした。 

 

８．ECDIS 訓練環境の整備と船舶運航シミュレータの活用について 

 廣野委員から，資料 25-2-8 に基づき，ECDIS 訓練環境の整備については，本年

度 2 年生の学生から条約改正に合わせた訓練を行わなくてはならないため，早急

な対応が必要であり，海事科学研究科運営委員会に要望していく旨の説明があっ

た。 

 

９．夏季研究航海の募集要項について 

 委員長から，資料 25-2-6 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 なお，今回の寄港地については，乗船者の研究内容を考慮し，決定することと

し，運営委員会に附議のうえ，募集をすることとなった。 

 

 １０．海洋実習施設の管理について 

 古莊委員から，海洋実習施設の管理について，現在は国際海事研究センターが

管理しているが，施設の目的等から，海技教育センターが管理する方がよい旨の

説明があり，海洋実習施設の管理について今後も，検討することとなった。 

 なお，海洋実習施設は平成 25 年度中に改修を開始する予定である。 

 

 １１．海への誘いについて 

 古莊委員から，全学共通科目「海への誘い」について，現在担当は古莊委員で

あるが，担当 4 年目となるため，後任を選びたい旨の説明があり，今後，検討す

ることとなった。 

 

【報告事項】 

１．深江丸の運航について 

 委員長から，回覧資料に基づき下のとおり報告があった。 

 2013 年 3 月 27 日 社団法人関西小型船安全協会 

 2013 年 4 月 11 日～12 日 株式会社商船三井 

 2013 年 6 月 8 日 神戸大学 大学教育推進機構 

 2013 年 6 月 11 日～14 日 非常勤講師 長谷部正道（実習便乗） 

 2013 年 6 月 11 日～14 日 株式会社東洋信号通信社（実習便乗） 

 2013 年 6 月 18 日～21 日 株式会社東洋信号通信社（実習便乗） 

 

２．白鴎・むこ丸・青雲丸の運航について 

 委員長から，回覧資料に基づき下のとおり報告があった。 

 2013 年 4 月 13 日・14 日・20 日・21 日，5 月 10 日・12 日 

                   一般社団法人神戸港振興協会 

 2013 年 4 月 26 日 国際交流委員長 教授 若林伸和（白鴎のみ） 



 

 

 

３．クライナーベルクの運航について 

 委員長から，回覧資料に基づき下のとおり報告があった。 

 2013 年 3 月 10 日 NPO セーリング神戸 

 2013 年 4 月 14 日 NPO セーリング神戸 

 2013 年 4 月 15 日～16 日 海洋ロジスティクス講座 准教授 山下和雄 

 2013 年 4 月 28 日～5 月 5 日 海洋ロジスティクス講座 准教授 山下和雄 

 2013 年 5 月 12 日 NPO セーリング神戸 

 

４．4E・4N 学内船舶実習の終了について 

 委員長から，4E・4N 学内船舶実習について，事故等なく，無事に終了した旨の

報告があった。 

 

５．6/11・12 の台風３号の対応について 

 委員長から，6 月 11 日～14 日の４N 学内船舶実習において，台風接近のため，

一部航路を変更して実習を行った旨の報告があった。 

 

６．株式会社東洋信号通信社の便乗研修の終了について 

 委員長から，6 月 11 日～14 日，6 月 18 日～21 日の学内船舶実習において，株

式会社東洋信号通信社の便乗研修を受け入れ，無事に終了した旨の報告があっ

た。 

 

７．リーダーシップカッター巡航の実施について 

 委員長から，今年度も予定通りリーダーシップカッター巡航を実施する旨の報

告があった。 

 

８．公開講座＜ヨットクルージング＞について 

 山下委員から，公開講座＜ヨットクルージング＞の申込が終了し，6 月 30 日か

ら講座が開始する旨の報告があった。 

 

９．海技教育センター年報について 

 河合委員から，23 年度・24 年度海技教育センター年報を発刊旨の報告があっ

た。 

 教員にはすでに配布済みであり，学内外の関係者に向けて発送することとなっ

た。 

 

【その他】 

  次回、運営委員会は、平成 25 年 7 月 23 日（火）16 時から開催することとな

った。  

                                       

以上 

 

 



 

 

平成 25 年度 第３回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

 

日  時 平成 25 年 7 月 23 日（火） 16 時～16 時 35 分 

場  所 第二会議室 

出 席 者  矢野委員長，河合機関長，古莊教授，藤本(昌)准教授，山下准教授， 

廣野准教授， 

井川准教授，世良准教授，渕助教，長松准教授，山地講師，三輪講師 

欠 席 者 若林(伸)教授，足立事務長 

陪 席 者 企画係長 坂本 企画係 杉本  深江丸：西山一航士 和巻一機士 

 

【資料】 

資料 25-3-1 平成 25 年度第 2 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案） 

資料 25-3-2 平成 25 年度クライナーベルク運航予定 

資料 25-3-3 船舶使用申請書 

資料 25-3-4 東灘区子どもいろいろ体験スクール 

資料 25-3-5 ECDIS（電子海図）訓練環境の緊急整備について（要求） 

資料 25-3-6 平成 25 年度夏季研究航海 乗船者名簿及び研究テーマ一覧 

【審議事項】 

１．平成 25 年度第 2 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）について 

 委員長から，資料 25-3-1 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

２．平成 25 年度深江丸等運航予定について 

  委員長及び山下委員から，資料 25-3-2 に基づき説明があり，原案のとおり 

承認した。 

 

３．白鴎の使用について 

   藤本委員から，資料 25-3-3 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

４．東灘区子どもいろいろ体験スクールの実施について 

  委員長から，本件については本研究科と東灘区間において協定を締結してお

り，共催で企画・実施するものであるが，本年度は期日も迫っていることから資

料 25-3-4 のとおり実施する旨説明があり，承認した。 

  なお，本件については，その性格上，依頼状等の提出がないので，来年度から

は東灘区の担当部署と早めに協議の上，センター運営委員会において実施時期や

実施内容について措置することにした。 

 

５．ECDIS（電子海図）訓練環境の整備に向けた海技教育センター運営委員への 

委嘱について 

 委員長から，資料 25-3-5 に基づき説明があり，センターとして対応を行うこ

とを確認の上，海技教育センター運営委員会の中で ECDIS 専門部会を立ち上げる

準備を含み，その第一歩として，情報収集や対外折衝等に係る活動を廣野委員 

委嘱することを承認した。 



 

 

【報告事項】 

１．深江丸の運航について 

委員長から，回覧資料に基づき以下のとおり報告があった。 

・平成 25 年 6 月 26 日 一般社団法人日本舶用工業会 

・平成 25 年 7 月 1 日～7 月 2 日 中京大学心理学部 

・平成 25 年 7 月 1 日～7 月 2 日 国際海事研究センター 古莊教授（研修便

乗） 

・平成 25 年 7 月 12 日～7 月 15 日 日本郵船株式会社（実習便乗） 

・平成 25 年 7 月 12 日～7 月 15 日 海事マネジメント科学講座 ルックス准教

授(実習便乗) 

・平成 25 年 7 月 12 日～7 月 13 日 海事科学研究科事務部 杉本企画係員（実

習便乗） 

 

２．クライナーベルクの運航について 

委員長から，回覧資料に基づき以下のとおり報告があった。 

・平成 25 年 6 月 23 日 NPO セーリング神戸 

・平成 25 年 7 月 20 日 NPO セーリング神戸 

 

３．リーダーシップカッター巡航実施報告 

  委員長から，７月１３日から１５日までの間，リーダーシップカッター巡航を

実施した旨報告があった。 

 

４．平成 25 年度深江丸夏季研究航海の実施について 

  委員長から，資料 25-3-6 に基づき平成 25 年度深江丸夏季研究航海を実施する

旨報告があった。 

 

５．ECDIS（電子海図）訓練環境の緊急整備について（要求） 

  審議事項５に関連して，研究科長宛にセンター長名で，条約改正に伴う ECDIS

訓練の喫緊の必要性と設備要求等に係る要求書を提出した旨報告があった。 

 

６．８月期の深江丸のブラックアウトについて 

  委員長から，８月８日に実施のオープンキャンパス終了後から８月１８日まで

ブラックアウトする旨報告があった。 

 

７．海事科学船上セミナーについて 

    委員長から，学部学生の対応について検討の結果，各学科等の協力を得て実施する

旨報告があった。 

 

  ８．公開講座ヨットクルージングについて 

    山下委員から，当初の予定どおり公開講座を実施した旨報告があった。 

【その他】 

  次回の運営委員会は，平成 25 年 9 月 30 日（月）15 時から開催することとな

った。                              以上 



 

 

  平成 25 年度 第 4 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日  時 平成 25 年 8 月 27 日（火） 17 時 00 分～17 時 15 分 

場  所 第二会議室 

出 席 者 矢野委員長、河合機関長、若林(伸)教授，藤本(昌)准教授、廣野准教授 

井川准教授、世良准教授、渕助教，長松准教授，山地講師，三輪講師 

以上 11 名（定足数を確認） 

欠 席 者 古莊教授、山下准教授、足立事務長 

陪 席 者 企画係長 坂本 企画係 杉本  深江丸：西山一航士 

   

【資料】 

25-4-1 平成 25 年度第 3 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案) 

25-4-2 海技教育センター運営委員会内規新旧対照表（案） 

25-4-3 深江丸見学及び船舶使用依頼 

【審議事項】 

１．平成 25 年度第 3 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)について 

 委員長から，資料 25-4-1 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

２．海技教育センター長の交代について  

 委員長から，9 月 30 日をもって辞任する旨申し出があり，審議の結果，これを

承認した。 

 また，次期センター長には，若林教授を推薦する旨の提案があり，審議の結

果，これを承認した。なお，次期センター長の任期は，平成 25 年 10 月 1 日から

平成 27 年 3 月 31 日までの現センター長の残任期間である旨の説明があった。 

３．海技教育センター運営委員会規則の改正について 

 委員長から，資料 25-4-2 に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

４．深江丸の見学及びクライナーベルク使用申請について 

 委員長から，資料 25-4-3 に基づき説明があり，審議の結果，附属練習船等使

用申請書の代表者氏名に役職名を追加することとして，承認した。 

５．ECDIS 対応について 

 廣野委員から，8 月 9 日に第１回 STCW 条約（マニラ改正）制度化検討会に参加

した旨の報告があり，引き続き研究科運営委員会及び当委員会で検討することと

なった。 

 

【報告事項】 

１．平成 25 年度深江丸夏季研究航海について 

 委員長から，8 月 28 日～9 月 5 日まで研究航海を実施する旨の報告があった。 

２．教養原論「海への誘い」について 

 委員長から，9 月 9 日～13 日まで教養原論「海への誘い」を実施する予定であ

り，テレビ取材を受ける可能性がある旨の報告があった。 

 

【その他】 

  次回、運営委員会は、平成 25 年 9 月 30 日（月）15 時から開催する。  

  以上 



 

 



 

 



 

 

 



 

 

神戸大学 大学院海事科学研究科 

平成 25 年度 第６回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日  時 平成 25 年 10 月 8 日（火） 15 時 10 分～16 時 50 分 

場  所 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，山下准教授，井川准教授， 

廣野准教授，藤本(昌)准教授，渕准教授（航海マネジメント）  

矢野教授（船長），河合講師（機関長），長松准教授（ロジスティクス）， 

山地講師（海洋安全システム科学），野村准教授（マリンエンジニアリング，

三輪講師代理） 

足立事務長 

欠席者： 古莊教授，世良准教授 

陪席者： 企画係 坂本係長，杉本係員，深江丸 西山一航士，和巻一機士， 

     青山二航士 

 

【資料】 

   平成 25 年度第 5 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案） 

（資料１－１） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸規則 

（資料１－２） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸 SMS 組織規則 

（資料１－３） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規 

（資料１－４） 附属練習船深江丸に勤務する教員の選考に関する申合せ 

（資料１－５） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター内規 

（資料１－６） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター運営委員会内規 

（資料２－１） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター職員名簿 

（資料２－２） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター運営委員会名簿 

（資料２－３） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸 SMS 組織名簿 

（資料３）  海技教育センター所掌今後の検討事項（H25 年度下期～

H26 年度） 

（資料４－１） 教育関係共同利用拠点制度について 

（資料４－２） 教育関係共同利用認定拠点一覧（H25.8.2 現在） 

（資料５－１） 新カリキュラムにおける学内船舶実習の概要 

（資料５－２） 学内船舶実習のカリキュラム内容・２年生向け（案） 2013/09/25 

（資料６－１） 第 40 回 近畿地方交通審議会 神戸船員部会議事録］ 

   （平成 24 年 1 月 27 日）（抜粋） 

（資料６－２） ＥＭＳＡ指摘事項に関する対応について（案） 

（資料７－１） Pre ANIORU’s Cup の開催についてのお願い 

（資料７－２） 海事科学部ポンド使用許可願 

（資料７－３） 港内行事許可申請書 

（資料８）  運航実績・予定 

（資料９）  練習船等使用申請等（一覧） 

（資料 10） 阪大チームとの打合せメモ 



 

 

（資料 11）  クライナーベルク必要経費について（追加資料） 

（資料 12） STCW 現地調査について（追加資料） 

 

 議事に先立ち，平成 25 年度第 5 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）を確

認し，原案のとおり承認した。 

【審議事項】 

１．海技教育センター関係規則の確認     （資料１） 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

２．海技教育センター職員,同センター運営委員会委員,SMS 関係担当者の確認 （資料２） 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

３．海技教育センター所掌の検討事項     （資料３） 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

４．附属練習船等使用申請等について    （回覧資料） （資料９） 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

５．SMS 組織の実効化について  

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

６．練習船共同利用の拠点化申請に向けたタスクフォースの立ち上げについて  （資料４） 

 委員長から，資料４に基づき，練習船共同利用の拠点化申請に向けて，研究科長・両副

研究科長・研究科長補佐・深江丸船長・事務長をタスクフォースメンバーとすることにつ

いて説明があり，原案のとおり承認した。 

 

７．研究航海の運営について  

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。 

 

８．新カリキュラムにおける深江丸実習の実施計画について   （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき説明があり，学内船舶実習について確認を行った。  

 航海マネジメント系では 2 年次対象の学内船舶実習の内容についてすでに系会議で検討

を行っており，マリンエンジニアリング学科に対しても，学内船舶実習についての検討依

頼を行うこととなった。 

 なお，河合委員から，マリンエンジニアリング学科の学内船舶実習１は両コース合同で

行うため，3 組編成になる可能性がある旨の補足説明があった。また、4 年次の学内船舶実

習 2 は人数によっては 1 組で行う可能性もあるとの説明があった。 

 

９．ＥＭＳＡ（欧州海洋安全庁）査察の指摘事項への対応について  （資料６） 

 廣野委員から，資料６に基づき説明があり，回答案について原案のとおり承認した。  

 研究科長及び研究科運営委員会へ報告のうえ，国土交通省に回答することとなった。  

 

10．司厨業務の安定化について  



 

 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

11．メール審議の議決について  

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

12．全日本学生外洋帆走選手権大会等の開催について    

 （資料７） 

 山下委員から，資料７に基づき説明があり，その他ポンド利用者との調整を行うことと

して，原案のとおり承認した。 

13．ポンドにおける安全の徹底について 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

14．予算について 

 山下委員から，資料１１に基づき説明があり，クライナーベルクの運航に係る必要予算

について，事務部で検討することとなった。 

 なお，今後，運航に支障がある当初予算の不足については，必要額を見積もったうえ，

センター長へ連絡をすることとなった。 

 

【報告事項】 

１．運航実績（H25 年度前期）及び予定（25 年 11 月）   （資料８） 

 矢野船長、西山一航士，青山二航士及び山下委員から，資料８－１～８－４に基づき深

江丸、白鴎、むこ丸、クライナーベルクの運航実績および予定について報告があった。 

 なお，今後の委員会では，前月の運航実績及び次月の運航予定の報告を行うこととなっ

た。 

 

２．保船関係報告・予定 

 西山一航士及び和巻一機士から，次のとおり報告があった。  

 

（甲板部） 

・バウスラスタが起動せず 10/4 の 3L 実験は出動を中止した。10/9 ダイバーを入れる予

定である。 

・台風対策のため船固めを行っている。 

 

（機関部） 

・10/1 学生ホールエアコンのヒューズが飛んだ。乗組員で原因を調査し修理を行った結

果、正常に運転できるようになった。 

・13 年 3 月のデータロガー換装以降，不具合の修正が続いているが，10/10 にもテラテ

ックが修正の作業を行う。 

・FO、LO のピューリファイアの分解清掃． 

・燃料搭載（10/10，10/29）． 

 

３．深江丸等動静のメール報告について   

 委員長から，深江丸等動静報告について，出港・入港・仮泊・抜錨時には，動静・日時・



 

 

場所（港）・次の予定の内容を，センター運営委員会委員すべて・事務長・企画係・総務係・

教務係・研究科長・副研究科長・研究科長補佐宛てに送ることとする旨の報告があった。

次の深江丸運航から試行的に行い、不都合等があれば再度検討する旨の説明があった。 

 

４．委員会審議についての全教員への周知について  

 委員長から，議事要旨（案）を作成，各委員の確認後，案の段階ではあるが全教員へ周

知することとする旨の報告があった。正式な議事要旨の承認は従前のとおり、次の委員会

で行う。 

 

５．今後の委員会の開催について    

 委員長から，今後の委員会の開催について，お盆等で開催の難しい 8 月を除き，基本的

に毎月開催する予定である旨の報告があった。 

６．大阪大学 Maritime RobotX Challenge への協力について   （資料 10） 

 委員長から，資料１０に基づき，大阪大学の担当者との打ち合わせ内容の報告があった。  

 なお，山下委員から，ボートの置き場所については，大阪大学の担当者と，実際に現場

をみながら相談したい旨の意見があった。 

 

７．広報誌「風」の写真撮影について 

 委員長から，広報誌「風」の写真撮影は，10 月 18 日もしくは 10 月 21 日に行う旨の報

告があった。 

 

８．STCW 現地調査について 

 委員長から，資料１２に基づき報告があり，意見交換の結果，次のとおり対応すること

となった。 

 

①最新の資質基準システム（QSS）のマニュアル 

 過去にマニュアルに沿って作成したことはあるが，現在従うべきものはない。  

 ただし，過去に作成したものは，大学教育という場にはそぐわないものであり，現

状のシステムとの対応を説明するしかない。 

 

②直近のマネジメントレビューの議事録 

 ライセンス教育に特化したものは特になし。 

 もしどうしてもということなら，教授会，研究科運営委員会，教学委員会等の議事

録その他の資料を全部送付する。 

 

③被監査施設代表者（校長等）の氏名  

 登録上は学長であるが，施設代表者は研究科長（林祐司）として回答する。 

 

 

【その他】 

  次回、運営委員会は、平成 25 年 11 月 19 日（火）15 時 10 分から開催するこ

ととなった。  

                      以上 



 

 

神戸大学大学院海事科学研究科 

平成 25 年度 第７回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

 

日  時 平成 25 年 11 月 19 日（火） 15 時 10 分～17 時 00 分 

場  所 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，山下准教授，村井准教授（世良准教授

代理）， 

  渕准教授，矢野船長，河合機関長，長松准教授，山地講師，三輪講師  

  以上 10 名（定足数を確認） 

欠席者： 古莊教授，井川准教授，廣野准教授，藤本(昌)准教授，足立事務長 

陪席者： 企画係 坂本係長 杉本係員 

  深江丸 西山一航士 和巻一機士 青山二航士 黒木二機士 

 

【資料】 

  平成 25 年度第 6 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H25.10.08 

（資料 1－1） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸規則 

（資料 1－2） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸 SMS 組織規則 

（資料 1－3） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規 

（資料 1－4） 附属練習船深江丸に勤務する教員の選考に関する申合せ 

（資料 1－5） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター内規 

（資料 1－6） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター運営委員会内規 

（資料 2－1） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター職員名簿 

（資料 2－2） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター運営委員会名簿  

（資料 2－3） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸 SMS 組織名簿 

（資料３） 海技教育センター所掌今後の検討事項（H25 年度下期～H26 年度） 

（資料４） 附属練習船等使用申請等（一覧） 

（資料５） 平成 26 年度公開講座計画書 

（資料６） 練習船深江丸研究航海の運営について（検討事項） 

（資料７） 平成 25 年度春季 練習船深江丸研究航海（平成 26 年 3 月）実施の予告

   と研究参加相談の受け付けについて（ご案内） 

（資料８） 深江丸を利用した実験計画（塩谷教授） 

（資料９） 大阪大学との共同研究にかかる協力の依頼の件（小林教授） 

（資料 10－1） 深江丸冷凍冷蔵庫換装要望書 

（資料 10－2） 見積書（深江丸糧食冷蔵庫入替工事・藤野設備工業） 

（資料 10－3） 見積書（深江丸冷凍機入替工事・サノヤス造船） 

（資料 11） 見積書（エイトロープ・コースレコーダ） 

（資料 12） 運航記録・予定 

（資料 13） 練習船深江丸 教育関係共同利用拠点 申請にむけた取り組みについて 

（資料 14） 学長裁量枠定員【部局等発戦略分】プロジェクト提案調書 

（資料 15） ECDIS 訓練時間分担表(案) 

（資料 16） 2013 年 11 月 19 日午前 カタマラン搬入風景 



 

 

【審議事項】 

 

１．海技教育センター関係規則の確認     （資料１） 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった．  

 

２．海技教育センター職員,同センター運営委員会委員,SMS 関係担当者の確認 （資料２） 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった．  

 

３．海技教育センター所掌の検討事項     （資料３） 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった．  

 

４．附属練習船等使用申請等について    （回覧資料） （資料４） 

 委員長から，資料４に基づき附属練習船等の使用申請・使用届について説明があった．

原案のとおり深江丸使用申請について下記の 2 件（2 はメールによる持ち回り審議）を承

認した．その他小艇等の使用について，問題がないことを確認した． 

 申請日 使用日  使用者   目的 

 （深江丸） 

  1 11/15 11/28～11/29 大阪府立大学  船舶研修 

  2 10/22 11/28～11/29 タマヤ計測システム㈱ 計測・演習（１に便乗） 

 

５．SMS 組織の確認について 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった．  

 

６．公開講座における深江丸の使用について    

 （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき，平成 26 年度（8 月上旬頃実施予定）の公開講座において

深江丸を使用することについて広報・社会交流推進委員会から依頼があった旨，説明がな

された．審議の結果，当該公開講座における深江丸の使用を承認した． 

 なお，公開講座の実施にあたって，深江丸および海技教育センターは運航の担当を基本

とし，プログラムの構成，寄港地の選定，航海日数の決定（技術的に可能かどうかはセン

ターで判断する），講師の選定および依頼等は広報・社会交流推進委員会が主体的に行うべ

きではないか，との意見があった． 

 

７．追加予算について  

 委員長から，要求のあった経費（クライナーベルク 30 万円および白鴎 70 万円）につい

ては，運航上必要であれば支出せざるを得ない旨の説明があった． 

 なお，今年度中に必要な経費については，引き続き前びろに要求を提出するよう依頼が

あった． 

 

８．研究航海の運営について      （資料６） 

 委員長から，資料６に基づき説明があり，原案のとおり承認した．その要点は次のとお

り． 

・夏季および春季に実施する研究航海はこれまでどおり 1 週間程度の航海を実施する． 



 

 

・加えて短期の研究航海の回数を増やす． 

・運航と研究を分けて運営体制を組織化する． 

・募集については，早めの時期から予告する． 

・学内他部局からの参加促進を努力する．また企業等からの参加も積極的に受け入れる． 

９．平成 25 年度（26.3）春季研究航海の実施について   

 （資料７） 

 委員長から，実施予告の案内文書の原案（資料７）について説明があり，実施期間と寄

港地を修正して，承認した． 

  実施期間： 平成 26 年 3 月 13 日（木）～20 日（木）（7 泊 8 日） 

  寄港地（予定）： 九州 （関門港門司などを検討中） 

 なお，案内文書は，研究科運営委員会で承認の後，学内外へ周知を行う．  

 

10．塩谷研究室の深江丸を用いた研究構想について    （資料８） 

 委員長から，資料８に基づき説明があり，下のとおり条件を付して承認した．  

・期間のうち終期が未定となっているが，今回の申請に対しては平成 26 年 3 月末まで

として承認し，平成 26 年 4 月以降も実験を続けるのであれば新たに申請を行うこと． 

・機器類との接続には運航に支障のないように行うこと． 

・カメラ撮影時はプライバシーに配慮をすること． 

 

11．「流出重油・ガス自動追跡システムの開発」の受け入れについて   （資料９） 

 委員長から，資料９に基づき説明があり，深江丸での研究実施を承認した．概要は次の

とおり． 

 ・加藤直三教授（大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻船舶海洋工学部門）から

依頼があった水中ロボットを用いた実験．深度 1,000～1,500m 程度の海域において実施

予定． 

 ・小林英一教授が共同研究として受け入れ．  

 ・平成 25 年 11 月 27 日，深江丸係留岸壁でロボットの降下，揚収の検証を行う． 

 ・平成 26 年 4 月頃，紀伊水道沖で実験，平成 26 年 8 月～9 月頃（夏季研究航海を想定）

で新潟県佐渡沖での実験を予定． 

 

12．深江丸の冷凍・冷蔵庫の換装について     （資料 10） 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった．  

 

13．深江丸のコースレコーダの換装・係留策の新替について   （資料 11） 

 委員長から，資料 11（見積書）に基づき説明があり，故障している深江丸コースレコー

ダの新替と，係留策交換のためのエイトロープの購入について原案のとおり承認した． 

 

14．司厨業務の安定化について 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった．  

 

15．ポンドにおける安全の徹底について 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった．  

 



 

 

16．メール審議の議決について 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった． 

【報告事項】 

 

１．運航実績（H25 年度前期）および予定（25 年 11 月）   （資料 12） 

 矢野委員から深江丸，青山二航士から白鴎，西山一航士からむこ丸及び山下委員からク

ライナーベルクについて，資料 12－1～12－4 に基づきそれぞれ前月からの運航実績およ

び次月までの運航予定の報告があった． 

 

２．保船関係報告・作業予定等 

 西山一航士及び和巻一機士から，次のとおり報告があった．  

 （甲板部） 

 ・10 月 9 日，ダイバーを入れてスラスタの整備を終了し，不具合のあったバウスラス

タは正常に動作するようになった． 

 （機関部） 

 ・データロガーの不具合は，未だ解消されていない．  

 ・予定通り，燃料の搭載を行った．今後，入渠までは燃料搭載は行わない予定である．  

 ・バウスラスタを制御するリレーの接点固着による不具合があり，交換により修理し

た． 

 ・操舵機の冷却系統の配管にピンホールがあき，水漏れが発生したため，処置した．  

 

３．深江丸等動静のメール報告について 

 委員長から，前回の会議以降，深江丸等の動静についてメール報告を行っている旨の報

告があった．なお，今後は，出動目的も記載することとなった． 

 

４．新カリキュラムにおける深江丸実習の実施計画について 

 委員長から，マリンエンジニアリング学科の新カリキュラムにおける深江丸実習の実施

計画については，次年度及び次々年度は，新旧カリキュラムが混在するため，過渡的な状

況への対応が必要である旨の報告があった． 

 なお，来年度からのマリンエンジニアリング学科 2 年次の学内船舶実習について，同学

科長宛，意向を確認中であるが，資料 12－5 に基づき，前期に実施の 2M-1～3（1 泊 2 日

×3 組）実習を 9 月に予定として入れた草案が示された．  

 

５．新カリキュラムにおける作業服・制服等について 

 委員長から，新カリキュラムにおける作業服の対応について各系に照会したところ，以

下のとおり回答があった旨の報告があった． 

グローバル輸送科学科ロジスティクスコース ：船舶実習を履修する学生のみ購入 

海洋安全システム科学科   ：全員不要 

マリンエンジニアリング学科   ：全員購入 

 なお，航海訓練所の乗船実習に参加する学生については，2 着の作業服を持参すること

になる見込みであるとの説明があった．また制服については，11 月 25 日開催の三者協議

会（航海訓練所，東京海洋大学海洋工学部，神戸大学海事科学部）において検討される予

定である旨の説明があった． 



 

 

６．ＥＭＳＡ（欧州海洋安全庁）査察の指摘事項への対応について  

 委員長から，前回審議を行った標記について，10 月 10 日に急遽回答を行い，運営委員

会での審議が事後となった旨の報告があった． 

 

７．STCW 現地調査について 

 委員長から，11 月 18 日に予定していた STCW 現地調査（NK）が平成 26 年 2 月上旬に

延期になり，現在日程調整中である旨の報告があった．（第一希望 2 月 4 日午後，第 2 希望

2 月 3 日午後で NK に照会中） 

 

８．練習船の教育関係共同利用拠点化申請 WG について   （資料 13） 

 委員長から，資料 13 に基づき，練習船の第 1 回教育関係共同利用拠点化申請 WG が開

催された旨の報告があった．今後は，共同利用準備委員会で内容を検討し，申請 WG で申

請書および添付資料の準備を進めていく予定である，また，学則をはじめとする規則等の

改正や制定が必要であるとの説明があった． 

 

９．学長裁量枠プロジェクトの申請について    

 （資料 14） 

 委員長から，資料 14 に基づき，深江丸を利用する研究・教育・研修等に関するプロジェ

クトを海事科学研究科から申請予定である旨の報告があった． 

 

10．ECDIS 訓練検討会について      （資料 15） 

 内田委員から，11 月 15 日に東京海洋大学海洋工学部内で開催された第 1 回 ECDIS 訓練

検討会について報告があった．資料 15 は航海訓練所から示された，同所が練習船において

行う ECDIS 訓練と，各養成施設における訓練の時間配分の案として示されたものである

旨，説明があった． 

 

11．入渠・定期検査工事の業者決定について 

 委員長から，入渠・定期検査工事についてサノヤス造船株式会社に決定した旨の報告が

あった．なお入渠期間は，平成 26 年 1 月 22 日から 2 月 6 日の予定である． 

 

12．深江丸見学の受け入れについて  

 委員長から，神戸大学本部から文部科学省研修生による深江丸見学依頼があり，11 月 20

日午後の見学を受け入れる旨の報告があった．  

 

13．大阪大学 Maritime RobotX Challenge への協力について 

 委員長から，資料 16 に基づき，11 月 19 日午前，カタマランボートが搬入された旨の報

告があった．平成 26 年 10 月まで艇庫において保管し，大阪大学を中心とする参加チーム

が作業や実験等を行う予定である． 

 

14．停泊中深江丸での液体水素実験について  

 委員長から，武田教授からの依頼による停泊中深江丸での液体水素実験（10 月 28 日～

10 月 31 日）が終了した旨の報告があった．  

 



 

 

15．広報誌「風」の写真撮影について  

 委員長から，10 月 28 日午後，クライナーベルクを被写体としてむこ丸から，神戸大学

広報誌「風」の表紙写真撮影を行う取材協力を本部広報からの依頼に基づき実施した旨の

報告があった． 

【その他】 

  次回，運営委員会は，平成 25 年 12 月 10 日（火）15 時 10 分から開催することとなっ

た． 

 

 以上． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

神戸大学大学院海事科学研究科 

平成 25 年度 第 8 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

日 時： 平成 25 年 12 月 10 日（火） 15:10～17:40 

場 所： 事務棟 第二会議室 

委 員： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，山下准教授，井川准教授，廣野准教授，藤本

(昌)准教授，渕准教授（兼航海マネジメント）（以上センター教員），矢野教授（船

長），河合講師（機関長），長松准教授（ロジスティクス），山地講師（海洋安全シ

ステム科学），三輪講師（マリンエンジニアリング），足立事務長 

欠席者：古荘教授，世良准教授 

陪席者：企画係 坂本係長，杉本係員，深江丸 西山一航士，和巻一機士，青山二航士 

【資料】 平成 25 年度第 7 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H25.11.19 

（資料 1－1） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸規則 

（資料 1－2） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸 SMS 組織規則 

（資料 1－3） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規 

（資料 1－4） 附属練習船深江丸に勤務する教員の選考に関する申合せ 

（資料 1－5） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター内規 

（資料 1－6） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター運営委員会内規 

（資料 2－1） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター職員名簿 

（資料 2－2） 神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター運営委員会名簿 

（資料 2－3） 神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸 SMS 組織名簿 

（資料３） 海技教育センター所掌今後の検討事項（H25 年度下期～H26 年度） 

（資料４） 附属練習船等使用申請等（一覧） 

（資料５） 津波対策を必要とする給油取扱所予防内規（案） 

（資料６） 新カリキュラム「海技実習」実施体制等について 

（資料７） 平成 26 年度 海技教育センター関係予算（支出項目） 検討資料 

（資料 8－1） 深江丸冷凍冷蔵庫換装要望書 

（資料 8－2） 見積書（深江丸糧食冷蔵庫入替工事・藤野設備工業） 

（資料 8－3） 見積書（深江丸冷凍機入替工事・サノヤス造船） 

（資料 9－1～5） 運航記録・予定 

（資料 10） H26 年度深江丸運航予定（草案） 

（資料 11） 監事監査・内部監査実施計画書／H25 年度監査内容・教育（監事） 

（資料 12） 平成２５年度 海事系大学・航海訓練所三者協議会 

（資料 13） ECDIS 訓練時間分担表（案）20131129 

（資料 14） カタマランコンペティションに関する協力依頼書 

（資料 15－1） （メール）FW: （全学教務委員会）大学コンソーシアムひょうご神戸加 

  盟大学間単位互換事業における提供課目について 

（資料15－2） 【平成26年度】大学コンソーシアムひょうご神戸加盟大学間単位互換事 

  業における提供科目について 

（資料16） 大学における東日本大震災にかかわる記録活動調査票 

（資料17） 係留施設 概略平面図 

 議事に先立ち，平成25年度第7回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)を確認し，

原案のとおり承認した。 



 

 

【審議事項】 

１．海技教育センター関係規則の確認     （資料１） 

 委員長から，資料１に基づき，海技教育センター関係規則の確認を行った。関係規

則はつぎのとおり。 

 ・神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸規則 

 ・神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸 SMS 組織規則 

 ・神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規 

 ・附属練習船深江丸に勤務する教員の選考に関する申合せ 

 ・神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター内規 

 ・神戸大学大学院海事科学研究科海技教育センター運営委員会内規 

 とくに海技教育センター内規に，センターの目的として，「研究科の練習船，実習船

及びその他の舟艇並びに海岸設備の管理，これらの教育研究利用に関する運  営及び

海技に関する教育を行うこと」と規定されており，この点を考慮して今後，センター

の活動を検討していく必要がある旨の説明があった。 

 

２．海技教育センター職員,同センター運営委員会委員,SMS 関係担当者の確認

 （資料２） 

 委員長から，資料２に基づき，海技教育センター職員,同センター運営委員会委員の

確認を行った。 

 なお，SMS 関係担当者については今後検討することとなった。 

 

３．海技教育センター所掌の検討事項     （資料３） 

 委員長から，資料３に基づき海技教育センター所掌の事業として実施が必要な検討

事項について確認を行った。 

 なお，これ以外にも検討事項の提案があれば，委員長へ申出ることとなった。 

 

４．附属練習船等使用申請等について    （回覧資料） （資料４） 

 委員長から，資料４及び回覧資料に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

  申請日 使用日 使用者   目的  備考 

（深江丸） 

12/2  12/13 リチャード・ハリソン他計 3 名 共同利用下見 航海学実験

3 に便乗 

12/5  12/20 佐野 正他計 4 名   研究活用下見 航

海学実験 3 に便乗 

12/5  12/13 重富 公正   研究活用下見 航海学実験

3 に便乗 

（クライナーベルク） 

12/3  12/14 NPO セーリング神戸  NPO 活動 

 

５．SMS 組織の確認について  

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。 

 



 

 

６．津波対策を必要とする給油取扱所予防内規の制定について  （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき説明があり，原案のとおり承認した。本年 9 月東灘消

防署の査察の際に指摘された事項への対応である。本委員会で審議の後，研究科運営

委員会へ附議し，本部での手続きが終わった後，対応した旨，消防署へ報告する予定

である。 

 

７．マリンエンジニアリング学科 新カリキュラム「海技実習」について （資料６） 

 委員長から，資料６に基づき説明があり，マリンエンジニアリング学科長依頼事項

と授業担当者間での意見に差異があるため，マリンエンジニアリング学科においてセ

ンターへの依頼内容を明確にするよう再検討を依頼することとなった。 

 

８．平成 26 年度海技教育センター予算の編成方針について  

 （資料７） 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

９．海技教育センター内部監査について 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。 

 

10．平成 26 年度事業計画書・ECDIS 訓練シミュレータ等の作成について 

 委員長から，平成 26 年度事業計画書及び概算要求申請について説明があり，ECDIS

訓練シミュレータについて事業計画書を，深江丸教育関係共同利用拠点に関連して概

算要求を作成することについて承認した。 

 なお，作成にあたり委員の意見を聞くことがある旨，協力依頼があった。 

 

11．深江丸の冷凍・冷蔵庫の換装について    （資料８） 

 河合機関長から，資料８に基づき冷凍・冷蔵庫の換装が必要である旨の説明があり，

原案のとおり承認した。 

 なお，可能であれば今年度予算で実施するが状況は厳しく，来年度予算で対応する

方向で検討を行うこととなった。 

 

12．カタマランコンペディションに関わる対応について 

 廣野委員から，カタマランコンペディションに関わる対応について，実験はクレー

ンの操作等を伴うため学生のみで行うことはできないので，休日にポンドの利用要請

があった場合は，対応可能な者が職務として実験の補助を行いたい旨の提案があり，

意見交換の結果，職務として認められるかどうか総務係へ確認することとなった。 

 

13．司厨業務の安定化について 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

14．ポンドにおける安全の徹底について 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

15．メール審議の議決方法について 



 

 

 委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。  

 

【報告事項】 

１．運航実績および予定（25 年 11 月～26 年 1 月）   （資料９）

（資料 10） 

 矢野委員，西山一航士，青山二航士及び山下委員から，資料９に基づき報告があっ

た。 

 また，委員長から，資料１０に基づき，平成 26 年度深江丸等運航予定について，共

同利用拠点化に向けて，例年に比べ多くの他大学の利用を予定している旨の報告があ

った。 

 

 

２．保船関係報告・作業予定等 

 西山一航士及び和巻一機士から，次のとおり報告があった。 

・コースレコーダーの換装予定日が決定した（12 月 25 日）。 

・年末年始対応として 12 月 24 日に船がためを行い，12 月 27 日から 2014 年 1 月 6 日

朝の間，深江丸はブラックアウトする予定である。12 月 25 日にブラックアウトに備

え，ビルジ警報テストを行う予定である。 

 

３．監事監査について      

 （資料 11） 

 委員長から，資料１１に基づき，12 月 16 日に深江丸に関しての監事監査が予定さ

れている旨の報告があった。 

４．「流出重油・ガス自動追跡システムの開発」の研究受け入れについて 

 委員長から，「流出重油・ガス自動追跡システムの開発」の研究受け入れについて，

11 月 27 日に実験を行い，平成 26 年に再度実験及び夏季研究航海に乗船予定である旨

の報告があった。 

 

５．三者協議会について      （資料 12） 

 内田委員から，資料１２に基づき，三者協議会（航海訓練所，東京海洋大学および

本学）について報告があった。 

 

６．深江丸入渠関連工事について 

 委員長から，深江丸入渠関連工事について，業者と打合せを行い，また一部沖工事

をすでに実施している旨の報告があった。 

 11 月 21 日：ADCP 新設（ハイドロシステム開発），11 月 26 日：水質モニタリングシ

ステム新設（JFE アドバンテック），12 月 3 日：ウェザートランスミッター新設（サノ

ヤス造船）について，それぞれ入渠中の工事について打合せを行った。 

 12 月 2 日～3 日：ECDIS 換装の沖工事（JRC）を実施した。12 月 9～11 日：船内 LAN

の一部機器新替の沖工事（三井造船）を実施している。 

 

７．STCW 現地調査について 

 内田委員から，STCW 現地調査について，平成 26 年 2 月 3 日（月）午後に実施され



 

 

ることが決まり，それに伴い QSS マニュアルについて，廣野委員，内田委員を中心に

現在作成中である旨の報告があった。 

 

８．ECDIS 訓練検討会について      （資料 13） 

 内田委員から，第 2 回 ECDIS 訓練検討会が 12 月 11 日（水）に開催予定であるが，

神戸大学からは参加不可能である旨の報告があった。資料１３は，この第２回検討会

で航海訓練所から示される予定の分担案であるとの説明があった。 

 

９．深江丸見学の実施について 

 委員長から，11 月 20 日（水），神戸大学本部からの依頼により，文部科学省の研修

生の深江丸見学を受け入れた旨の報告があった。 

 

10．大阪大学 Maritime RobotX Challenge への協力について  

 （資料 14） 

 委員長から，資料１４に基づき，研究科長宛に依頼状が届いた旨の報告があった。 

 

 

11．大学コンソーシアムひょうご神戸加盟大学間単位互換事業による共同利用について 

         （資料 15） 

 委員長から，資料１５に基づき，大学コンソーシアムひょうご神戸加盟大学間単位

互換事業による共同利用について，教学委員会の方で検討が進められている旨の報告

があった。 

 

12．ポンドの浚渫等について 

 事務長から，今年度予定していたポンドの浚渫作業について，来年度に繰り越され

た旨，説明があった。具体的な時期は，来年度の深江丸の入渠時期にあわせることに

なる。関連して，委員長から，資料１７に基づき，ポンドの係留施設（ドルフィン）

の新設について検討中である旨の報告があった。 

 

13．平成 25 年度春季研究航海について 

 委員長から，平成 25 年度春季研究航海について，研究科運営委員会（12 月 4 日）

で報告の後，事前案内を神戸大学内外に向けて送付した旨の報告があった。 

 

14.大阪大学工学部からの教育関係共同利用について 

 委員長から，実施予定日が延期になった旨の報告があった。 

 

15．マリンエンジニアリング学科の学内船舶実習の時期について 

 三輪委員から，マリンエンジニアリング学科の学内船舶実習の時期について，2 年

生は 6～7 月，3 年生は 9 月，4 年生は 5～6 月を希望している旨の報告があった。 

 

16．学外の乗船者における深江丸の利用態度について 

 矢野船長から，共同利用拠点化申請に向けて他大学の学生の乗船が増えることが予

想されるが，他大学の学生においても，深江丸の利用態度については神戸大学の学生



 

 

と同じく扱いたい旨の意見があった。 

 

 

【その他】 

次回、運営委員会は、平成 25 年 1 月 14 日（火）15 時 10 分から開催することとなっ

た。 

                                        

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

神戸大学大学院海事科学研究科 

平成 25 年度 第９回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日 時： 平成 26 年 1 月 14 日（火） 15：10～17：15 

場 所： 総合学術交流棟 5 階 会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，古荘教授，山下准教授，井川准教授，廣野准

教授，藤本(昌)准教授，渕准教授（兼航海マネジメント）（以上センター教員），

矢野教授（船長），河合講師（機関長），長松准教授（ロジスティクス），山地講師

（海洋安全システム科学），三輪講師（マリンエンジニアリング）  

欠席者： 世良准教授，足立事務長 

陪席者： 企画係 坂本係長，杉本係員 

  深江丸 西山一航士，黒木二機士 

   

【資料】 

資料   平成 25 年度第 8 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）

H25.12.10 

資料１ 平成 26 年度深江丸等運航予定（草案） 

資料２ 防炎リネン見積書 

資料 3-1 新旧対照表・附属練習船深江丸規則 

資料 3-2 新旧対照表・海技教育センター運営委員会内規 

資料 3-3 附属練習船深江丸教育関係共同利用規則（案） 

資料 3-4 附属練習船深江丸教育関係共同利用運営協議会規則（案） 

資料 3-5 附属練習船深江丸教育関係共同利用実施要項（案） 

資料 3-6 附属練習船深江丸教育関係共同利用申請書 

資料４ 春季研究航海 参加チーム・乗船者の募集について 

資料 5-1 海技教育センター関係支出実績・旧分類 

資料 5-2 海技教育センター関係予算（支出項目） 検討資料 

資料 5-3 H25 年度クライナーベルク整備予定（H26.3 実施予定） 

資料 6-1 航海マネジメントコース月曜日の授業について 

資料 6-2 2014 年度 航海マネジメントコース 月曜日午後実習スケジュール（素案） 

資料 7-1 新カリキュラム「海技実習」日程および実施体制等について 

資料 7-2 マリン海技実習案 

資料８ 平成 26 年度 練習船深江丸 配乗予定表 

資料９ 業務依頼書 

資料 10-1  神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸 SMS 組織規則 

資料 10-2  神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸 SMS 組織名簿 

資料 11 運航記録予定（11－1 ～ 11－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベ

ルク 

資料 12 神戸大学海事科学部 QSS Manual(2013_12_26 版) 

資料 13-1  大学コンソーシアムひょうご 単位互換事業にかかる 科目について 

資料 13-2  2014 年度 前期/春学期単位互換事業履修要項作成用資料 



 

 

資料 14-1  平成 26 年度事業計画書 

資料 14-2  事業計画_説明資料_ECDIS 

資料 14-3  平成 27 年度 特別経費（教育関係共同実施分【新規事業】）所要額調 

 

 議事に先立ち，平成 25 年度第 8 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)を確認

し，原案のとおり承認した。 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について 

委員長から，前回委員会以降新規の申請はない旨の説明があった。 

 

２．平成 26 年度練習船深江丸等運航予定について    

 （資料１） 

委員長から，資料１に基づき説明があった。来年度は教育関係共同利用のため，未

だ確定していない航海もあり，最終的には 3 月の委員会で運航予定を決定する予定で

ある。 

 

３．深江丸の実習生用寝具の新規購入について    

 （資料２） 

委員長から，資料２に基づき航海が連続する機関があり現状では来年度の航海にお

いて寝具（シーツ，包布，枕カバー）が不足するとの説明があり，新規購入について

原案のとおり承認した。 

購入時期については事務部へ確認した上で，来年度早々を予定している。 

 

４．練習船深江丸の教育関係共同利用に関する規則改正および制定について 

 （資料３） 

委員長から，資料３に基づき説明があり，主に教育関係共同利用に対応するため現

行規則等の改正および新たな規則等の制定が必要である旨の説明があった。深江丸規

則については，次のように修正することを条件に承認した。これ以外については，原

案のとおり承認した。 

 

（資料 3-1 第 2 条の 2） 

 「練習船は，教育上支障がないと認められるときは，他の大学等の利用に供する

ものとする。」 

→「練習船は，本学の教育研究上支障がないと認められるときは，他の大学等の教

育に係る共同利用に供することができるものとする。」 

 

５．海技教育センター内部監査について  

委員長から，海技教育センター内部監査について，系選出の委員（海技教育センタ

ー教員を兼ねる者は除く）に依頼したい旨の説明があり，原案のとおり承認した。 

 

６．春季研究航海の参加者募集について     

 （資料４） 

委員長から，資料４に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 



 

 

７．平成 26 年度海技教育センター予算の編成方針について   

 （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき説明があり，予算区分は内容を反映したものに変更す

ることを承認した。なお，具体的な平成 26 年度予算については，次回以降の委員会で

検討する。 

 

８．新カリキュラム「海技実習」について  

（１）航海マネジメントコース     

 （資料６） 

委員長から，資料６に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

（２）マリンエンジニアリング学科     

 （資料７） 

委員長から，資料７に基づき説明があり，審議の結果，マリンエンジニアリング

学科長の依頼について，次のとおり回答することを承認した。 

 

１．日程について 

・日程案は承認した。 

・ただしカッター実習のセンターから支援可能な教員は 2 名のみである。カッター

の上げ下ろし等，準備については要員の手当は不可能であり，また TA 等について

も，マリンエンジニアリング学科で実施に向けて詳細の準備をするべきという意

見があった。 

 

２．エンジンボート（白鴎）について 

・白鴎の運航はセンターが対応可能である。 

・学生への説明等，教育面はマリンエンジニアリング学科教員が同乗のうえ，実施

を行うよう依頼する。 

 

３．ロープワークについて 

・初年度の講義についてはセンターが支援可能である。 

・ただし，段階的にマリンエンジニアリング学科のみで実施できるように，数年で

準備するよう依頼する。 

・初年度については TA を 1 名の手配を依頼する。 

 

９．26 年度深江丸応援航海士等配乗方針について    

 （資料８） 

委員長から，資料８に基づき説明があり，次回委員会で配乗方針及び各航海におけ

る応援航海士の配乗人数を審議することとなった。 

 

10．寄港地における綱取りの手配について    

 （資料９） 

委員長から，資料９に基づき，深江丸の深江キャンパス帰港時の綱取りについては，

技術部へ業務依頼を行う旨の説明があり，審議の結果，「平日」を「土日を含む」に修



 

 

正し，業務依頼を行うことを承認した。 

 

11．SMS 組織の確認について      

 （資料 10） 

委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。 

 

12．司厨業務の安定化について 

委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。 

 

13．ポンドにおける安全の徹底について 

委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。 

 

14．メール審議の議決方法について 

委員長から説明があり，次回委員会で検討することとなった。 

 

【報告事項】 

１．運航実績および予定（25 年 12 月～26 年 2 月）    

 （資料 11） 

矢野委員，西山一航士及び山下委員から，資料 11 に基づき深江丸，白鴎，むこ丸，

クライナーベルクの運航実績および予定について報告があった。  

 

２．保船関係報告・作業予定等 

西山一航士及び黒木二機士から，次のとおり報告があった。 

 

・年末年始のブラックアウトは，予定どおり平成 25 年 12 月 27 日から平成 26 年 1

月 6 日まで行った。 

・コースレコーダーの換装が完了した。 

・高経年化対策として，ECDIS 及び船内無線 LAN の工事が完了した。 

・船内LAN用の気圧センサーの発注を行った。工事は年度内に完了する予定である。 

・通常業務に加えて，入渠に向けて準備を行っている。 

 

３．深江丸の冷凍・冷蔵庫の換装について 

委員長から，前回委員会において承認された深江丸の冷凍庫・冷蔵庫の換装につい

て，具体的な調達のための予算状況について事務長が確認を行っている旨の報告があ

った。 

 

４．監事監査について 

委員長から，平成 25 年 12 月 16 日に，深江丸及び乗船実習科の監事監査が行われ

た旨の報告があった。 

 

５．STCW 現地調査について      

 （資料 12） 

内田委員から，資料 12 に基づき，平成 26 年 2 月 3 日に，日本海事協会による現地



 

 

調査が行われる予定であり，当日提出する QSS マニュアルを廣野委員が中心に作成し

ている旨の報告があった。 

 

６．ECDIS 訓練検討会について 

内田委員から，平成 25 年 12 月 11 日に，ECDIS 訓練検討会が開催された旨の報告が

あった。なお，神戸大学からは欠席であったが，その後情報収集を行った旨の報告が

あった。 

 

７．大学コンソーシアムひょうご神戸加盟大学間単位互換事業による共同利用について

 （資料 13） 

委員長から，資料 13 に基づき，大学コンソーシアムひょうごによる単位互換事業に

ついて，教育関係共同利用の一環として，平成 26 年 9 月の集中授業（深江丸の航海実

習を含む）「海と船入門」を実施することとなった旨，報告があった。 

 

８．カタマランコンペへの協力に関わる教員の休日出勤に関する対応について 

委員長から，カタマランコンペへの協力に関わる教員の休日出勤について，振替で

対応している旨の報告があった。 

 

９．平成 26 年度事業計画書（ECDIS 訓練シミュレータ）等の提出について 

 （資料 14） 

委員長から，資料 14－1 に基づき，平成 26 年度事業計画書を提出した旨の報告があ

った。また，資料 14－2 に基づき，共同利用に関連して平成 27 年度概算要求を提出し

た旨の報告があった。 

 

10．改正ＳＴＣＷ条約に対応するための船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則等の一

部改正について 

委員長から，改正ＳＴＣＷ条約に対応するための船舶職員及び小型船舶操縦者法施

行規則等の一部改正について，1 月 8 日付けメールで神戸運輸監理部から連絡のあっ

た旨の報告があった。これにより ECDIS 訓練（登録講習）への対応時期が早まること

が明らかとなった。 

 

11．大学における東日本大震災にかかわる記録活動の調査への協力について 

委員長から，大学における東日本大震災にかかわる記録活動の調査について，メー

ル審議の結果に基づき海事科学研究科総務係から情報管理課企画係宛回答票を提出

した旨の報告があった。 

 

12．大阪大学工学部からの教育関係共同利用について 

委員長から，大阪大学工学部からの教育関係共同利用について，平成 26 年 1 月 6 日

に，船舶海洋工学コースの授業の一環として 2 年生および 3 年生約 80 名の学生及び

教員による見学を受け入れた旨の報告があった。 

 

13．古野電気からの実験に関する打診について 

委員長から，古野電気より開発中のレーダー関係の実験に深江丸を利用できないか



 

 

打診があった旨の報告があった。 

 

14．ポンドの使用について 

委員長から，全日本学生外洋帆走選手権開催のためポンド使用願いがあり，本件に

ついてはメール審議とする旨の報告があった。 

 

15．全日本カッター選手権について 

古荘委員から，平成 26 年 5 月 31 日に全日本カッター選手権が神戸大学の担当で近

隣海域において開催される見通しである旨の報告があった。 

 

【その他】 

 次回、運営委員会は、平成 26 年 2 月 18 日（火）15 時 10 分から開催することとな

った。 

 以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

神戸大学 海事科学研究科 

平成 25 年度 第 10 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日 時： 平成 26 年 2 月 13 日（木） 11:00～12:30 

場 所： 事務棟 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，山下准教授，井川准教授，世良准教授，渕准

教授（兼航海マネジメント）（以上センター教員），矢野教授（船長），河合講師（機

関長），長松准教授（ロジスティクス），山地講師（海洋安全システム科学），三輪

講師（マリンエンジニアリング），  

欠席者： 古荘教授，廣野准教授，藤本(昌)准教授，足立事務長 

陪席者： 企画係 坂本係長，杉本係員， 

  深江丸 西山一航士，和巻一機士，青山二航士，黒木二機士 

   

【資料】 

資料   平成 25 年度第 9 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）

H26.1.14 

資料１ 附属練習船等使用申請等（一覧） 

資料２ 平成 26 年度深江丸等運航予定（草案） 

資料３ 大阪大学との共同研究に関わる協力依頼について 

資料４ ECDIS 訓練の登録申請について（4－1～4－17） 

資料 5-1 海技教育センター関係予算（支出項目） 検討資料 

資料 5-2 H25 年度クライナーベルク整備予定（H26.3 実施予定） 

資料６ 平成 26 年度 練習船深江丸 配乗予定表 

資料７ 運航記録・予定（7－1～7－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベルク 

資料８ 監事監査報告書 

資料９ 共同利用一覧（26.2.13 現在） 

資料 10 2014 年度大学コンソーシアムひょうご神戸 シラバス 

資料 11 内閣府 SIP 提供情報 

 議事に先立ち，平成 25 年度第 9 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)を確認

し，原案のとおり承認した． 

 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について     （資料１） 

 委員長から，資料１及び回覧資料に基づき説明があり，原案のとおり承認した． 

 ただし，大学教育推進機構の申請については，教職員も含めて，乗船者は 40 名まで

とする旨を大学教育推進機構へ伝えることとなった． 

 

２．平成 26 年度練習船深江丸等運航予定について   

 （資料２） 

 委員長から，資料２に基づき説明があり，資料２-１については次のとおり修正して，

承認した． 



 

 

   ・7 月 16 日～17 日，7 月 23 日～24 日，11 月 18 日～19 日の「他大学混乗」は削除 

   ・11 月 21 日の「３N 実験 3」は削除 

 

３．「流出重油・ガス自動追跡システムの開発」にかかる夏季研究航海の佐渡航海につい

て         （資料３） 

 委員長から，資料３に基づき説明があり，審議の結果，次の事項を盛り込み再度回

答することを承認した． 

 

・予定より出発を 1 日早めて 8 月 26 日神戸発，9 月 4 日神戸着で，新潟沖海域ま

では航海することが可能であり，現地では約 2 日間程度の実験期間を確保でき

る．ただし，台風等の影響を受けた場合，予定どおりの航海はできかねる．そ

のような条件でも，実験が可能か検討すること． 

・また深江丸は，人員の確保，予算の確保に問題を抱えているので，その点が解

消されるよう検討すること． 

・通常の航海よりかなり長距離となり，他の研究テーマの実施も難しいことから，

燃料代の負担を検討すること． 

・深江丸および乗組員（教員を含む）も研究に貢献したとして評価してもらえる

形にできるよう検討すること． 

 

４．深江丸におけるレーダー関係の実験に関する打診について 

 委員長から，古野電気から深江丸における波浪レーダー関係の実験に関して具体的

な説明があった旨の説明があり，深江丸で検討した結果も考慮し，共同研究として受

け入れる方向で回答することを承認した． 

 

５．ECDIS 講習の登録申請について     （資料４） 

 委員長から，資料４に基づき説明があり，これまでの経緯について確認した．準備

検討が必要な事項は以下のとおりである． 

 (1)ECDIS 講習のカリキュラムとシラバス 

 (2)講習担当教員 

 (3)ECDIS シミュレータ 

 (4)インストラクタ：年度内の講習参加予定教員は 4 人（矢野，廣野，村井，渕の各

先生） 

 (5)講習用教科書 

 

 今後の対応については，これら事項について作業を行うワーキンググループを立ち

上げることを承認した． 

 

 また，資料４-１６（現４年生への通知文）に関しては，次のとおり教務係へ意見を

伝えることとなった． 

・全学生が，受講が必要のように読み取れるので誤解を招くのではないか． 

・内定先企業と関係のある問題なので，内定先企業と密に連絡をとる必要があること 

を明記する必要があるのではないか． 

 



 

 

・以上をふまえて，再度内容について検討後，副研究科長（教育担当）及び教学委員 

長，海技教育センター長に確認のうえ，周知をお願いしたい． 

 

６．平成 26 年度海技教育センター予算の編成方針について  

 （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき説明があり，新たな予算編成で次年度の予算を作成す

ることを承認した． 

 クライナーベルクから要求の出ている，今年度の整備作業について，費用の捻出は

難しい状況であるが，山下委員と会計係等とで交渉してもらいたい旨の説明があった． 

 

７．平成 26 年度深江丸応援航海士等配乗方針について   （資料６） 

 委員長から，資料６に基づき説明があり，引き続き検討することとなった． 

 

８．寄港地における綱取りの手配について 

 委員長から，寄港地における綱取りの手配について確認があり，引き続き検討する

こととなった． 

 

【報告事項】 

１．運航実績及び予定（平成 26 年 1 月～平成 26 年 3 月）  

 （資料７） 

矢野委員，西山一航士及び山下委員から，資料７に基づき深江丸，白鴎，むこ丸，

クライナーベルクの運航実績及び予定について報告があった． 

 

２．保船関係報告・作業予定等 

西山一航士及び和巻一機士から，次のとおり報告があった． 

（入渠関連） 

・入渠中，ウィンチ及び舷梯に不具合が見つかり，修理を行った． 

・発電機の部品交換等を行った． 

・予備の部品を使用したため，新たに予備部品の購入が必要である． 

（入渠以外） 

・データロガーの換装工事を行った． 

・本日（2 月 13 日）燃料を 20 キロリットル積み込み予定である． 

 

３．入渠・定期検査報告 

 西山一航士及び和巻一機士から，1 月 22 日～2 月 7 日の深江丸入渠工事及び試運転

は無事終了した旨の報告があった． 

 

４．海技教育センター内部会計監査について 

 委員長から，2 月 18 日に長松委員，山地委員，三輪委員が海技教育センター内部会

計監査を行う旨の報告があった． 

 

５．STCW 現地調査について 

 内田委員から，日本海事協会の現地調査は延期となり，4 月下旬を予定している旨



 

 

の報告があった．なお，QSS マニュアルは，2 月中に完成し，運用を行う予定である旨

の報告があった． 

６．春季研究航海の参加者募集について 

 委員長から，前回審議した春季研究航海の参加者募集案について，研究科運営委員

会に報告した後，通知した旨の報告があった． 

７．練習船深江丸の教育関係共同利用に関する規則改正及び制定について 

 委員長から，前回承認した練習船深江丸の教育関係共同利用に関する規則改正及び

制定について，改めて本部企画法規グループでチェックを行っている旨の報告があっ

た． 

８．監事監査について      

 （資料８） 

 委員長から，資料８に基づき練習船深江丸についての監事監査・内部監査の報告書

が送付された旨の説明があった． 

９．深江丸の実習生用寝具の新規購入について 

 委員長から，深江丸の実習生用寝具の新規購入について，会計係長へ打診した結果，

購入は次年度になる旨の報告があった． 

10．教育関係共同利用の受入予定について     

（資料９） 

 委員長から，資料９に基づき，現時点での教育関係共同利用の受入予定の報告があ

った． 

11．大学コンソーシアムひょうご神戸加盟大学間単位互換事業による共同利用について 

 （資料 10） 

 委員長から，資料１０に基づき，大学コンソーシアムひょうご神戸加盟大学間単位

互換事業による共同利用の科目「海と船について作成したシラバスが教学委員会で承

認された旨の報告があった． 

12．平成 26 年度内閣府 SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）への情報提供につ

いて         

  （資料 11） 

  委員長から，資料１１に基づき，深江丸の海洋資源調査拠点構想について連携創造

本部を通じて平成 26 年度内閣府 SIP へ情報提供を行った旨の報告があった． 

13．ECDIS 訓練検討会について（内田副研究科長） 

 内田委員から，1 月 23 日，ECDIS 訓練検討会に出席した旨の報告があった． 

 

【その他】 

  次回，運営委員会開催日は３月の深江丸研究航海の前，または後とする．日程は

おって調整する．  

                                       

以上 

 

 

 

 

 



 

 

平成 25 年度 第 11 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日 時： 平成 26 年 3 月 26 日（水）10:40～12：40 

場 所： 事務棟 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，古荘教授，井川准教授，廣野准教授，藤本(昌)

准教授，（以上センター教員），矢野教授（船長），河合講師（機関長），長松准教

授（ロジスティクス），山地講師（海洋安全システム科学），三輪講師（マリンエ

ンジニアリング），足立事務長 

欠席者： 山下准教授，世良准教授，渕准教授 

陪席者： 企画係 坂本係長，杉本係員，深江丸 西山一航士，和巻一機士，青山二航士，

黒木二機士 

   

【資料】 

  平成 25 年度第 10 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H26.2.13 

  1  附属練習船等使用申請等（一覧） 

 2-1  平成 26 年度深江丸等運航予定（案） 

 2-2  平成 26 年度クライナーベルク運航予定（案） 

  3  平成 26 年度練習船深江丸利用一覧・配乗予定表 

  4  練習船深江丸教育関係共同利用予定一覧 

  5  平成 26 年度海技教育センター関係予算（案） 

  6  むこ丸船長（臨時）の発令について（依頼） 

  7  深江丸を利用した実験計画書 

  8  深江丸を利用した実証実験について 

 9-1  ECDIS 教育研究体制の整備と講習要件の充足について 

 9-2  第 4 回 ECDIS 訓練検討会議事次第 

 9-3  ECDIS 訓練時間分担表（船舶職員養成施設 31h:9h 練習船） 

 9-4  登録電子海図情報表示装置講習訓練記録表 

 10-1  資質基準システム運用マニュアル 

 10-2  （メール）【連絡】資質基準運用マニュアルについて （海技課：川路） 

  11  監査報告書 

 12-1  海洋底実習と研究 

 12-2  海洋底実習と研究 2（ppt 資料） 

  13  運航記録・予定（13－1 ～ 13－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベルク 

  14  仕様書案（大学院海事科学研究科附属練習船深江丸糧食業務用冷凍冷蔵庫取替 

     作業 一式） 

  15  運輸監理部による深江丸査察の概要（H26.3.5） 

 16-1  システムによる航海記録（25 年度春季研究航海） 

 16-2  航跡図（25 年度春季研究航海） 

 16-3  深江丸春季研究航海実施概要（船長作成） 

  17  教育関係共同利用拠点 申請書 

  18  自己点検報告 3 編 7 章 2 節・海技教育センター 

  19  監事監査結果及び監事意見に係る改善対応等一覧表 



 

 

  20  認証評価資料（海事科学研究科附属練習船深江丸） 

  21  共同型協力研究申込書（古野電気） 

  22  （手紙）神大東京六甲クラブ 

  23  寄港地における綱取りについて 

  24  「救命／消火講習」の実技講習（実践的訓練）の実施について 

 

 議事に先立ち，平成 25 年度第 10 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)を確認

し，原案のとおり承認した。なお，運営委員会外の教員から，議事要旨（案）審議事項

５について，教員からメールで企画係宛質問があった旨の説明があった。 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について     （資料１） 

 委員長から，資料１に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

メール審議済み（報告）：26 年 7 月 5 日深江丸，大学教育推進機構，全学共通授業「瀬戸内

海学入門」，総員 49 名． 

本日審議分：26 年 6 月深江丸，東洋信号通信社，研修便乗（４N 学内船舶実習に便乗），8

名×2 航海． 

 

２．平成 26 年度練習船等運航予定について     （資料２） 

 委員長から，資料２-１及び資料２-２に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 なお，年度中に変更のある場合は，その都度委員会にて審議することを確認した。 

 

３．平成 26 年度練習船深江丸応援航海士等配乗予定（案）について  （資料３） 

 委員長から，資料３に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 なお，配乗基準を新たに定め，前年度までとは大きく異なる状況となることから，本件は

海事科学研究科運営委員会にて，報告することとした。 

 

４．平成 26 年度練習船深江丸教育関係共同利用について   （資料４） 

 委員長から，資料４に基づき説明があり，資料４-２の川崎医療福祉大学の共同利用申請

について，原案のとおり承認した。 

 なお，その他の申請は，4 月以降に共同利用運営協議会にて審議予定である旨の説明があ

った。 

 

５．練習船深江丸の女性乗組員の雇用について  

 委員長から，共同利用拠点申請に向けて女性乗組員の雇用を行いたい旨の説明があり，

その費用は研究科予算として配算予定の共同利用経費から支出することで承認した．雇用

に向けて乗組員の具体的な職名については，本船乗組員及び研究科執行部，研究科事務部

等と検討して手続きを進めることを承認した。 

 

６．平成 26 年度海技教育センター関係予算（案）について   （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき説明があり，原案のとおり承認した。後の議題１２における

内部監査時の意見にも対応する形で，26 年度から海技教育センター関係の予算については，

内容に即した所管に分類することとなったので，適切な所管からの支出手続きを取るよう

委員長から説明があった． 



 

 

７．むこ丸船長（臨時）の発令について     （資料６） 

 委員長から，資料６に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

 

８．深江丸を利用した実験計画について     （資料７） 

 委員長から，資料７に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

９．深江丸を利用した実証実験について     （資料８） 

 委員長から，資料８に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

10．ECDIS 講習の登録申請について      （資料９） 

 内田委員及び廣野委員から，資料９に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 なお，本件は海事科学研究科運営委員会にて附議することとした。 

 

11．QSS マニュアルの改訂と STCW 現地調査について    （資料 10） 

 委員長から，資料１０に基づき説明があり，NK による現地調査は 5 月上旬に行われる予

定であるが，提出したマニュアルについて，若干の意見が国土交通省の担当係からあった

ため，その対応が必要であるので，内田委員，廣野委員，若林センター長を中心に対応策を

検討することを承認した。 

 

12．海技教育センター内部会計監査について    

 （資料 11） 

 委員長から，資料１１に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

   

13．理学研究科との共同研究・教育について    

 （資料 12） 

 委員長から，資料１２に基づき説明があり，原案のとおり承認した。26 年 9 月 16 日～17

日の「海と船入門」（単位互換授業）との混乗で，理学部の海洋調査に関する授業の一部を

行う予定である． 

 

 

【報 告】        

１．運航実績及び予定（26 年 2 月～26 年 3 月）    （資料 13） 

矢野委員及び西山一航士，青山二航士から，資料１３に基づき深江丸，白鴎，むこ丸の

運航実績及び予定について報告があった． 

なお，クライナーベルクについては，次回委員会にてまとめて報告することとなった。 

 

２．保船関係報告・作業予定等 

西山一航士及び和巻一機士から，次のとおり報告があった． 

 （甲板部） 

・防災無線の設置作業が行われた。 

 （機関部） 

・3 月 10 日，ピンホールが発生したため，取替を行った。 



 

 

・3 月 11 日，研究航海のため，10 キロリットルの燃料補給を行った。 

・研究航海後，13 キロリットルの燃料補給を行った。 

 

３．深江丸冷蔵庫・冷凍庫の代替について     （資料 14） 

 委員長から，資料１４に基づき説明があり，7 月の深江丸機関整備の日程にあわせて実施

するため，4 月早々に調達手続きを開始できるよう会計係と具体的な打合せを行い，仕様書

の準備を進めている旨の報告があった。 

 

４．神戸運輸監理部による深江丸の査察について    （資料 15） 

 西山一航士から，資料１５に基づき，神戸運輸監理部による深江丸の査察について報告

があった。結果は，入渠時の定期検査関係で若干書類の準備が遅れている点について指導

があったものの，「違反の事実を認めず」との記載が公用航海日誌になされた． 

 

５．平成 25 年度春季研究航海（H26.3.13～3.20）実施報告（速報）  （資料 16） 

 委員長から，資料１６に基づき，平成 25 年度春季研究航海を 3 月 13 日から 20 日まで実

施した旨の報告があった。なお，おって研究航海報告をまとめる予定である。 

 

６．練習船深江丸教育関係共同利用拠点の申請について   

 （資料 17） 

 委員長から，資料１７に基づき，練習船深江丸教育関係共同利用拠点申請書を学内〆切

である 2 月末までに企画部へ提出した旨の報告があった。5 月の本申請にむけて，4 月～5

月にかけて文科省との打合せが行われる旨の説明があった． 

 

７．自己点検報告書の原稿について     

 （資料 18） 

 委員長から，資料１８に基づき，海事科学研究科自己点検報告書中の海技教育センター

に該当する部分の原稿を提出した旨の報告があった。 

 

８．監事監査のフォローアップについて     （資料 19） 

 委員長から，資料１９に基づき，監事監査のフォローアップについて該当する部分の記

載を提出した旨の報告があった。 

 

９．認証評価に係る自己評価書について     （資料 20） 

 委員長から，資料２０に基づき，認証評価に係る自己評価の深江丸に関する部分の記述

について修正した原稿を提出した旨の報告があった。 

 

10． 深江丸における波浪レーダー開発に係る共同研究について  

 （資料 21） 

 委員長から，資料２１に基づき，深江丸における波浪レーダー開発に係る共同研究につ

いて，契約を締結した旨の報告があった。共同研究は海技教育センターとして受け入れ，費

用は年間 10 万円である．また別に船舶使用料として年間 100 万円の納入が予定されてい

る．研究は 3 年の予定である． 

 



 

 

11．クライナーベルクの利用希望等について    

 （資料 22） 

 委員長から，資料２２に基づき説明があり，神戸大学の卒業生からの手紙の文中で依頼

されているクライナーベルクの使用については事前申請が必要であり，また，係留につい

ては管理上の問題で不可である旨を回答予定である旨の報告があった。 

 

12．寄港地における綱取りの手配について     （資料 23） 

 委員長から，資料２３に基づき説明があり，綱取りの手配について検討予定である旨の

報告があった。 

 

13．「救命／消火講習」の実技講習（実践的訓練）の実施について  （資料

24） 

 委員長から，資料２４に基づき説明があり，「救命／消火講習」の実技講習（実践的訓

練）の実施について，省令改正が予定されていることに対応して検討が必要である旨の報

告があり，次回以降の委員会で審議予定であるとの説明があった。 

 

 

14.課外活動（端艇部）について 

 古莊委員から，男子端艇部が東京海洋大学との交流合宿を行う旨，また，5 月 31 日に，

全日本カッター大会が，神戸大学主幹で開催されるため，ポンドおよび練習船等の使用を

予定している旨の報告があった。 

 

15．神戸港カッターレースについて 

 矢野委員から，神戸港カッターレースの公式練習が，4 月 12 日，13 日，19 日，20 日に

ポンドにて行われる旨の報告があった。 

 なお，神戸港カッターレースは，例年海事科学研究科の後援を受けて開催されている

旨，あわせて説明があった。 

 

【その他】 

  次回、運営委員会開催日はおって調整する。  

                                       

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成 26 年度 第１回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日 時： 平成 26 年 4 月 18 日（金） 10:40～12:50 

場 所： 事務棟 4 階 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，山下准教授，井川准教授，廣野准教授，藤本

(昌)准教授，世良准教授，渕准教授（兼航海マネジメント）（以上センター教員），

矢野教授（船長），河合講師（機関長），尾下助教（ロジスティクス），山地准教授

（海洋安全システム科学），三輪講師（マリンエンジニアリング），足立事務長 

欠席者： 古荘教授 

陪席者： 企画係 小田係長（事務長補佐），坂本係員，杉本係員， 

  深江丸 青山二航士，土屋三機士 

   

【資料】 

  平成 25 年度第 11 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H26.3.26 

  1  附属練習船等使用申請等（一覧） 

 1-2  深江丸見学依頼（富士貿易株式会社） 

 1-3  夏休み子どもいろいろ体験スクール概要（案） 

 2-1  平成 26 年度深江丸等運航予定（案） 

 2-2  平成 26 年度クライナーベルク運航予定（案） 

 3-1  練習船深江丸教育関係共同利用予定一覧 

 3-2  附属練習船深江丸教育関係共同利用申請書（３件） 

 3-3  5 月 16 日大阪大学および大阪国際大学の深江丸教育共同利用について 

 4-1  海技教育センター運営委員会委員 

 4-2  海技教育センター職員 

 4-3  海技教育センターおよび深江丸関係規則等 

 4-4  海技教育センター懸案事項 

  5  海技教育センター関係予算・平成 25 年度決算（案） 

 6-1  学内共同利用施設等の組織に係る自己点検・評価について（依頼） 

 6-2 平成 26 年度 学内共同利用施設等の組織に係る評価の評価対象施設等及び実施

スケ    ジュール等について 

 6-3  学内共同利用施設等の組織に係る自己点検・評価書作成要項 

 6-4  （メール）学内共同利用施設等の組織に係る自己点検・評価に係る外部評価につ

いて 

  7  （メール）「救命／消火講習」の実技講習（実践的訓練）の実施について 

  8  寄港地での綱取りについて 

  9  運航記録・予定（9－1 ～ 9－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベルク 

  10  平成 25 年度深江丸運航実績 

  11  深江丸利用実績概要 

  12  平成 25 年度春季研究航海報告書（案） 

 

 議事に先立ち，平成 25 年度第 11 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)を確認

し，原案のとおり承認した。 



 

 

 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について     （資料１） 

 委員長から，資料１に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

２．平成 26 年度練習船等運航予定について    （資料２） 

 委員長から，資料２に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

 なお，主な変更点は，次のとおりである。 

 ・7 月 25 日に夏休み子どもいろいろ体験スクールのための出動(白鴎)を追加 

 ・9 月 5 日に関西地区工学部長会議のための出動(深江丸)を追加 

 ・上記に伴い，夏季研究航海の日程を 8 月 26 日から 9 月 2 日までに短縮 

  

３．平成 26 年度練習船深江丸教育関係共同利用について   （資料３） 

 委員長から，資料３に基づき説明があり，共同利用運営協議会での審議が間に合わ

ないため，以下の 2 日（3 大学等）の共同利用について承認した． 

 ・5 月 8 日 兵庫県立大学 

 ・5 月 16 日 大阪大学大学院人間科学研究科，大阪国際大学 

 なお，共同利用運営協議会は 6 月 1 日づけで学外委員を委嘱する予定であるとの説

明があった． 

 

４．平成 26 年度海技教育センター組織の確認と検討事項について  （資料４） 

 委員長から，資料４に基づき説明があり，4 月 1 日づけの委員の交代について確認，

関係規則等の確認を行った．懸案事項については，昨年 10 月の委員会において示した

ものとほぼ同じであり，これまでに対応を行っている件も多いが，未だ手つかずの案

件もあり，引き続き検討していくこととした。 

 

５．平成 25 年度海技教育センター関係決算について   （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 

６．学内共同利用施設等の組織に係る自己点検・評価について  （資料６） 

 委員長から，資料６に基づき説明があり，スケジュールに従い，検討・対応するこ

ととなった。なお，外部評価を行うかどうかを判断する必要があり，行う場合には 2 名

の外部評価委員の依頼が必要である旨，説明があった． 

 

７．「救命／消火講習」の実技講習（実践的訓練）の実施について  （資料７） 

 委員長から，資料７に基づき説明があり，平成２８年１月１日付けで省令改正され

るとの情報があり，平成２８年３月学部卒業予定の学生（新３年生）が履修する授業

科目の講習内容について視聴覚機材で代替している科目があれば、早めに変更申請を

する等，対応が必要となるため，引き続き検討を行うこととなった。 

 また，内田委員を通じて，他大学，高等専門学校の状況を確認したい旨の意見があ

った。 

 

８．寄港地および研究科ポンドにおける綱取りの手配について  （資料８） 



 

 

 委員長から，資料８に基づき説明があり，引き続き検討を行うこととなった。 

 

９．ポンドにおける安全の徹底について      

 委員長から，「安全の手引き」に基づき説明があり，ポンドの利用にあたっては，

よりいっそう安全の徹底を図ることとなった。 

 

 

 

【報告事項】 

１．運航実績および予定（26 年 3 月～26 年 5 月）   

 （資料９～１１） 

 矢野委員，山下委員及び青山二航士から，資料９に基づき深江丸，白鴎，むこ丸，

クライナーベルクの運航実績及び予定について報告があった．また，資料１０及び資

料１１に基づき，平成 25 年度の運航実績および利用実績について報告があった． 

 

２．保船関係報告・作業予定等 

 青山二航士及び土屋三機士から，次のとおり報告があった。 

 

・タッチアップ塗装を行った。 

・フェンダーの制作を行った 

・船尾灯の交換を行った。 

・サニタリーポンプの整備を行った。 

・エンジンルームのペンキ塗りを行った。 

 

３．練習船深江丸教育関係共同利用拠点の申請について    

 委員長から，練習船深江丸教育関係共同利用拠点の申請について，教育関係共同利

用拠点申請に係る事前相談が 4 月 22 日に文部科学省において行われた旨の報告があ

った。 

 

４．練習船深江丸の女性乗組員の雇用について     

 委員長から，練習船深江丸の女性乗組員の雇用について，保健学研究科と打合せを

行い，看護師資格保有者の派遣の可能性について打診している旨の報告があった。 

 

５．QSS マニュアルの改訂と STCW 現地調査について     

 内田委員から，5 月 9 日に行われる調査に向けて各種手順について確認作業を行っ

ている旨の報告があった。 

 

６．ECDIS 講習の登録申請について       

 委員長から，他大学，高等専門学校の申請状況について報告があった。 

 

７．深江丸を利用した波浪レーダー開発に係る共同研究について   

 委員長から，深江丸を利用した波浪レーダー開発に係る共同研究について，5 月 19

日に打合せを行い，7 月中にレーダーを取り付ける予定である旨の報告があった。 



 

 

８．単位互換「海と船入門」の履修申請状況について    

 委員長から，履修申請がいなかった旨の報告があった。 

 ただし，理学研究科が便乗する予定であるため，予定は変更せず出動をする旨の報

告があった。 

 

９．平成 25 年度春季研究航海（H26.3.13～3.20）研究活動報告について （資料１２） 

 委員長から資料１２に基づいて説明があり，研究代表者に確認のうえ，発行するこ

ととする旨の報告があった。 

 

１０．ポンド北側のフェンダーの撤去について 

 委員長から，ポンドの北側のフェンダーについて，現在は使用されていないため，5

月中旬に撤去する予定である旨の報告があった。 

１１．授業におけるポンドの利用について 

 廣野委員から，授業において，ポンドにて作成した船舶の走行実験を行っている旨

の報告があった。 

 

１２．J24 ヨットの寄付について 

 山下委員から，J24 ヨットについて，大学へ寄付を行い，神戸大学所有のヨットとな

った旨の報告があった。 

 

 

【その他】 

  次回、運営委員会開催日はおって調整する。  

                                       

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成 26 年度 第 2 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日 時： 平成 26 年 6 月 25 日（水） 10:00～12:10 

場 所： 事務棟 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，山下准教授，廣野准教授，藤本(昌)准教授，

渕准教授（兼航海マネジメント）（以上センター教員），矢野教授（船長），河合講

師（機関長），尾下助教（ロジスティクス），山地准教授（海洋安全システム科学），

三輪講師（マリンエンジニアリング），足立事務長 

欠席者： 古荘教授，井川准教授，世良准教授 

陪席者： 企画係 小田係長（事務長補佐），坂本係員，杉本係員， 

  深江丸 西山一航士，和巻一機士 

   

【資料】 

  平成 26 年度第 1 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H26.4.18 

 1-1  附属練習船等使用申請等（一覧） 

 1-2  附属練習船等使用申請書（日本郵船㈱） 

 2-1  平成 26 年度深江丸等運航予定（修正 2014.6.25） 

 2-2  （メール）JG 打ち合わせ 

 2-3  平成 26 年（度）臨時変更検査受検予定 

 3-1  附属練習船等使用申請書（近畿内航船員対策協議会） 

 3-2  神戸大学附属練習船「深江丸」体験航海 実施計画 

 3-3  神戸大学附属練習船“深江丸”体験航海への参加にあたって 

 4  貴学練習船深江丸を利用した洋上研修の件(依頼) 

 5-1  平成 26 年度夏季 深江丸研究航海のお知らせと参加相談についてのご案内 

 5-2  平成 26 年度夏季（26 年 8 月実施）深江丸研究航海 参加チーム・乗船者の募集に

ついて 

 6-1  平成 26 年度教育研究設備整備費等の配分について（ECDIS 訓練シミュレータ） 

 6-2  ECDIS 訓練シミュレータ（CBT システム）事業計画（設備分） 

 7  神戸大学海事科学部 資質基準システム運用マニュアル 新訂第２版 

 8  業務依頼お断りの件（技術部） 

 9  運航記録・予定（9－1 ～ 9－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベルク 

 10  平成 26 年度公開講座の内容検討と応援航海士の手配のお願い 

 11-1  監査プログラム（案） 

 11-2  中間報告書（特記事項） 

 11-3  不適合事項報告書 

 11-4  監査報告書 

 12-1  第 4 回 ECDIS 訓練検討会議事次第 

 12-2  第４回 ECDIS 訓練検討会議事概要 

 12-3  登録電子海図情報表示装置講習訓練記録表 

 12-4  （メール）登録 ECDIS 講習申請書類の提出について 

 12-5  登録 ECDIS 講習の申請に関する経過と今後 

 13  [救命講習] 実技履修科目・［消火講習］実技履修科目 



 

 

 14  教育関係共同利用拠点 申請書（最終版） 

 15  平成 26 年度 練習船深江丸 利用一覧・配乗予定表 

 16-1  平成 26 年度第１回神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸共同利用運

営協議会   

      議事要旨（案） 

 16-2  練習船深江丸 教育関係共同利用予定一覧（2014.6.18） 

 16-3  2014 年度 中京大学 応用心理学実習 日課予定表 

 17  ニュースレター★人間健康 Vol.8No.2（大阪国際大学） 

 18-1  平成 27 年度 特別経費（教育関係共同実施分) 概算要求事項の概要 

 18-2  運営費交付金所要額積算内訳（教育関係共同実施分【新規事業】） 

 19  海洋底構造探査に係る人材育成プログラム（理学研究科・海事科学研究科） 

 20-1  神戸大学(深江)海事科学研究科練習船泊地浚渫その他 工事工程表（案） 

 20-2  神戸大学（深江）ポンド浚渫事業設計・管理業務 地盤調査特記仕様書 

 20-3  海上ボーリング概要 

 20-4  特記仕様書別紙設計参考資料（修正案） 

 20-5  特記仕様書別紙設計参考資料（追加案） 

 20-6  業務内容説明書 

 21  深江丸 陸電用配電盤（平面図） 

 22  海象・気象データの提供依頼について（海上保安庁海洋情報部環境調査課） 

 23 備讃瀬戸北航路(開発保全航路)凌深工事のお知らせ（国土交通省四国地方整備局

高松港 湾・空港整備事務所） 

 24  深江丸におけるソーラー水中グライダーTonai60 の潜航試験計画書 

 25-1  共同型協力研究申込書（古野電気） 

 25-2  附属練習船等使用申請書・深江丸での利用計画について（古野電気） 

 25-3  波浪レーダ仕様 

 25-4  委任状（無線申請） 

 26  2014 年リーダーシップ スケジュール（案） 

 

議事に先立ち，平成 26 年度第 1 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)を確認

し，原案のとおり承認した。 

 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について     （資料１） 

 委員長から，資料１に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

メール審議分： 

（深江丸）深江祭実行委員会，5/25：可． 

     小林英一教授研究利用，7/22～24：可． 

     日本舶用工業会，6/25～27：可． 

     渦潮電機株式会社，7/4・7/15～16：可． 

     古野電気株式会社，7/14・8/21～22・9/18～19：可． 

（白鴎） 海技教育センター長，4/28：中止． 

     全日本カッター競技大会実行委員長，5/29～31：可． 

（むこ丸）航海マネジメント系，5/2：可． 



 

 

     全日本カッター競技大会実行委員長，5/29～31：可． 

（クライナーベルク）ＮＰＯセーリング神戸，5/10・6/15：可． 

（小艇・カッター） 

     全日本カッター競技大会実行委員長，5/29～31：可．（青雲丸，ほくら，ろっ

こう） 

（ポンド等）内海域環境教育センター（おのころ係留），5/21：可．中止． 

      大阪市港湾局（大阪港カッターレース）の練習，7/12～13：可． 

今回審議： 

（深江丸）資料 1－2．日本郵船，7/18～21： 

（ポンド等）資料 1－3．オフショアセーリングクラブ，7/4～7/6，リンクワークス係留： 

 

 なお，深江丸の使用申請として提出されている近畿内航船員対策協議会（8/6）につい

ては議題 3 にて審議する． 

 

２．平成 26 年度練習船等運航予定について・深江丸資格臨時変更検査について

 （資料２） 

 委員長から，資料２に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 なお，練習船から旅客船への資格臨時変更検査について，教育関係共同利用のため

の出動時は，一定の条件の下で臨時変更は不要であることを神戸運輸監理部に確認し

た旨の報告があった。 

 

３．乗船体験（近畿内航船員対策協議会）について   

 （資料３） 

 委員長から，資料３に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 8 月 6 日 09:45～16:30，日帰り，工業高校の生徒を対象とした航海を実施する． 

 

４．洋上研修（ベニックソリューション㈱）について   （資料４） 

 委員長から，資料４に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

 深江丸を使用した洋上研修の依頼．11 月～12 月，1 泊 2 日の研修を希望． 

 

５．平成 26 年度夏季深江丸研究航海について    （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき説明があり，寄港地は鹿児島港とし，原案のうち復航

を九州西岸ではなく九州東岸から豊後水道を通って瀬戸内海へ入る航路に変更し，承

認した。 

 おって，研究科運営委員会で報告後，学内外へ募集要項の通知を行う。 

 

６．ECDIS 訓練シミュレータの予算措置（事業計画）について  （資料６） 

 委員長から，資料６に基づき説明があり，ECDIS 訓練シミュレータの調達にかかる

仕様策定委員として，若林センター長・矢野委員・廣野委員・藤本(昌)委員・村井委

員・渕委員を推薦することを承認した。 

 

７．QSS マニュアルの改訂について     （資料７） 

 内田委員から，資料７に基づき，監査で指摘された不適合事項 4 項目を中心に改訂



 

 

を行った旨の説明があり，原案のとおり承認した。 

 おって，研究科運営委員会で審議後，正式に改訂となる。 

 

８．寄港地および研究科ポンドにおける綱取りの手配について  （資料８） 

 委員長から，資料８に基づき説明があり，ポンドにおける綱取り作業が技術部から

断られたことにともない，今後も引き続き検討することとなった。 

 

９．学内共同利用施設等の組織に係る自己点検・評価について   

 委員長から，自己点検・評価について説明があり，今後原稿内容を検討することと

なった。 

 

10．ECDIS 講習の登録申請について     （資料 12） 

 内田委員から，資料１２に基づき説明があり，神戸運輸監理部へ申請を行うことを

承認した。 

 ただし，資料が不十分であるため，改めて内容についてメール審議を行うこととな

った。 

 研究科運営委員会へ上程する． 

 

【報告事項】 

１．運航実績および予定（26 年 4 月～26 年 7 月）   

 （資料９） 

 委員長，山下委員，西山一航士から，資料９に基づき報告があった。 

 

２．保船関係報告・作業予定等 

  西山一航士及び和巻一機士から，次のとおり報告があった。 

 

（甲板部） 

・モーターサイレンが作動不良となり，修理を行った。 

・コースレコーダーの配線修理を行った。 

・バルブが作動不良となり，修理を行った。 

 

（機関） 

・新規購入ボート用の陸上用台車が完成した。 

・5 月 16 日，サニタリーポンプにピンホール，5 月 22 日，2 号発電機にピンホール

が生じたため修理を行った。 

・7 月 2 日から，乗組員によって冷蔵庫換装のための作業を行う 

・7 月 7 日から，乗組員によって機関整備を行う。またあわせて業者によって冷蔵

庫換装・空調設備の整備を行う。 

 

３．見学の実施について        

 委員長から，5 月 12 日，吉井事務局長が深江丸を訪問し，見学を行った旨の報告が

あった。 

 河合機関長から，5 月 19 日，富士貿易株式会社の依頼により講義と見学を実施した



 

 

旨の報告があった。 

 

４．深江丸公開講座について      （資料 10） 

 委員長から，資料１０に基づき説明があり，広報社会連携推進委員会からの依頼に

基づき，公開講座時の航海において応援航海士藤本(昌)次席一等航海士が対応する旨

の報告があった。 

 

 

５．QSS マニュアルの改訂と STCW 現地調査について   （資料 11） 

 内田委員から，資料１１に基づき説明があり，6 月 4 日付で監査が終了した旨の報

告があった。 

 

６．「救命／消火講習」の実技講習（実践的訓練）の実施について  （資料 13） 

 内田委員及び渕委員から，資料１３に基づき説明があり，「救命／消火講習」の実技

講習（実践的訓練）の実施について，現在関係機関が情報収集を行っている旨の報告

があった。 

 

８．練習船深江丸教育関係共同利用拠点の申請について   （資料 14） 

 委員長から，資料１４に基づき説明があり，2 回にわたる文科省事前相談を経て，6

月 23 日までに文科省に対して本申請を行った旨の報告があった。 

 

９．練習船深江丸の女性乗組員の任用について    （資料 15） 

 委員長から，資料１５に基づき説明があり，共同利用時の出動については，保健学

研究科の教員及び大学院生を任用することとして準備している旨の報告があった 

 

 

10．練習船深江丸共同利用運営協議会について    （資料 16） 

 委員長から，資料１６に基づき説明があり，6 月 18 日，海事科学研究科にて共同利

用運営協議会が開催され，これまでに申請のあった教育関係共同利用の 14 件につい

て利用が承認された旨の報告があった。 

 

11．練習船深江丸共同利用の実施状況について    （資料 17） 

 委員長から，資料１７及び回覧資料（利用者アンケート）に基づき，共同利用の実

施状況について報告があった。 

 

12．概算要求事前相談について（教育関係共同利用）   （資料 18） 

 委員長から，資料１８に基づき説明があり，近日中に文部科学省へ事前相談に赴く

旨の報告があった。 

 なお，概算要求は，拠点化申請が認められなかった場合は取り下げることとなる。 

 

13．深江丸入渠工事の仕様策定について      

 委員長から，仕様策定委員会委員として，若林センター長，渕委員，尾下委員，山

地委員，三輪委員を選出した旨の報告があった。 



 

 

14．理学研究科との研究利用プロジェクトの計画（海洋調査）について （資料 19） 

 委員長から，資料１９に基づき，深江丸を利用した人材開発に関わる理学研究科と

の共同プロジェクトについて，5 月 23 日，文科省研究開発局海洋地球課に対して説明

した旨，説明があった．文部科学省側は海洋地球課長，係長の 2 名．神戸大学側は巽

教授，島准教授（理学研究科），伊豆島財務部長他（財務部），若林センター長（海事）

が出席した． 

 

15．ポンドの浚渫工事について        （資料

20・21） 

 委員長から，資料２０・２１に基づき，施設係から連絡があった旨の報告があり，

浚渫工事中の深江丸の係留場所については，様々な点を確認した上で慎重に検討する

必要があるとの説明があった。 

 

16．気象海象データの提供（海上保安庁海洋情報部）について  （資料 22） 

 委員長から，資料２２に基づき説明があり，外洋航海の際は情報提供に協力する旨

の報告があった。 

 

17．備讃瀬戸北航路における工事について    （資料 23） 

 委員長から，資料２３に基づき報告があった。 

 

18．深江丸におけるソーラー水中グライダーTonai60 の潜航試験計画（小林英一教授） 

         （資料 24） 

 委員長から，資料２４に基づき説明があり，以前承認した深江丸の使用について追

加事項の依頼があった旨の報告があった。 

 実験の実施については，小林教授が深江丸と事前の打ち合わせ・調整を行うことを

確認した。 

 

19．深江丸における波浪レーダ開発に係る共同研究について  

 （資料 25） 

 委員長から，資料２５に基づき説明があった。7 月中に実験用の波浪レーダーを古

野電気が設置し，夏季研究航海以降，実験を実施する予定である． 

 

20．平成 25 年度春季研究航海（H26.3.13～3.20）研究活動報告について  

 委員長から，春季研究航海研究活動報告について，代表者が内容を確認のうえ，研

究科ウェブサイトで公開された旨の報告があった。 

 

21．ポンド北側面の実験用フェンダ（船体離岸防止装置）を撤去工事の完了について 

 委員長から，5 月 14 日までに，このテーマで海事科学研究科教員が共同研究を行っ

ていたシバタ工業により撤去工事が完了した旨の報告があった。 

 

22．リーダーシップ研修について 

 藤本(昌)委員から，資料２６に基づき，今年度のリーダーシップ研修の内容につい

て報告があった。 



 

 

 

23．テレビ取材への協力について 

 委員長から，韓国の旅客船事故に関連して取材協力を行い，4 月 28 日に深江丸で撮

影があり，その模様が 4 月 30 日に放映された旨の報告があった。 

 

24．乗船実習科の制服について 

 三輪委員から，乗船実習科の制服について，三輪委員，岡田准教授，教務係員で検

討している報告があった．ＷＧとしての位置付けが必要か確認し，次回以降にて報告

する事になった．また，男子学生からも制服について意見があれば報せていただきた

い旨の依頼があった。 

 

 

【その他】 

  次回、運営委員会は、平成 26 年７月中に開催する予定で，あらためて日程調整

することとなった。  

                                       以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成 26 年度 第 3 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日 時： 平成 26 年 7 月 25 日（金） 09:00～11:20 

場 所： 事務棟 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，古荘教授，山下准教授，廣野准教授，藤本(昌)

准教授，世良准教授，渕准教授（兼航海マネジメント）（以上センター教員），矢

野教授（船長），河合講師（機関長），尾下助教（ロジスティクス），山地准教授（海

洋安全システム科学），三輪講師（マリンエンジニアリング），足立事務長 

欠席者： 井川准教授 

陪席者： 企画係 岸上係長，仲谷係員 

  深江丸 青山二航士 

   

【資料】 

  平成 26 年度第 2 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H26.6.25 

 1  附属練習船等使用申請等（一覧） 

 1-6  附属練習船等使用申請書（広報室・村田紀子氏） 

 1-7  施設等使用申請書（浅岡助教） 

 2  平成 26 年度深江丸等運航予定（修正） 

 3-1 （メール）企画係報告（返信不要）船舶の使用について（小林教授・大阪大学水中

ロボット） 

 3-2  附属練習船等使用届出書（小林教授，6 月 24 日改訂） 

 3-3  練習船・実習船及びその他の舟艇(練習船等)の使用に係る使用料の取り扱いにつ

いて 

 3-4  大阪大学との共同研究にかかる深江丸利用申請の件（小林教授） 

 4  神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規 

 5  体験型海洋セミナー参加者募集 

 6 （メール）プレジャーボートについて 

 7  学内共同利用施設等の自己点検・評価書（原稿） 

  

 8  運航記録・予定（8－1 ～ 8－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベルク 

 9  お見積書・むこ丸【H.26 年度整備入梁工事】 

 10 （メール）【依頼】 入試広報に係る深江丸運航・見学予定について 

 11  

 12  海と船の体験教室時間表（2014/7/29・関西小型船安全協会） 

 13-1  「神戸大学海事科学研究科附属練習船深江丸整備入渠工事 一式」の調達に係る

第１回仕様策定委員会議事要旨（案） 

 13-2  仕様書（第 2 回委員会審議版） 

 14-1  「電子海図情報表示装置（ECDIS）訓練シミュレータ 一式」の調達に係る第１回

仕様策定委員会議事録（案） 

 14-2  ECDIS 訓練シミュレータ実行用 PC システム一式（仕様） 

 15  請求書（2013 膨張式救命いかだ投下実習） 

 16-1 （メール）ＥＭＳＡ（ＥＣ）への打ち返しについてのご相談・内田副研究科長から



 

 

国交省へ 

 16-2 （メール）ＥＭＳＡ（ＥＣ）への打ち返しについてのご相談・国交省担当者からの

返信 

 16-3  国交省担当課修正案 

 16-4  QSS マニュアル抜粋翻訳 

 16-5  救命実習実施報告_2013 年 8 月 6 日実施分 

 17-1  附属練習船等使用届出書（便乗） 

 17-2  附属練習船等使用届出書（便乗） 

 18  近畿内航船員対策協議会体験航海（平成 26 年 8 月 6 日・日帰り） 

 19 （メール）利用者アンケート（中京大学）学生 

 20-1  京都工芸繊維大学 共同利用 （平成 26 年 8 月 5 日・午後半日） 

 20-2  2014 年度帝塚山大学大学院心理科学研究科心理科学基礎論Ⅱ 予定表 

 21-1  2014 年度コンソーシアムひょうご神戸・理学研究科海洋調査人材育成 予定表 

 21-2  附属練習船等使用届出書（便乗） 

 22-1 （ＨＰ）練習船「深江丸」の教育関係共同利⽤ 

 22-2  神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸共同利用公募要領 

 22-3  練習船深江丸 教育関係共同利用案内送付一覧 

 23-1  設計業務委託仕様書 

 23-2  ポンド浚渫等設計その他業務における仕様書（ 補足 ）について 

 24-1 （メール）神戸大学のミリョクシンポジウム：深江丸の取り組みの原稿、写真ご協

力のお願い 

 24-2  神戸大学のミリョク（原稿） 

 25  自己操縦免除確認申請書 

 

議事に先立ち，平成 26 年度第 2 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)を確認

し，原案のとおり承認した。 

 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について     （資料１） 

 委員長から，資料１に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

メール審議分： 

（深江丸）関西小型船安全協会 7 月 29 日：可（7 月 9 日）  

実験便乗（水総研・寺田） 7 月 15 日～16 日：可（7 月 11 日） 

   海への誘い 9 月 8 日～9 日・9 月 11 日～12 日 

  便乗（広報室・村田），9 月 11 日～12 日：可（7 月 15 日） 

（白鴎）  海への誘い 9 月 9 日・12 日（一日利用） 

（クライナーベルク）NPO セーリング神戸 7 月 12 日：可（7 月 11 日） →中止 

海への誘い 9 月 8 日・9 日・11 日・12 日 

（ポンド等）浅岡助教（ポンドで LED の実験）：可（7 月 15 日） 

（報告）大阪市港湾局（大阪港カッターレース）の練習 7 月 12 日～13 日：可 

→ 台風のため中止となった． 

今回審議：なし 



 

 

２．平成 26 年度練習船等運航予定について（資料２） 

 委員長から，資料２に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

(1) 深江丸等運航予定（案） 

・11 月 10 日：神戸女学院大学（共同利用） 

・11 月 17 日：神戸女学院大学（共同利用） 

・11 月 18 日～19 日：ベニックソリューション（研修）   

 

３． 練習船等の部局内利用における費用（燃料費相当分）の徴収について

 （資料３） 

 委員長から，資料３に基づき説明があり，部局内の研究利用等の場合，取り扱いに

基づき実費相当額である 3 日間で 4.4kL＝39.6 万円を徴収することを研究科長に意見

具申することについて承認した。 

 

４．練習船等使用料の改定について           （資料４） 

 委員長から，資料４に基づき説明があり，以下のとおり承認した。 

 ・使用料引き上げとともに，使用した燃料に比例した実費を徴収する方法の導入に

ついて研究科長に練習船等使用内規の改正について検討を依頼する。 

・「練習船・実習船及びその他の舟艇(練習船等)の使用に係る使用料の取り扱いにつ

いて」の改訂について，「7.部局内の研究利用（便乗を除く）」は，有料（燃料費

相当分）となっているが，いくらかは部局で負担することについて研究科長に報

告する。なお，「5．学生サークルが課外活動の一環として、カッター以外の練習

船等を利用する。」が無料（燃料費相当分）となっているのは錯誤であり，有料（燃

料費相当分）に修正することを確認した。 

 

５．体験型海洋セミナーについて             （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき説明があり，8 月 23 日～24 日（土・日）に実施される

本セミナーの主催から実費（食費，洗濯代）は徴収することとし，使用届の提出を依

頼することについて承認した。 

 

６．モーターボート寄贈の申し出について              （資料６） 

 委員長から，資料６に基づき説明があり，寄贈される艇の使い勝手，維持費用等の

問題から丁重にお断りすることについて承認した。 

 

７．学内共同利用施設等の組織に係る自己点検・評価について  （資料７） 

 委員長から，資料７に基づき，8 月末を目処にセンター長を中心に加筆修正作業を

行った上で，次回委員会において再度審議することについて承認した。 

 

８．寄港地および研究科ポンドにおける綱取りの手配について   

 委員長から，資料８に基づき説明があり，ポンドにおける綱取り作業が技術部から

断られたことに伴い，今後も引き続き検討することとなった。 

 

【報告事項】 

１．運航実績および予定（26 年 6 月～26 年 8 月）   



 

 

 （資料８） 

 委員長，山下委員，青山二航士から，資料８に基づき報告があった。 

 

２．保船関係報告・作業予定等 

  委員長及び青山二航士から，次のとおり報告があった。 

 

（甲板部） 

・7 月 7 日：ｱﾄﾗｽのドップラーログ，表示パネルの入れ替え。 

 

（機関） 

・7 月 2 日：冷蔵庫換装の準備． 

・7 月 7 日～11 日：機関整備．冷蔵冷凍庫換装．空調整備工事 

・乗組員による機関整備（燃料噴射弁），データロガー（テラテック）バグフィッ

クス 

・8 月 9 日～17 日：ブラックアウトの予定 

 

３．むこ丸の整備工事について                     （資料９） 

  委員長から，資料９に基づき，7 月 9 日～18 日に入渠（新西宮）して工事を実施し

たこと，及び修理が必要であったため，費用が予定より高くなったことについて報告

があった。 

 

４．施設見学の実施について                （資料 10） 

 委員長から，資料１０に基づき説明があり，以下のとおり報告があった。 

(1) 入試広報関係 

・8 月 8 日午前：航海，午後：見学 

・8 月 26 日午前：大阪女学院高校 

・10 月 3 日：高校 

・11 月 19 日：高校 

・11 月 25 日：奈良学園高校 

・12 月 15 日：千里高校 

 

(2) 7 月 25 日：第 8 回大学原子力実験施設シンポジウム第 3 回「大学原子力実験施

設連絡会」福島除染研究会 

 

５．東灘区との協定にもとづく事業の実施について   

 （資料 11） 

 委員長から，資料１１に基づき説明があり，7 月 25 日午後から実施する旨の報告が

あった。 

 

 

６．関西小型船安全協会「海と船の体験教室」航海の実施について   （資料 12） 

 委員長から，資料１２に基づき説明があり，7 月 29 日午後から実施する旨の報告が

あった。 



 

 

７．洋上研修（ベニックソリューション（株））について  

 委員長から，担当者から 11 月 18 日～19 日に実施したい旨の連絡があったことにつ

いて報告があった。 

 

８．深江丸入渠工事仕様策定委員会の開催について              

（資料 13） 

 委員長から，資料１３に基づき説明があり，7 月 11 日に第 1 回仕様策定委員会を開

催し，議論の結果を受けて，仕様書案を一部修正した上で審議中であること，及び現

場説明会を 8 月 7 日（木）13:00 から深江丸学生ホールにて実施する旨の報告があっ

た。 

 

９．ECDIS 訓練シミュレータ仕様策定委員会の開催について      （資料 14） 

 委員長から，資料１４に基づき説明があり，7 月 18 日に第 1 回仕様策定委員会を開

催し，訓練を 1 回に 25 名で行える仕様としたこと，及び PC で約 480 万円となり，残

りの額で ECDIS（CBT）を導入する予定である旨の報告があった。 

 

10．リーダーシップ授業の実施状況について               （資料 15） 

 委員長から，資料１５に基づき説明があり，ライフラフト投下実演の費用を海技教

育センターにおける教育として支出する旨の報告があった。  

 

11．QSS マニュアル改訂 2 版について            

 内田委員から，7 月 2 日開催の研究科運営委員会で審議し，承認された旨の報告が

あった。  

 

12．EMSA 監査へのフォローアップについて                 （資料

16）         

 内田委員から，資料１６に基づき説明があり，本案にて国土交通省に回答する旨の

報告があった。  

 

13．「救命／消火講習」の実技講習（実践的訓練）の実施について   

 内田委員から，「救命／消火講習」の実技講習（実践的訓練）の実施について，現在

関係機関が情報収集を行っている旨の報告があった。 

 

14．平成 26 年度夏季深江丸研究航海の参加申込み状況について   

 委員長から，申込期限後に参加者決定のため，メール審議をする旨の報告があった。

なお，資料１７に基づき，研究航海のテーマ相談の一環として，深江丸体験乗船を行

う予定であり，内山准教授（工学研究科）8 月 6 日，他の使用届（便乗）についての

説明があった． 

 

15．近畿内航船員対策協議会他主催「深江丸」体験航海の実施について    （資料 18） 

 委員長から，資料１８に基づき説明があり，8 月 6 日に実施する旨の報告があった。 

 

16．練習船深江丸教育関係共同利用の実施状況について   （資料 19） 



 

 

 委員長から，資料１９及び回覧資料（利用者アンケート）に基づき，以下とおり共

同利用が実施された旨の報告があった。 

・6 月 29 日～7 月 1 日：中京大学心理学部（前泊，1 泊 2 日航海・高松） 

・7 月 14 日：大阪大学工学部船舶海洋工学（日帰り・午前午後） 

 

また，中京大学の利用において，アンケートに改善提案等が多くあり，可能なもの

については対応を始めるとともに，大がかりなものについては，来年度の入渠工事で

の実施等にて対応を検討していく旨の報告があった。 

 

17．練習船深江丸教育関係共同利用の実施について             （資料 20） 

 委員長から，資料２０に基づき説明があり，以下のとおり報告があった。  

・8 月 5 日（午後）：京都工芸繊維大学 

・8 月 21 日～22 日（1 泊 2 日）：帝塚山大学（高松寄港予定） 

 

18．2014 年度コンソーシアムひょうご神戸（単位互換）・理学研究科海洋調査人材育成

の実施について                               

（資料 21） 

 委員長から，資料２１に基づき説明があり，9 月 16 日～17 日（1 泊 2 日）に海洋調

査のため，夜航海を行うとともに，本事業は海事科学研究科と理学研究科の共同事業

であるため，理学研究科学生及び教員が便乗に際しては実費（食費，洗濯代）を徴収

するが，使用料は徴収しない旨の説明があった。 

 

19．練習船深江丸教育関係共同利用について                

 委員長から，練習船深江丸教育関係共同利用について，以下のとおり報告があった。 

・11 月 10 日（午後），神戸女学院大学 ・・・ 木村ゼミ 

・11 月 17 日（午後），神戸女学院大学 ・・・ 矢野ゼミ 

なお，実施に当たり，渕准教授が事前学習のため出向く予定である。 

 

20．平成 27 年度教育関係共同利用の募集について             （資料

22） 

  委員長から，資料２２に基づき説明があり，募集要項の郵送先について報告があり，

また，神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸共同利用実施要項の改正につ

いて，平成 27 年度の募集では〆切を 11 月末日としたが，実施要項では 8 月末日とな

っているため，拠点認定を見据えた上で，11 月末日に改正する必要がある旨の報告が

あった。 

 

21．概算要求事前相談について                       

 委員長から，6 月 30 日文部科学省高等教育局国立大学法人支援課において概算要求

の事前相談を行い，特に大きな指摘事項はなかった旨の報告があった。 

 

22．ポンドの浚渫工事について          

（資料 23） 

 委員長から，資料２３に基づき，本工事におけるコンサルタント業者が決定し，7 月



 

 

11 日（部局内関係者）及び 7 月 17 日（コンサルタント業者，本部施設部及び部局内

関係者）に打合せを実施したこと，及び浚渫工事中の深江丸の係留場所について引き

続き検討を要する旨の報告があった。 

 

23．深江丸における波浪レーダー開発に係る共同研究について    

 委員長から，7 月 17 日～18 日に設置工事を実施し，7 月 28 日・30 日に設置工事及

び検査データの計測等を予定している旨の報告があった。 

 

24．クライナーベルク体験帆走会の実施状況について 

 委員長から，クライナーベルク体験帆走会の実施状況について，以下のとおり報告

があった。 

・第 1 回 5 月 30 日 17:30～：8 名 

・第 2 回 6 月 13 日 17:30～：6 名 

・第 3 回 6 月 27 日 17:30～：13 名（大学教育推進機構，理学研究科，自然科学研

究環，農 

学研究科，研究推進課） 

・第 4 回 7 月 18 日 17:30～：10 名（国際交流推進機構，留学生課，医学部総務課，

経済学 

研究科，人文学研究科，工学研究科） 

25．深江丸の巡視について  

 委員長から，昨年度受けた監事監査の指摘に基づき，7 月 25 日に深江丸の巡視を実

施する予定であったが，産業医がすぐに対応できないため，来月以降に延期されるこ

ととなった旨の報告があった。 

26． 神戸大学のミリョクへの情報提供について              （資料 24） 

 委員長から，資料２４に基づき説明があり，神戸大学のミリョクシンポジウム（9 月

開催予定）において，深江丸の情報を広報室へ提供することについて報告があった。 

27．自己操縦免除確認の申請について        （資料 25） 

 委員長から，資料２５に基づき説明があり，小型舟艇類の自己操縦免除確認につい

て申請書の添付資料が揃い次第，事務部総務係から申請する旨の報告があった。 

【その他】 

  次回、運営委員会は、平成 26 年 8 月中に開催する予定で，あらためて日程調整

することとなった。   

                                   以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成 26 年度 第 4 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日 時： 平成 26 年 8 月 25 日（月） 09:00～11:15 

場 所： 事務棟 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，山下准教授，廣野准教授，藤本(昌)准教授，

世良准教授，渕准教授（兼航海マネジメント）（以上センター教員），矢野教授（船

長），河合講師（機関長），尾下助教（ロジスティクス），山地准教授（海洋安全シ

ステム科学），三輪講師（マリンエンジニアリング），小田事務長補佐（足立事務

長代理出席） 

欠席者： 古莊教授，井川准教授，足立事務長 

陪席者： 企画係 岸上係長，仲谷係員 

  深江丸 西山一航士，青山二航士 

   

【資料】 

  平成 26 年度第 3 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H26.7.25 

 1-1  附属練習船等使用申請等（一覧） 

 1-2 （回覧）係船池一時入港の許可申請 

 1-3 （回覧）H240916-17_届出書 (便乗)_理学研究科 

 1-4 （回覧）140905_施設使用願［深江丸］ 

 1-5 （回覧）140905_届出書_工学部長会議 

 1-6 （回覧）施設使用願 河口 

 2-1  平成 26 年度深江丸等運航予定（修正） 

 2-2  平成 26 年度深江丸利用一覧・練習船配乗予定表（20140807） 

 3 （メール）学生係依頼【ホームカミングデイ（10_25）キャンパスツアーにおける 

     深江丸の見学について】 

 4  学内共同利用施設等の自己点検・評価書【海事科学研究科附属練習船深江丸】  

     平成 26 年 10 月 

 5-1  自己操縦免除申請書他 

 5-2  安全管理規程 名簿 他 

 5-3 （参考）保険加入者証 

 6-1  練習船・実習船及びその他の舟艇(練習船等)の使用に係る使用料の取り扱いにつ 

     いて／具体例と届・申請の別／航海日当の支出に関する基準  

 6-2  神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規  

 7-1   深江丸使用依頼書 

  7-2 （メール）来年度の深江丸使用依頼 

 8 （メール）来年の予定【小林教授】 

  

 9  運航記録・予定（9－1 ～ 9－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベルク  

 10-1  見積もり書（膨張式救命いかだ投下実習）  

 10-2  救命講習（救命いかだ（ライフ・ラフト）の投下展張、乗り込み等）実施報告  

 11-1 （メール）回答 Re: ＥＭＳＡ（ＥＣ）への打ち返しについてのご相談  

 11-2  Report of the services of the European Commission on the assessment of  



 

 

     compliance of the system of Maritime Education, Training and  

     Certification of Seafarers of Japan with the STCW Convention 

 11-3  Report on short course of life raft drill 

 11-4  Annex12 

 12-1  平成 26 年度深江丸夏季研究航海（鹿児島寄港） 乗船者名簿 

 12-2  平成 26 年度夏季深江丸研究航海研究打合せ資料 

 13-1 （HP）東灘区こどもいろいろ体験スクール 

 13-2  平成２６年度 東灘区体験スクール（H26.7.25 実施）の反省点 

 14-1  教育関係共同利用拠点の認定について(通知) 

 14-2  教育関係共同利用認定拠点一覧（平成 26 年 7 月 31 日現在）：文部科学省【抜粋】 

 15-1  甲南大学・神戸学院大学 共同利用航海 プログラム 

 15-2  【甲南大学・神戸学院大学】案内冊子  

 16-1  2014 年度 コンソーシアムひょうご神戸・理学研究科海洋調査人材育成 プロ 

     グラム 

 16-2  【単位互換・理学研究科】案内冊子 

 17-1  神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸整備入渠工事一式仕様書案 

 17-2  神戸大学海事科学研究科附属練習船深江丸整備入渠工事一式に係る第２回仕様  

     策定委員会（メール会議）審議事項及び回答用紙  

 18-1  「電子海図情報表示装置（ECDIS）訓練シミュレータ 一式」の調達に係る第 

     ２回仕様策定委員会議事要旨（案） 

  18-2   「電子海図情報表示装置（ECDIS）訓練シミュレータ 一式」の調達に係る第 

     ３回仕様策定委員会議事要旨 

 18-3   「電子海図情報表示装置（ECDIS）訓練シミュレータ 一式」仕様書 

 19  現地調査計画書 

 

議事に先立ち，平成 26 年度第 3 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)を確認

し，原案のとおり承認した。 

 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について     （資料１） 

 委員長から，資料１に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

メール審議分： 

（深江丸）施設利用 9 月 5 日午後：可（8 月 19 日） 

便乗（理学研究科）9 月 16 日・17 日：可（7 月 29 日）  

（白鴎）  なし 

（クライナーベルク）NPO セーリング神戸 8 月 24 日：可（8 月 12 日） 

（ポンド等）河口教授 8 月 25 日又は 26 日：可（8 月 12 日） 

（報告） 便乗（事務部）8 月 5 日（報告） 

関西地区工学部長会議 9 月 5 日午後（報告） 

今回審議：なし 

 

２．平成 26 年度練習船等運航予定の一部変更について 

 （資料２）                   



 

 

 委員長から，資料２に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

(1) 深江丸等運航予定 

・12 月 2 日：工学部長会議理事会（仮予約） 

    (2) 配乗予定 

今のところ，本年度は 142 日の運航，190 日あまりの利用の予定となり，乗組

員の労務管理等においてかなり厳しい状況であるとの説明があった。 

 

３．ホームカミングデーにおける深江丸の見学対応について  

  （資料３）             

 委員長から，資料３に基づき説明があり，当日，深江丸船内見学の対応することに

ついて承認した。 

  なお，対応に当たっては海技教育センターにおいて検討することとした。 

 

４．学内共同利用施設等の組織に係る自己点検・評価について        

  （資料４） 

 委員長から，資料４に基づき説明があり，本委員会で原案を検討，承認後（メール

審議），評価委員会において検討し，10 月 10 日の〆切に間に合うよう手続きを進め

るため，9 月上旬までに意見や提案があれば，メールで企画係へ連絡するとともに，

その結果を基に案を修正の上，メール審議を行い，その結果をもって，以後の手続き

を進めることについて承認した。 

  

５．自己操縦免除確認の申請について            

 （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき説明があり，世良准教授をインストラクター名簿に追

加した上で承認した。 

   

６ ． 練 習 船 等 の 使 用 に 係 る 使 用 申 請 お よ び 使 用 届 の 取 扱 い に つ い て    

 （資料６） 

 委員長から，資料６に基づき説明があり，以前より運用していた使用に係る取扱い

について改めて確認するとともに，各種利用の分類に対する実例を挙げて説明できる

よう文書化し，また，航海日当に係る支出財源の確認を行い，原案のとおり承認した。 

なお，現在，事務部を中心に「神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内

規」中の別表（使用料）について検討を進めており，その結果で，本委員会での審議

により改訂することになれば，この取扱いについても必要な変更について検討する可

能性がある旨の説明があった。  

 

７．深江丸使用について（依頼）・女子中高生のための関西科学塾  （資料７） 

 委員長から，資料７に基づき説明があり，以下の点を依頼元に確認の上，再審議す

ることとした。 

・関西科学塾がどのような団体であり，他にどのような活動をしているのか。 

・その中で深江丸の運航がどのような位置付けであるのか。 

 

８．寄港地および研究科ポンドにおける綱取りの手配について   



 

 

 委員長から，実習寄港地（高松，松山，尾道）は安全確保の観点から外注すること

を執行部に対して求める旨の説明があり，原案のとおり承認した。 

また，深江地区の係船池における綱取りについては以下の意見があった。 

・部局内の様々な立場における深江丸に対する考え方に温度差があることが推察さ

れるため，本研究科における深江丸の位置付けを議論する必要がある。 

・綱取りの手配の対応案としては，大学院生等の雇い上げ（毎回 1 時間程度）が考

えられる。 

・将来的（恒久的）には，海技教育センターが技官 1 名を要求することも想定する。 

 

９．関西海事教育アライアンスにおける深江丸の運航について（資料８） 

委員長から，資料８に基づき説明があり，平成 27 年 1 月 29 日は入渠中のため物理

的に不可能であり，また，平成 27 年 2 月 12 日は気象海象も厳しい時期であることか

ら，直ぐには対応するとの回答は難しいこと，及び現状では不確定な点も多いことか

ら，状況次第で再度検討することとした。 

 

  10. メール審議の議決方法について 

委員長から，メール審議は練習船等の利用申請で期日の迫っている案件等に限るが，

それ以外で，早急な審議が必要な事項が生じて本委員会での審議を待つことができな

い場合には以下のとおり取り扱うことについて説明があり，原案のとおり承認した。 

・メール審議には全委員からの回答を必須とし，可決の要件は委員数の過半数以上

とすることとし，連絡しても回答がない場合は白票とみなすこととする。 

・船舶の使用申請（届）等については，不都合等がないかの確認の意味が大きいの

で，これまでどおり，連絡がない場合は可とみなすこととする。 

 

【報告事項】 

１．運航実績および予定（26 年 7 月～26 年 9 月）   

 （資料９） 

 矢野船長（深江丸），青山二航士（白鴎，むこ丸），山下委員（クライナーベルク）

から，資料９に基づき報告があった。 

 

２．保船関係報告・作業予定等 

  河合機関長及び青山二航士から，次のとおり報告があった。 

 

（甲板部） 

・8 月 9 日～10 日：台風対策 

・8 月 19 日：マストトップに取付の複合気象センサーが不具合であったため修理

していたが，再度取り付けた。 

・8 月 19 日～20 日：推進器及び横移動装置整備のためダイバーによる潜水作業

をおこなった 

（機関部） 

・8 月 4 日：配管ピンホールを本船にて新替 

・8 月 5 日：ビルジ陸揚げ 

・8 月 25 日：補油 12KL 



 

 

・9 月 4 日：補油の予定 

（白鴎） 

・GPS プロッタ故障， 

・ジャイロリピータ（1 つ）故障 

 

３．リーダーシップ授業の実施状況について               （資料 10） 

 委員長から，資料１０に基づき説明があり，今年度のライフラフト投下実演に係る

請求書及び完了報告書（古荘教授作成）について報告があった。 

  

４．EMSA 監査へのフォローアップについて                 （資料

11） 

  内田委員から，資料１１に基づき説明があり，先日の回答案について国土交通省か

ら EMSA に報告したとの連絡があった旨の報告があった。 

 

５．平成 26 年度夏季深江丸研究航海の実施について             （資料

12） 

委員長から，資料１２に基づき説明があり，以下のとおり報告があった。 

・7 月 31 日：参加者を決定し，研究代表者に通知した。 

・8 月 20 日：研究打合せミーティングを実施した。 

 

６．東灘区との協定にもとづく事業の実施について   

 （資料 13） 

 委員長から，資料１３に基づき説明があり，7 月 25 日午後から実施された事業（東

灘区・夏休み子どもいろいろ体験スクール）について反省点及び課題の報告があった。 

 

７．練習船深江丸教育関係共同利用拠点の認定について           （資料

14） 

 委員長から，資料１４に基づき説明があり，26 年 7 月 31 日付けで練習船深江丸教

育関係共同利用拠点の認定があったことについて報告があった。 

 

８．練習船深江丸教育関係共同利用の実施状況について           （資料

14） 

委員長から，資料１４及び回覧資料（利用者アンケート）に基づき，以下とおり共

同利用が実施された旨の報告があった。 

・8 月 5 日（午後）：京都工芸繊維大学 大学院工芸科学研究科先端ファイブロ科学

専攻 

修士 1 年  23 名，准教授  1 名（計 24 名） 13 名欠席 

・8 月 21 日～22 日：帝塚山大学（高松寄港） 

         大学院生 18 名，引率教員 4 名（計 22 名） 1 名欠席 

 

９．練習船深江丸教育関係共同利用の実施について             （資料 15） 

 委員長から，資料１５に基づき説明があり，以下のとおり報告があった。  

・9 月 18 日～19 日：甲南大学フロンティアサイエンス学部，科学と産業政策  



 

 

・9 月 18 日～19 日：神戸学院大学人文学部人文学科，人間環境実習Ⅳ・人間環境演

習Ⅲ 

・9 月 22 日：内海域環境教育研究センター（利用の可否は共同利用運営協議会にて

審議予定） 

 

10．2014 年度コンソーシアムひょうご神戸（単位互換）・理学研究科海洋調査人材育成

の実施について                               

（資料 16） 

委員長から，資料１６に基づき説明があり，9 月 16 日～17 日に海洋調査のため，夜

航海を実施することについて報告があった。 

 

11．練習船深江丸入渠工事に係る仕様策定結果について           （資料 17） 

 委員長から，資料１７に基づき説明があり，第 2 回仕様策定委員会を持ち回り（メ

ール）で行ったこと， 及び 8 月 7 日に深江丸教室において入札説明会を実施したこ

とについて報告があった。 

 

12．電子海図情報表示装置（ECDIS）訓練シミュレータの調達に係る仕様策定結果について（資料 18） 

 委員長から，資料１８に基づき説明があり，7 月 27 日に第 2 回仕様策定委員会，8

月 7 日に第 3 回仕様策定委員会を開催したことについて報告があった。 

 

13．関西小型船安全協会「海と船の体験教室」航海の実施状況について 

 委員長から，7 月 29 日に実施したことについて報告があった。 

 

14．近畿内航船員対策協議会・近畿運輸局・（公社）近畿海事広報協会主催 神戸大学附

属練習船「深江丸」体験航海の実施状況について 

 委員長から，8 月 6 日に実施したことについて報告があった。 

 

15．ポンドの浚渫工事について         

（資料 19） 

 委員長から，資料１９に基づき説明があり，ボーリング調査を実施したこと，及び

8 月 25 日（月）15:00 から本部施設部担当者と打合せを行う予定であることについて

報告があった。 

 

16．深江丸における波浪レーダー開発に係る共同研究について    

 委員長から，7 月 28 日及び 30 日に設置工事及び検査データの計測等を実施したこ

とについて報告があった。 

 

【その他】 

  次回、運営委員会は、平成 26 年 9 月 25 日開催する予定で，あらためて日程調整

することとなった。  

                                       以上 

 

 



 

 

平成 26 年度 第 5 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日 時： 平成 26 年 9 月 25 日（木） 09:00～11:30 

場 所： 事務棟 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，古莊教授，山下准教授，井川准教授，藤本(昌)

准教授，世良准教授，渕准教授（兼航海マネジメント）（以上センター教員），矢

野教授（船長），河合講師（機関長），尾下助教（ロジスティクス），山地准教授（海

洋安全システム科学），三輪講師（マリンエンジニアリング），足立事務長 

欠席者： 廣野准教授 

陪席者： 小田事務長補佐，企画係 岸上係長，仲谷係員 

  深江丸 和巻一機士，青山二航士 

   

【資料】 

  平成 26 年度第 4 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H26.8.25 

 1-1  附属練習船等使用申請等（一覧） 

 1-2  日本舶用工業会（26.10.6-8） 

 1-3  施設使用願（三村） 

 1-4  使用申請_NPO セーリング神戸(H260920) 

 1-5  ポンド利用申請 201409（林美鶴） 

 1-6  クレーン使用許可願 

 2-1  平成 26 年度深江丸等運航予定（修正） 

 2-2  平成 26 年度深江丸利用一覧・練習船配乗予定表（修正） 

 3-1  登録海技免許講習(救命講習(機関救命講習)及び消火講習)における実技講習(実

践的訓練)の実施について 20140319 

 3-2  H16.2.26 免許講習内容告示国交省１６３号 

 3-3  海技免許講習の登録等の手続きについて（Ｈ１６）・海技免許講習の登録申請要領 

 3-4  施設及び設備の概要書（第 2 号様式） 

 3-5  （航海）必要履修科目に該当する教育科目の名称、履修の方法、教育時間等の教

育の内容 

 3-6  （機関）必要履修科目に該当する教育科目の名称、履修の方法、教育時間等の教

育の内容 

 3-7  20130116 三級海技士（航海）免許講習必要履修科目一覧（新旧対照） 

 4-1  深江丸使用依頼書（内田理事） 

 4-2  深江丸使用許可願い 260918 

 4-3  第 9 回関西科学塾募集チラシ 

 4-4  関西科学塾＿実験要旨集原本（第 9 回科学塾） 

 4-5  関西科学塾実 335MW_神戸大学 

 4-6  第８回関西科学塾 アンケート抜粋 

  

 5  運航記録・予定（5－1 ～ 5－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベルク 

 6  深江丸機関部保船関係 

 7-1  浚渫等工事の打ち合わせ H26.08.25 



 

 

 7-2 【回覧】概略工程（Pr 案） H26.05.23 

 7-3 【回覧】 

 7-4  渫等工事に係る課題 

 8  自己操縦免除確認証 

 9  運営費交付金所要額積算内訳（教育関係共同実施分【新規事業】） 

 10 【回覧】（メール）「海への誘い」撮影のお礼 

 11-1 【回覧】140919_第 9 回学長会見資料【練習船深江丸】 

 11-2 【回覧】140919_学長定例会見プレゼンテーション【練習船深江丸】 

 12  H26【様式】自己点検・評価書 海事科学研究科 深江丸 

 13-1 【回覧】附属練習船深江丸教育関係共同利用申請書（神大理学部） 

 13-2 【回覧】神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸共同利用運営協議会（持

ち回り審議）の審議結果について 

 14-1 【回覧】練習船深江丸教育関係共同利用 利用者アンケート(学生用)【甲南大学】 

 14-2 【回覧】練習船深江丸教育関係共同利用 利用者アンケート(学生用)【神戸学院大

学】 

 15 【回覧】練習船深江丸 利用者アンケート(学生用)【理学部】 

 16 【回覧】（メール）カタマランコンペに関わるポンドの使用について 

 17  各部局等における部局年次計画の重点事項（ヒアリング資料）【施設・設備・環境】

深江丸関係 

 18 【回覧】（メール）深江丸 2 台目レーダ設置のお願い 

 19 【回覧】平成 26 年度練習船深江丸夏季研究航海研究活動報告 

 

議事に先立ち，平成 26 年度第 4 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)を確認

し，原案のとおり承認した。 

 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について     （資料１） 

 委員長から，資料１に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

メール審議分： 

（深江丸）日本舶用工業会 10 月 7 日～8 日：可（9 月 3 日） 

（白鴎）  なし 

（クライナーベルク）NPO セーリング神戸 9 月 20 日：可（9 月 16 日） 

（ポンド等）三村教授 9 月 7 日～30 日：可（9 月 10 日） 

林 美鶴教授 10 月 1 日～30 日：可（9 月 16 日） 

今回審議： 

 ・クレーンの使用について（端艇部） 

  委員長から，資料１－６に基づき説明があり，審議の結果，申請者からクレーン

の使用者の免許及び講習関係の写し並びに責任体制が分かる資料などの再提出を

求めた上で改めて審議することとした。また，学生がクレーンの操作を直接行うと

いうことについては初めての事例であり，必要に応じて安全衛生委員会など他の委

員会にも検討を依頼する必要があるとの認識で一致した。 

 

２．平成 26 年度練習船等運航予定の一部変更について           （資料２） 



 

 

 委員長から，資料２に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

    (1) 配乗予定 

今のところ，本年度は 141 日の運航，190 日あまりの利用の予定となり，乗組

員の労務管理等においてかなり厳しい状況であるとの説明があった。 

 

３．「救命／消火講習」の実技講習（実践的訓練）の実施について      （資料３） 

 委員長から，この件について教務係から問い合わせのメールがあった旨の説明があ

り，内田委員から，資料３に基づき説明があり，実技講習に当たっては移行期間中に

航海は古莊教授，機関は内田教授がそれぞれ実施に向けて調整しているが，ボートダ

ビットなどのハード面の課題，航海訓練所及び２大学５高専の関係などの対外折衝に

時間がかかるため，近々に内田委員から中間報告をまとめること，及び本件は本研究

科の案件であることから，本センターとしては教務係に対して回答しないことについ

て承認した。 

 

４．深江丸使用について（依頼）・女子中高生のための関西科学塾  （資料４） 

 委員長から，資料４に基づき説明があり，審議の結果，以下の条件を付した上で承

認した。 

①利用できる期間は来年 8 月平日のみとする。（土日は不可） 

②8 月平日の都合がつけば，深江丸の航海を実施するが，本件は外部利用に当たる

ため，使用料を徴収する。 

     ③関西科学塾（又は男女共同参画推進室）から使用申請書（深江丸航海）又は施設

使用願（深江丸見学利用）の提出を求める。 

④深江丸の航海に当たっては，関西科学塾の企画に参加される学生数（乗船者数）

によって，航海時間を制約する。 

これらに対して不都合があるということであれば，深江丸の運航は見送るものとす

る。 

 

５．寄港地および研究科ポンドにおける綱取りの手配について   

 委員長から， 8 月 25 日に開催された本センター運営委員会において実習寄港地で

の綱取り を外注にする件を 9 月 12 日（金）に開催された月曜懇談会にて審議された

結果，綱取りの外注が認められたこと，及び綱取り外注に伴う費用については深江丸

関係の当初予算配分にて足らずの金額を補填する旨の説明があり，綱取りの外注が可

能なところから手配を進めていくことについて承認した。 

 深江地区の岸壁における深江丸帰港時の綱取りについては，継続審議とすることと

した。 

綱取りとは別の案件として，委員長から，本センターから技術部へ深江丸に搭載さ

れている通信機器等の恒久的な施設維持管理その他深江丸に関連する業務を担当さ

せるために，専任の技術職員（１～2 名）を要求することについて（配置換え等も視

野に入れて）を執行部へ要望する提案があり，審議の結果，承認した。 

 

６．関西海事教育アライアンスにおける深江丸の運航について 

委員長から，平成 27 年 1 月 29 日は入渠中のため物理的に不可能であり，また，平

成 27 年 2 月 12 日は気象海象も厳しい時期であることから，直ぐには対応するとの回



 

 

答は難しいこと，及び本件に関して前回から追加の情報がなかったことについて説明

があり，状況次第では再度検討することとするものの，現状では深江丸の運航は行わ

ないこととした。 

 

  ７．センター長の辞任について 

委員長から，深江丸が教育関係共同利用拠点の認定がなされたことにより当初の指

示事項は遂げたこと，代替船新造の動きを速やかに始める必要があり，そのための新

しい体制を早期にとる必要があることなどから，9 月 30 日付けをもってセンター長を

辞任したい旨の説明があった。審議の結果，本提案は否決され，現任期満了（平成 27

年 3 月末）までセンター長を留任させることとなった。 

 

  ８．センター長（予定者）の選出について  

    委員長から，審議事項７に基づき現任期満了までセンター長を留任させることとな

ったが，任期満了までの間に，円滑に引継が行われるよう，次期センター長予定者の

選任を進めた上で，必要な引継をおこなっていくことについて説明があり，審議の結

果，当該方針について承認した。 

 

【報告事項】 

１．運航実績および予定（26 年 8 月～26 年 10 月）            （資料５） 

 委員長から，資料５に基づき，深江丸，白鴎，むこ丸及びクライナーベルクの運航

実績及び予定について報告があった。 

 

２．保船関係報告・作業予定等                     （資料６） 

委員長から，資料６に基づき，機関部に係る保船関係及び作業予定について報告が

あった。なお，甲板部については次回に合わせて報告することとなった。 

 

３．ポンド浚渫等設計その他業務の打ち合わせについて（8/25 午後）    （資料７） 

 委員長から，資料７に基づき説明があり，8 月 25 日にポンド浚渫等設計その他業務

の打ち合わせがあったこと，9 月 22 日にポンドの底質調査を実施したことについて報

告があった。また，ポンド浚渫に際する深江丸の外部係留について，近々に矢野船長

から資料が提出される予定である旨の報告があった。 

  

４．小艇の自己操縦免除確認について                  （資料８） 

  委員長から，資料８に基づき説明があり，9 月 3 日付けで神戸運輸監理部から確認

証が発行されたことについて報告があった。 

  なお，確認証の有効期限は３年間であることから,次回更新手続きを怠らないよう

注意喚起があった。 

 

５．平成２７年度概算要求（教育関係共同利用）について          （資料９） 

委員長から，資料９に基づき説明があり，運営費交付金所要額を 1,070 万円で作成

し直すよう財務部から連絡があり,作成の上,再提出したことについて報告があった。 

 

６．海への誘いにおける広報室による取材について          



 

 

（資料 10） 

 委員長から，資料１０に基づき説明があり，9 月 9 日（火）にクライナーベルク，9

月 11 日（木）～12 日（金）に深江丸を広報室が取材を実施したことについて報告が

あった。 

    なお,取材内容及び公表方法などが不明瞭なため,担当者から内容の提出について依

頼があった。 

 

７．学長定例記者会見（第９回）について               （資料 11） 

委員長から，資料１１に基づき説明があり，9 月 19 日（金）14:00 から 本部６階大

会議室にて学長定例記者会見（第９回）があり, 練習船深江丸教育関係共同利用拠点

の認定についても言及があった旨の報告があった。 

 

８．学内共同利用施設等の自己点検・評価書について           （資料 12） 

  委員長から，資料１２に基づき説明があり，先日メール審議にて承認された附属練

習船深江丸の自己点検・評価書が 9 月 22 日（月）開催の評価委員会に附議され一部修

正したこと，及び後日開催予定の研究科運営委員会にて報告されることについて報告

があった。 

 

９．教育関係共同利用運営協議会におけるメール審議結果について     （資料 13） 

委員長から，資料１３に基づき説明があり，自然科学系先端融合研究環内海域環境

教育研究センターの教育関係共同利用拠点が認定されたため，深江丸教育関係共同利

用運営協議会（持ち回り審議）にて同センターから申請のあった練習船深江丸教育関

係共同利用申請が承認され，9 月 22 日（月）に実施されたことについて報告があった。 

 

10．練習船深江丸教育関係共同利用の実施状況について          （資料 14） 

委員長から，資料１４及び回覧資料（利用者アンケート）に基づき，次のとおり共

同利用が実施された旨の報告があった。 

・9 月 18 日～19 日：甲南大学フロンティアサイエンス学部，科学と産業政策  

            履修者２６名，引率教員５名（計３１名） １名欠席 

・9 月 18 日～19 日：神戸学院大学人文学部人文学科，人間環境実習Ⅳ・人間環境演 

          習Ⅲ   

               学生４名，引率教員１名（計５名） 

・9 月 22 日：内海域環境教育研究センター 

学生３名，引率教員３名（計６名） 

    

 なお，教員向けアンケートを事務部から別途依頼することとなった。 

 

11．2014 年度コンソーシアムひょうご神戸（単位互換）・理学研究科海洋調査人材育成

の実施状況について                       （資料 15） 

委員長から，資料１５に基づき説明があり，9 月 16 日～17 日に海洋調査のため，夜

航海を実施し，プロトン磁力計により磁場（曳航）により磁場の測定等を行ったこと

について報告があった。 

 



 

 

12. カタマランコンペに関わるポンドの使用について          （資料 16） 

委員長から，資料１６に基づき説明があり，昨年来，大阪大学が艇庫及びポンドを

使用して行ってきた作業が終了したことについて報告があった。 

 

13．各部局等における部局年次計画の重点事項（練習船深江丸）について   （資料 17） 

 委員長から，資料１７に基づき説明があり，各部局等における部局年次計画の重点

事項（練習船深江丸）について報告があった。 

 

14．深江丸における波浪レーダー開発に係る共同研究について     （資料 18） 

 委員長から，資料１８に基づき説明があり，Miros 社製レーダー及び WAVEX（波浪解

析装置）の設置工事について，10 月 1 日（水）～3 日（金）に作業するとともに，10

月 28 日（火）深江停泊中に設置し，10 月 29 日（水）深江から和歌山シフト時に便乗

して調整（古野電気，Miros の技術者が便乗予定）する旨の報告があった。 

 なお，事務部から古野電気の担当者へ上記日程にて実施しても差し支えないことを

連絡することとなった。 

 

15．日本舶用工業会研修航海の実施について 

 委員長から，10 月 7 日（火）～8 日（水）に日本舶用工業会研修航海を実施するこ

とについて報告があった。 

 なお，受入担当である河合機関長が当該実施プログラムを入手次第,メール報告す

ることとなった。 

 

16．平成２６年度深江丸夏季研究航海研究活動報告について       （資料 19） 

 委員長から，資料１９に基づき説明があり，現在編集中である案が出来次第，各チ

ーム代表者に確認を求めた後，本センター運営委員会でメール報告の上，研究科運営

委員会に報告する予定であることについて報告があった。 

 

17．二等機関士の雇い止め，雇い入れについて 

 委員長から，黒木二機士が永年勤続休暇制度により 10 月第 3 週に休暇取得するこ

とについて報告があった。なお，神戸運輸監理部への雇い止め，雇い入れについては

不要であることを確認した。 

 

18．深江丸船員の休暇取得について 

  委員長から，本年度の深江丸出動状況のため，乗組員の休暇取得が困難な状況につ

いて，本船からの意向として深江丸船長から検討依頼があったため，深江丸船員の休

暇取得について研究科長へ検討を依頼した旨の報告があった。来年度以降も，状況が

特に変化する見込みはないため，特命助教等により航海士，機関士を増員するなどの

本質的な対応も必要である旨の説明があった。 

 

19．「海への誘い」の実施状況について 

  古莊委員から，9 月 8 日（月）～9 日（火）及び 9 月 11 日（木）～12 日（金）に実

施された全学共通教育科目「海への誘い」の実施状況について報告があり，謝辞があ

った。 



 

 

 

20．深江丸の食料費について 

  矢野船長から，昨今の食材の物価高騰及び消費税増税により，深江丸の食料費の値

上げ等を検討することについて報告があった。 

 

21．クライナーベルクの試乗会について 

  山下委員から，10 月 24 日（金）にクライナーベルクの試乗会を実施することにつ

いては報告があり，周知依頼があった。 

 

22．年報の発行について 

    河合機関長から，隔年にて発行している年報について,平成 25 年度及び平成 26 年

度の年報を発行する旨の報告があり，協力依頼があった。 

 

【その他】 

  次回，運営委員会の開催は，11 月～12 月を目処に改めて日程調整する。  

                                       以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成 26 年度 第 6 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日 時： 平成 26 年 12 月 19 日（金） 10:40～12:20 

場 所： 事務棟 4 階 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，古莊教授，山下准教授，井川准教授，藤本(昌)

准教授，渕准教授（兼航海マネジメント）（以上センター教員），矢野教授（船長），

河合講師（機関長），尾下助教（ロジスティクス），山地准教授（海洋安全システ

ム科学），三輪講師（マリンエンジニアリング），足立事務長 

欠席者： 世良准教授，廣野准教授 

陪席者： 小田事務長補佐，企画係 岸上係長，仲谷係員 

  深江丸 西山一航士，和巻一機士，青山二航士 

   

【資料】 

  平成 26 年度第 5 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H26.9.25 

 1-1  附属練習船等使用申請等（一覧） 

 1-2  届出書_クライナーベルク体験帆走会_141024･1114 

 1-3  届出書_工学部長会議・総会運営委員会_141202 

 1-4  施設使用願［深江丸］_141202 

 1-5  使用申請書(便乗)_古野電気(H261029)修正版 

 1-6  使用申請書_NPO セーリング神戸(H261026) 

 1-7  使用届出書_ろっこう(H261101-02) 

 1-8  使用申請書_NPO セーリング神戸(H261108) 

 1-9  深江丸便乗_国際海事研究 C（H261110･17） 

 1-10  使用申請書_ベニックソリューション(H261118-19) 

 1-11  使用申請書 GHR 鈴木 20141105 

 1-12  ６ｍカッター用台車借用申請 

 1-13  使用申請書_古野電気(H261204-05) 

 1-14  深江丸使用申請書_20150115 

 1-15  深江丸使用申請書_20150212 

 1-16  使用申請書_NPO セーリング神戸(H261213) 

 2  平成 26 年度深江丸等運航予定（修正） 

 3  平成 27 年度深江丸等運航予定（案） 

 4  運航実績・予定（4－1 ～ 4－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベルク 

 5  深江丸機関部保船関係 

 6  取材実施報告 

 7  神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船深江丸共同利用運営協議会（持ち回 

り審議）の審議結果について 

 8  深江丸に搭載している ECDIS で使用している電子海図データの更新について 

 9  ECDIS 訓練シミュレータ入札結果について 

 10  深江丸日程確保依頼_2015 短期サマースクール 

 

議事に先立ち，平成 26 年度第 5 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)を確認



 

 

し，原案審議事項「７. 委員会の運営について」の記載内容について，委員長と内田委

員とで別途協議することとなった。 

 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について     （資料１） 

委員長から，資料１に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

メール審議分： 

（深江丸） 古野電気 10 月 29 日：可（10 月 21 日） 

  ベニックソリューション 11 月 18 日～19 日：可（11 月 6 日） 

  便乗（グローバル人材育成推進機構） 11 月 10 日：可（11 月 7 日） 

  便乗（古野電気） 12 月 4 日～5 日：可（12 月 1 日） 

  渦潮電機 1 月 15 日，2 月 12 日：可（12 月 2 日） 

（白鴎） なし 

（むこ丸） なし 

（クライナーベルク） 

  NPO セーリング神戸 10 月 26 日：可（10 月 23 日） 

   同上        11 月 8 日：可（11 月 6 日） 

   同上        12 月 13 日：可（12 月 4 日） 

（小艇・カッター） 

  富洋海運 11 月 15 日：不可（9m カッター） 

  廣野康平准教授基礎ゼミ：可（6m カッター用台車、ポンド） 

（ポンド等）なし 

（報告） 国立大学工学部長会議 12 月 2 日（深江丸） 

  便乗（国際海事研究センター） 11 月 10 日，11 月 17 日（深江丸） 

  教職員向け体験帆走会 10 月 24 日，11 月 14 日（クライナーベルク） 

  山下和雄准教授課外活動指導 11 月 1 日～2 日（ろっこう） 

今回審議：なし 

  

２．平成 26 年度練習船等運航予定について    （資料２） 

委員長から，資料２に基づき，12 月 22 日に予定していた大阪大学の共同利用が平

成 27 年 2 月 24 日，3 月 2 日，6 日のいずれかに変更になること，平成 27 年 1 月 15 日

及び 2 月 12 日の試運転が外部利用に変更になることについて説明があり，原案のと

おり承認した。 

また，矢野委員から，3 月 27 日の関西小型船舶安全協会の利用について，ポンド浚

渫工事等により中止としたとの報告があった。 

 

３．平成 26 年度深江丸春季研究航海について 

委員長から，平成 27 年 3 月 11 日から 19 日に春季研究航海を行うこと，今回は事

前案内をせず，12 月中又は 1 月初旬に募集要項をメール審議し，研究科運営委員会に

報告した後，募集を開始すること，寄港地は博多を検討していることについて説明が

あり，原案のとおり承認した。 

 

４．平成 27 年度練習船等運航予定について    （資料３） 



 

 

委員長から，資料３に基づき，以下の優先順位により平成 27 年度練習船等運航予定

を策定したことについて説明があった。 

 １．海事科学部（研究科）の授業（実験を含む）として実施する船舶実習等 

 ２．深江丸教育関係共同利用 

 ３．その他，海事科学研究科が主催する事業に係る航海 

 ４．学内他部局との共同プロジェクト 

 ５．上記１～４を予定した後，3 月頃から他の使用申請を受け付け，順次当委員会

にて審議する。 

上記の説明に基づき，審議の結果，以下のとおり修正等の上，承認した。 

・10 月 19 日の 3N 実験 2(係留) は平成 26 年度のデータであり，平成 27 年度には

実施しないので表から削除する。 

・申請書が提出されている神戸女学院の共同利用の予定を反映させる。 

・外部利用については，3 月以降使用申請が出てきたら本委員会で審議し決定する。 

・系主任に依頼している授業等の予定について回答があり次第反映させる。 

・今回の本委員会で提示した運航予定を第 1 次案とし，今後随時予定を更新してい

き，3 月に開催する本委員会で最終案を決定する。 

 

５．海技教育センター年報の発行について   

委員長から，年報の発行について，編集担当者を河合委員に委任するとともに，各

委員に原稿の執筆を依頼する旨の説明があり，原案のとおり承認した。 

なお，年報案については，来年 3 月又は 4 月の本委員会にて審議・承認後，発行す

ることとなった。  

 

６．次期海技教育センター長候補者の人選について 

委員長から，次期海技教育センター長候補者の人選について，本センターは船舶職

員の養成教育を旨とするため，航海マネジメント系あるいはマリンエンジニアリング

学科から次期センター長を選出することが妥当であると判断し，航海マネジメント系

主任及びマリンエンジニアリング学科長へ候補者の推薦を依頼し，候補者の提案があ

った。しかし，今後，理学研究科等との大型プロジェクト及び深江丸の代替新造計画

があるため，研究科長から現センター長に対し平成 27 年 4 月以降も更に継続するよ

うに指示があり，引き受ける予定である旨の説明があった。 

 

７．関西海事教育アライアンスにおける深江丸の運航について 

委員長から，以前に打診のあった関西海事教育アライアンスにおける深江丸の運航

について，平成 27 年 1 月 29 日は入渠中のため不可能であり，平成 27 年 2 月 12 日は

外部利用が決定したため不可能であるため，今年度の運航は実施できないとの説明が

あり，本年度はこの目的での運航は行わない旨の原案を承認した。 

なお，本件について，来年度の実施を希望する場合は早めに依頼をしてもらうこと

とした。 

 

８．青雲丸の取扱いについて 

渕委員から，今年度末までに小型船舶の検査を受検しなければならない青雲丸につ

いて，当該船舶は近年使用実績が低いことから受検しないこととしてはどうかとの提



 

 

案があり，審議の結果，今回は受検しないこととした。今後，青雲丸の廃棄も視野に

入れた取扱いについて，手続き等を事務部で確認することとなった。 

 

【報告事項】 

１．運航実績および予定（26 年 9 月～27 年 1 月）   

 （資料４） 

委員長から，資料４に基づき，深江丸，白鴎，むこ丸及びクライナーベルクの運航

実績及び予定について報告があった。 

 

２．保船関係報告・作業予定等     

 （資料５） 

委員長から，資料５に基づき，甲板部及び機関部に係る保船関係について報告があ

った。 

 

３．寄港地および海事科学研究科岸壁における深江丸の綱取りの手配について 

委員長から，尾道及び高松入港時の綱取り業者が決定したことについて報告があっ

た。 

なお，深江地区の岸壁における深江丸帰港時の綱取りについては，引き続き検討中

である旨報告があった。 

 

４．海への誘いにおける広報室による取材について   

 （資料６） 

委員長から，資料６に基づき，海への誘いにおける広報室による取材について報告

があった。 

なお，本委員会での情報共有を図るため，今後は受入担当者から実施報告するよう

依頼があった。 

 

５．教育関係共同利用運営協議会におけるメール審議結果について 

 （資料７） 

委員長から，資料７に基づき説明があり，平成 26 年度中の利用 4 件の深江丸教育関

係共同利用が承認された上で実施したことについて報告があった。 

 

６．深江丸に搭載している ECDIS で使用している電子海図データの契約更新について 

  （資料８） 

委員長から，資料８に基づき説明があり，深江丸搭載の ECDIS で使用する電子海図

データを契約更新したことについて報告があった。 

 

７．ECDIS 訓練シミュレータ入札結果について     

  （資料９） 

委員長から，資料９に基づき，ECDIS 訓練シミュレータ入札結果について説明があ

り，平成 27 年 1 月から業者による納品および設定作業が始まる予定である旨報告が

あった。なお，当該システムを実行するための PC（計 27 台）および示範用大型ディ

スプレイ（4 台）等の機器については既に海図室に納入設置されており，年末にかけ



 

 

て電源及び LAN 工事が実施される旨の説明があった。 

 

８．2015 年度 深江丸運航計画 日程確保のお願い STAMNS 短期サマースクールの実施 

         （資料 10）  

内田委員から，STAMNS 短期サマースクールの実施に当たり，深江丸出動日程を最優

先で確定させた後，他部局の日程が確定していくことから，公式な決定は平成 27 年 3

月の本委員会で構わないが，暫定的に日程を決めてほしいとの依頼があり，審議の結

果，7 月 14 日に予定として平成 27 年度練習船等運航予定に反映することとした。 

また，内田委員から以下の点について報告があった。 

・海事科学研究科として提供するプログラムは 1 日であり，そのうち少なくとも半

日は深江丸を利用する予定である。 

・STAMNS として平成 27 年度予算要求する際，深江丸運航に係る費用を含めて申請

する予定である。 

なお，委員長から，短期サマースクールの実施に関し，以下の点について依頼があ

った。 

・練習船等使用申請書を提出すること。 

・船内でのプログラムを準備し，担当者が乗船して実施すること。 

 

９．平成 26 年度深江丸夏季研究航海 研究活動報告について 

委員長から，前回委員会において審議し承認された平成 26 年度深江丸夏季研究航

海研究活動報告について研究科運営委員会に報告した後，海事科学研究科ホームペー

ジに掲載している旨報告があった。  

 

10．平成 27 年度神戸港カッターレースにおける舟艇出動協力依頼について 

古莊委員から，神戸港カッターレースの来年度開催が平成 27年 5月 10日に決定し，

舟艇の出動について協力依頼があり，例年どおり申請の上で審議していくこととした。 

 

11．ホームページ「深江丸へようこそ」の維持について 

矢野委員から，外部のサーバーと契約して運用しているホームページ「深江丸へよ

うこそ」について，昨年度は矢野委員の研究費にてサーバー使用料を支払ったが，今

年度の支払を海技教育センターの予算で検討してもらいたいとの依頼があった。来年

度以降の存続については，運航予定の公開等を Web タスク等へ業務依頼する可能性を

含めて次回以降委員会にて検討することとした。 

 

12．ECDIS 登録講習について 

内田委員から，航海訓練所，2 大学 5 高専及び海技大学校との実施内容について検

討した結果，大学においては 4 年次の 1～3 月期に演習を 4 時間，乗船実習科に入学

年次の 4 月～6 月期に演習を 4 時間，評価を 1 時間，合計 9 時間を実施することとな

り，高専及び海技大学校にも 9 時間提供することとなった旨報告があった。これによ

り，本学においては ECDIS 登録講習の必要時間について，社船実習を選択する者の残

り 5 時間分が未定であるとの説明があった。 

 

13．第 2 回海技教育機構及び航海訓練所の統合に関する懇談会について 



 

 

内田委員から，11 月 26 日に東京で開催された第 2 回海技教育機構及び航海訓練所

の統合に関する懇談会において，航海訓練所が自己収入拡大のため，停泊中の練習船

等を活用した免状取得に必要な免許講習の実施といった施設設備の活用を検討して

いるとの説明があった。本学部では以前から免許講習のうち実習が実用な内容として

検討している消火/救命講習について，外部委託も含め今後，調整の可能性がある旨報

告があった。 

 

14．ECDIS 訓練シミュレータの維持費について 

古莊委員から，今回海図室に納入設置され来年度から稼働する ECDIS 訓練シミュレ

ータ維持費の負担先について質問があった。委員長から当該 ECDIS 訓練シミュレータ

は，海技教育センターで予算申請を行い調達手続きも行ったが，稼働後の管理主体は

未定であり，これについては研究科長へ検討依頼する必要がある旨回答があった。な

お，大型設備としての維持経費がこの ECDIS 訓練シミュレータ一式に対しても措置さ

れる可能性が高い旨，事務長から説明があった。 

 

15．深江丸の合入渠工事について 

矢野委員から，深江丸の合入渠工事について，入札の結果，広島県尾道市生口島の

業者（内海造船瀬戸田工場）に決定したこと，平成 27 年 1 月 22 日に出港して，1 月

23 日～2 月 4 日に工事を行い，2 月 5 日に帰港予定である旨報告があった。 

 

16.ポンド浚渫工事及び係留ドルフィンの新設について 

委員長から，ポンド浚渫工事及び係留ドルフィンの新設について，現時点では，平

成 27 年 1 月～6 月に実施すること以外，工程等の情報は来ていないこと，工事期間中

の深江丸の待避係留場所は未定である旨報告があった。なお，小型舟艇類については，

現在，白鴎，むこ丸，クライナーベルク等が係留している部分は浚渫の対象外である

が，一文字防波堤の出入り口が通航不可となる期間もあることが予想されるとの説明

があった。 

工事内容は，現在使用している係留用チェーンの撤去，係船池東側の岸壁の軽量化

改修，係船池内（東側）の浚渫（4.5m を保証），係留ドルフィンの新設，防潮扉の改修

等であるとの説明があった。 

また，本工事予算が数百万円不足していることから，センター予算の更なる節減に

努めること，本件については施設係が窓口となっていることから，問い合わせはそち

らにすることとなるが，海技教育センターとして調整が必要な検討・依頼事項につい

ては，センター長に都度，早急に連絡してほしい旨の依頼があった。 

なお，今回の工事では対象外となった老朽化した浮き桟橋（浮体本体）について，

来年度以降に更新の可能性を検討することとした。 

 

【その他】 

次回，運営委員会の開催は，内規の改正を検討することが想定されており，その場

合は 2 月前半を目処に改めて日程調整する。 

         以上 

 

 



 

 

平成 26 年度 第 7 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

    

日 時： 平成 27 年 2 月 20 日（金） 13:20～16:00 

場 所： 事務棟 4 階 第二会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，山下准教授，井川准教授，廣野准教授，藤本

(昌)准教授，渕准教授（兼航海マネジメント）（以上センター教員），矢野教授（船

長），河合講師（機関長），尾下助教（ロジスティクス），山地准教授（海洋安全シ

ステム科学），三輪講師（マリンエンジニアリング），足立事務長 

欠席者： 古莊教授，世良准教授  

陪席者： 小田事務長補佐，企画係 岸上係長 

  深江丸 西山一航士，和巻一機士，青山二航士 

   

【資料】 

平成 26 年度第 5 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H26.9.25 

  平成 26 年度第 6 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H26.12.19 

 1-1  附属練習船等使用申請等（一覧） 

 1-2  H27.1.21 男子端艇部・借用書 

 1-3  神戸港振興協会依頼 270116 

 1-4  使用申請_NPO セーリング神戸(H270201) 

 1-5  戦略的シンポジウム「原子力災害時における船舶の活用」270310 

 1-6  深江丸便乗_塩谷研究室学生（H270217-19） 

 1-7  附属練習船等使用申請書（便乗）［日本郵船］270217-19 

 1-8  使用申請_NPO セーリング神戸(H270214) 

 1-9  施設使用願_岡村教授_ポンド 

 1-10  FAX 送信票 

1-11  270331 使用届出書_藤本_白鴎 

2-1  平成 26 年度練習船等運航予定（修正） 

 2-2  平成 26 年度練習船深江丸利用一覧・配乗予定表（修正） 

 3  平成 27 年度練習船等運航予定（案） 

 3-1   来年度予定（瀬戸内海学入門・公開臨海実習） 

 3-2   2015 関西科学塾 8 月 3 日 

4-1  使用届出書 20141222・海洋セミナー 

 4-2  海洋セミナー 2015 日程案 

 5  青雲丸移管のお願い 

 6-1  学内共同利用施設等の組織に係る評価結果（案）について 

 6-2  評価結果（案）に対する連絡票 

 7-1  神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規の一部改正案 

 7-2 練習船・実習船及びその他の舟艇(練習船等)の使用に係る使用料の取り扱いにつ

いて新旧対照表（案） 

 8-1  平成 26 年度海技教育センター関係予算・平成 25 年度決算 

 8-2   平成 27 年度予定額 特別経費事項一覧 

8-3   運営日交付金所要額積算内訳（教育関係共同利用実施分【新規事業】） 



 

 

 9  アンテナ移動設置に関する依頼 

 10  深江丸を利用した実証実験について 

 11  運航記録・予定（11－1～11－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベルク 

 12-1  深江丸甲板部保船関係 

 12-2  深江丸機関部保船関係 

 13-1  270116 H26 第 2 回 共同利用協議会 議事要旨案 

13-2  H27 共同利用一覧_270116 

13-3  150216_H27 共同利用一覧 

 14-1  H26 春季研究航海乗船者募集案内 

 14-2  平成 26 年度春季 深江丸研究航海 

 15  神戸大学（深江）ポンド係留施設改良その他工事について（メモ） 

 16-1  平成 27 年度 深江丸乗船研修の件 

 16-2  依頼状（ダイハツ，研修） 

 17  武田理事説明資料「海洋国を牽引する「智の拠点」の形成」 

 18  H26 年次計画重点事項実績報告 

19  平成２６年度自己点検報告書原稿（7.2 節） 

 20  附属練習船内施設の借用について（AIS 受信データ取得） 

追加  深江祭における繋船池および船舶使用のお願い 

 

議事に先立ち，平成 26 年度第 5 回及び第 6 回海技教育センター運営委員会議事要旨

(案)を確認した 

 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について     （資料１） 

委員長から，資料１に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

メール審議分： 

（深江丸） 便乗（塩谷研究室学生） 2 月 17 日～19：可（2 月 3 日） 

  便乗（日本郵船） 2 月 17 日～19 日：可（2 月 4 日）  

（白鴎） なし 

（むこ丸） なし 

（クライナーベルク） 

  NPO セーリング神戸 2 月 1 日：可（1 月 30 日） 

   同上       2 月 14 日：可（2 月 6 日） 

（小艇・カッター）なし 

（ポンド等）なし 

（報告）  見学（戦略的シンポジウム） 3 月 10 日（深江丸） 

神戸港振興協会カッター艇の練習 4 月 11 日～12 日，18 日～19 日，25 日～26 日：不可（ポンド ） 

今回審議： 

（白鴎）  藤本（昌）准教授阪神港神戸区視察 3 月 31 日：条件付き可（浚渫工

事の影響で出入港に支障がないか確認する） 

 （ポンド等） 岡村教授 承認時～平成 28 年 3 月までの毎月 1 回：可 

 

２．平成 26 年度練習船等運航予定について    （資料２） 



 

 

委員長から，資料２に基づき，2 月 24 日，3 月 2 日，6 日のいずれかに予定してい

た大阪大学の共同利用が中止となったこと，3 月 9 日に明石高専の共同利用が実施さ

れる予定であることついて説明があり，原案のとおり承認した。 

 

３．平成 27 年度練習船等運航予定について    （資料３）     

委員長から，資料３に基づき，前回審議承認された第 1 次案を基に，以下の優先順

位により平成 27 年度練習船等運航予定を策定したことについて説明があった。 

 １．海事科学部（研究科）の授業（実験を含む）として実施する船舶実習等 

 ２．深江丸教育関係共同利用 

 ３．その他，海事科学研究科が主催する事業に係る航海 

 ４．学内他部局との共同プロジェクト 

上記の説明に基づき，審議の結果，以下の事項に留意の上，承認した。 

・兵庫県立大学の共同利用について，7 月 23 日から 7 月 6 日に変更の打診があった

が，毎週月曜日は海技実習があることから，実施に当たり関係各位と協議するこ

ととなった。 

・外部利用については，本日以降，平成 27 年度の申請を受け付けることとし，申請

され次第，本委員会にて審議の上，運航の可否を決定することとした。 

・3 月開催予定の本委員会にて最終案を決定することとした。 

・11 月 14 日～29 日の深江丸整備にて入渠整備工事（第一種中間検査工事）が実施

できるよう調整を進めること 

 

４．体験型海洋セミナーについて            

（資料４）   

委員長から，資料４に基づき，本セミナーは本研究科が主催する事業に係る航海と

することを執行部が承認したこと，本センターとしては第一候補日を 8月 4日～5日，

第二候補日を 22 日～23 日に実施することについて説明があり，原案のとおり承認し

た。 

なお，本決定を申請者に伝達し，検討を依頼することとした。  

 

  ５．青雲丸の取扱いについて                       （資料５）   

  委員長から，資料５に基づき，青雲丸の取扱いについて，今後の使用見込みが芳し

くないことから，本センターが管理する舟艇としての青雲丸は用途廃止する旨の説明

があり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

  本研究科としての青雲丸の取扱いについては，当該舟艇の利用希望者である山下准

教授がしかるべき手続きをすることとした。 

 

６．学内共同利用施設等の組織に係る評価結果（案）について        （資料６） 

  委員長から，資料６に基づき，平成 26 年 10 月に提出した学内共同利用施設等の自

己点検・評価書について、平成 27 年 2 月に本学評価委員会から評価結果（案）の提示

あり，意見の申立てはしないこと，字句修正連絡票を提出する旨の説明があり，審議

の結果，原案のとおり承認した。 

  なお，他に意見がある場合は 2 月 23 日までに事務部に連絡することとし，とりまと

めの上，2 月 24 日開催予定の本研究科評価委員会に附議することとした。 



 

 

 

７．神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規の一部改正について 

（資料７） 

委員長から，資料７に基づき，本内規及び取り扱いの一部改正について説明があり，

審議の結果，以下の意見を反映した上，承認した。 

１．別表「注２」の「本学の用務（教育・研究）等で運航時に同乗する場合」の表

現では，本学教職員の同乗の場合でも使用料金を徴収するように読み取れるこ

とから，「他の目的の航海に本学の教職員学生以外が同乗する場合」という表現

に改めること 

２．使用料金の値上げ理由を明確にすること 

３．学外の港湾において着岸に必要な費用（岸壁使用料，係留作業料等）が発生す

る場合には，実費を徴収するようにすること 

４．審議事項５にて青雲丸を用途廃止とすることが審議承認されたことから，青雲

丸の記載を削除すること 

８．深江丸ホームページの継続について 

  委員長から，現在，外部サーバーに委託している深江丸ホームページの維持管理を

広報・社会交流推進委員会（ウェブタスク）へ依頼し，その回答をもって当該ホーム

ページの次年度継続の可否を本委員会にて検討することついて説明があり，審議の結

果，広報・社会交流推進委員会に対して対応の可否を打診し，可能であることを確認

したのち，外部委託は中止することを承認した。 

 

９．次期海技教育センター長候補者の人選について 

委員長から，平成 27 年 3 月 31 日をもってセンター長任期が満了となるため，後

任人事について説明があり，審議の結果，次のとおり推薦することを承認した。 

 

・センター長若林伸和教授（任期：平成 27 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

 

10．平成 27 年度海技教育センター関係予算要求について        （資料８） 

委員長から，資料８に基づき，平成 26 年度のセンター関係予算執行状況を踏まえ， 

平成 27 年度センター関係予算（案）を編成したこと，教育関係共同利用の実施に係る 

予算については，別途概算要求中であり，燃油は左記予算から優先的に執行すること， 

センター関係の事務処理量が膨大になっていることから，４月 1 日付けでセンター長 

付きの事務補佐員を雇用することについて説明があり，審議の結果，原案のとおり承認 

した。 

 

11. アンテナ移動移設の関する依頼について              （資料９） 

委員長から，資料９に基づき，塩谷教授から深江丸遠隔支援に関する研究における

アンテナ移設設置の依頼があったことについて説明があり，審議の結果，原案のとお

り承認した。 

なお，資料９の依頼状について，発信者名がなかったため，今後の依頼状には発信

者名を入れるよう塩谷教授に伝達することとした。 

 

12. 深江丸を利用した実証実験について                （資料 10） 



 

 

委員長から，資料１０に基づき，若林教授から DP（船舶位置保持）システム開発の

ための実船による実証実験に深江丸を利用したい旨の依頼があったことについて説

明があり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

 

13. 深江丸での AIS 受信データの取得について             （資料 20） 

  委員長から，資料２０に基づき，タマヤ計測システム(株)から試作双眼鏡の性能評

価にて深江丸での AIS 受信データを取得したい旨の依頼があったことについて説明が

あり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

 

14. 大学コンソ－シアムひょうご神戸加盟大学向け単位互換授業の実施について 

  委員長から，平成 26 年度大学コンソ－シアムひょうご神戸加盟大学向け単位互換

授業の履修者がなかったことから，平成 27 年度はロジスティクスなどの要素を取り

入れつつ，深江丸教育関係共同利用にも資するよう工夫した単位互換授業を実施する

方針について説明があり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

  なお，授業の詳細について，林研究科長及び実施担当者とともに内容を詰めること

とし，後日報告することとした。 

 

15. 深江祭における繋船池及び船舶使用について 

    委員長から，追加資料に基づき，深江祭実行委員会から 5 月 24 日に深江祭におい

てクライナーベルク等の体験乗船を実施したい旨の依頼があったことについて説明

があり，審議の結果，深江祭実行委員会に実施当日の安全対策案を提出させた上，本

委員会にて実施の可否を再審議することとした。 

 

【報告事項】 

１．運航実績および予定（26 年 12 月～27 年 3 月）   

 （資料 11） 

委員長から，資料１１に基づき，深江丸，白鴎，むこ丸及びクライナーベルクの運

航実績及び予定について報告があった。 

なお，白鴎及びむこ丸の稼働率が低迷していることから，稼働率向上に向け協力依

頼があった。 

 

２．保船関係報告・作業予定等     

 （資料 12） 

委員長から，資１２に基づき，甲板部及び機関部に係る保船関係について報告があ

った。 

 

３．深江丸の合入渠工事について 

委員長から，1 月 23 日～2 月 4 日に内海造船 (株) 瀬戸田工場にて深江丸の合入渠

工事を実施したことについて報告があった。 

 

４．平成 27 年度深江丸共同利用について        （資料 13） 

委員長から，資料１３に基づき，1 月 16 日開催の第 2 回深江丸共同利用運営協議会

にて，平成 27 年度深江丸共同利用が審議承認されたことについて報告があった。 



 

 

なお，教育関係共同利用航海日数が 25 日の目標を下回っていることから，目標達成

に向け協力依頼があった。 

 

５．平成 26 年度深江丸春季研究航海について           （資料 14） 

委員長から，資料１４に基づき，3 月 11 日～19 日に平成 26 年度深江丸春季研究航

海を実施すること，参加者名簿の決定について後日メール審議する旨の報告があった。 

 

６．ポンド浚渫工事について                      （資料 15） 

委員長から，資料１５に基づき，ポンド浚渫工事に伴い，2 月 28 日から一文字堤防

南側海域に深江丸をとも付けすること，工事期間中の授業等での舟艇入出港について

影響が出ないように施設係及び施工者に依頼していること，必要な情報は関係各位に

送付していることなど現状について報告があった。 

 

７．平成 27 年度 深江丸乗船研修について     （資料 16） 

委員長から，資料１６に基づき，平成 27 年度深江丸乗船研修の問い合わせが複数件

寄せられていることについて報告があった。 

 

８．理学研究科との連携プロジェクトについて次期学長へ説明した件   

（資料 17）  

委員長から，資料１７に基づき，2 月 5 日に林研究科長及び齋藤理学研究科長等と

ともに次期学長である武田理事へ本研究科と理学研究科との連携プロジェクトを説

明したことについて報告があった。 

 

９．寄港地および研究科ポンドにおける綱取りの手配について 

委員長から，寄港地（尾道港及び高松港）における綱取りの手配済みであるが，本

研究科ポンドにおける綱取りは手配できておらず，今後，学生雇い上げなど具体案を

検討し，本委員会にて提示する予定であることについて報告があった。  

 

10. 年次計画重点事項について                     （資料 18） 

  委員長から，資料１８に基づき，平成 26 年度深江丸教育関係共同利用に係る年次計

画重点 事項の実績報告について説明があり，また，平成 27 年度の年次計画重点事項

として，10 月を目途に深江丸の代替新造船検討ＷＧを立ち上げるよう検討を進め，Ｗ

Ｇ立ち上げ後は予算要求関係資料の作成に向けて検討していくこと，教育関係共同利

用に向けたプログラムの実施を目指すことについて報告があった 

 

11. 平成 26 年度自己点検報告書（海事科学研究科）について        （資料 19） 

  委員長から，資料１９に基づき，本研究科の平成 26 年度自己点検報告書のドラフト

について説明があり，最終案を後日メール審議する旨の報告があった。 

 

【その他】 

次回，運営委員会の開催は，3 月後半を目処に改めて日程調整する。 

         以上 

 



 

 

26 年度 第 8 回 海技教育センター運営委員会 議事要旨 

 

日 時： 平成 27 年 3 月 30 日（月） 09:00～11:30 

場 所： 総合学術交流棟 5 階 会議室 

出席者： 若林(伸)委員長，内田副研究科長，古莊教授，山下准教授，井川准教授，廣野准

教授，藤本(昌)准教授，世良准教授，渕准教授（兼航海マネジメント）（以上セン

ター教員），矢野教授（船長），河合講師（機関長），尾下助教（ロジスティクス），

三輪講師（マリンエンジニアリング），足立事務長 

欠席者： 山地准教授（海洋安全システム科学） 

陪席者： 小田事務長補佐，企画係 岸上係長 

  深江丸 和巻一機士，青山二航士 

 

【資料】 

  平成 26 年度第 7 回海技教育センター運営委員会議事要旨（案）H27.2.20 

 1-1  附属練習船等使用申請等（一覧） 

 1-2  深江丸_使用申請書_近江戸（H270803）    【回覧】 

 1-3  150309_深江丸_海洋・気象研究室学生便乗   

 【回覧】 

 1-4  使用申請_NPO セーリング神戸(H270315)    【回覧】 

 1-5  附属練習船等使用申請書「瀬戸内海学入門」   【回覧】 

 1-6  H27 年度深江祭・体験乗船要望（安全対策）       

 【回覧】 

 2  平成 26 年度練習船深江丸利用一覧・配乗予定表（修正） 

 3  平成 27 年度練習船等運航予定（案） 

 4  平成 27 年度クライナーベルク運航予定  

 5  救助艇「青雲丸」の係留のお願い 

 6  むこ丸船長（臨時）の発令について（依頼） 

 7  深江丸を利用した実験計画書 

 8  運航記録・予定（8－1～8－4）深江丸・白鴎・むこ丸・クライナーベルク 

 9-1  深江丸甲板部保船関係 

 9-2  深江丸機関部保船関係 

 10-1  神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規 

 10-2 練習船・実習船及びその他の舟艇(練習船等)並びに停泊中の練習船等及び係船池

（施設等）の使用に係る使用料の取り扱いについて 

 11  平成 26 年度自己点検報告書原稿 

 12  平成 27 年度海技教育センター関係予算当初配算額一覧 

 12-2  （関西小型船安全協会）深江丸をお借りしての「海と船の体験教室」の開催につ

いて 

 12-3  （近畿内航船員対策協議会）深江丸での体験航海（シップスクール）について 

 13  マリンエンジニアリング学科海技実習実施案 

 14  2015 年度 大学コンソーシアムひょうご神戸 シラバス（神戸港と瀬戸内の産業

と物流） 



 

 

 13  平成 26 年度自己点検報告書原稿（7.2 節） 

 14-1  学内共同利用施設等の組織に係る評価結果について 

 14-2  学内共同利用施設等の組織に係る評価結果（附属練習船深江丸） 

 15  企画係報告（返信不要）【商船三井】 平成 27 年度深江丸乗船研修の件 

 16-1  ポンド浚渫工事工程表 

 16-2  立入禁止区域 

 17  オフショアセーリング部・新入生歓迎行事（ポンド使用）届 

 18  学内共同利用施設等の組織に係る評価結果   【回覧】 

 19  ウインチ（JMSTEC より移管予定）の概要 

追加  クレーン操作手順書 

 

議事に先立ち，平成 26 年度第 7 回海技教育センター運営委員会議事要旨(案)（平成

27 年 2 月 20 日）を確認し，原案のとおり承認した。 

 

【審議事項】 

１．附属練習船等使用申請等について     （資料１） 

委員長から，資料１に基づき説明があり，原案のとおり承認した。 

メール審議分： 

（深江丸） 人間発達環境学研究科（関西科学塾） 8 月 3 日：可（2 月 27 日） 

  大学教育推進機構（瀬戸内海学入門） 7 月 4 日：可（3 月 13 日）  

（白鴎） なし 

（むこ丸） なし 

（クライナーベルク） 

  NPO セーリング神戸 3 月 15 日：可（3 月 6 日） 

（小艇・カッター） なし 

（ポンド等）深江祭実行委員会（体験乗船） 5 月 24 日：可（3 月 20 日） 

（報告） 便乗（研究航海準備） 3 月 9 日（深江丸） 

今回審議： なし 

 

２．平成 26 年度練習船等運航予定について    （資料２） 

委員長から，資料２に基づき，平成 26 年度練習船等運航予定及び実績について説明

があり，原案のとおり承認した。 

 

３．平成 27 年度練習船等運航予定について    （資料３） 

委員長から，資料３に基づき，平成 27 年度練習船等運航予定案について説明があ

り，審議の結果，次のとおり原案を一部修正の上，承認した。 

 １．7 月 14 日 STAMNS （未定）→（予定） 

 ２．8 月 4 日～6 日コンソーシアムひょうご神戸（単位互換）（未定）を削除→実施 

 ３．平成 27 年 1 月 25 日～29 日 深江丸機関整備 →削除 

 ４．平成 27 年 3 月 29 日 依頼出動 → 実験試運転に変更 

また，矢野委員から，ベニックソリューションから深江丸乗船研修の打診があった

ことについて報告があった。 

 



 

 

４．平成 27 年度クライナーベルク運航予定について   （資料４） 

山下委員から，資料４に基づき，平成 27 年度クライナーベルク運航予定について説

明があり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

 

５．青雲丸の更新について 

委員長から，青雲丸の更新の有無及び廃止の是非について説明があり，審議の結果，

海技教育センターとして当該舟艇を廃止することについて承認した。結果を研究科長

に答申する。 

 

６．青雲丸（現）のポンド係留について    

 （資料５） 

委員長から，資料５に基づき，先の審議事項における廃止を前提として青雲丸を課

外活動の救助艇としてポンドに係留したい旨の依頼があったことについて説明があ

り，審議の結果，原案のとおり承認した。 

 

７．むこ丸船長（臨時）の発令について    

 （資料６） 

委員長から，資料６に基づき，塩谷教授から研究活動のためにむこ丸船長（臨時）

の発令の依頼があったことについて説明があり，審議の結果，次の条件を付した上，

承認した。 

１．運航業務の共通認識を図ること 

２．依頼状「４その他」の「関係者」を「海技教育センター」とし，むこ丸の使用

に係る打合せの対象者を明確化すること 

なお，本センターとして白鴎及びむこ丸の運航依頼があった場合，可能な限り正規

の船長が対応するよう努力することを確認した。 

 

８．深江丸を利用した実験計画について    

 （資料７） 

委員長から，資料７に基づき，塩谷教授から深江丸を利用した実験の実施依頼があ

ったことについて説明があり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

なお，深江丸の代替新造に向けた予算要求のため，本センターとして深江丸におけ

る実験などの研究利用の更なる促進に向け，協力依頼があった。 

 

９．深江丸ホームページのサーバー外部委託について  

委員長から，2 月 20 日開催の本委員会での審議を受け，現在，外部サーバーに委託

している深江丸ホームページの維持管理を広報・社会交流推進委員会（ウェブタスク）

へ依頼し，前向きな回答があったことから，サーバーの外部委託を中止することにつ

いて説明があり，審議の結果，原案のとおり承認した。 

 

10．端艇部のクレーン使用について     （追加資料） 

古莊委員（端艇部顧問）から，追加資料に基づき，端艇部が艇庫のクレーンを使用

することについて説明があり，審議の結果，次の条件を付した上，承認した。 

１．クレーンの使用に当たっては，指導教員の協力を受けること 



 

 

２． 本件について，本センターの役割はクレーンの使用に係る技術的な審査である

ことから，実際のクレーンの使用に当たっては，課外活動を所掌する部署が実

施責任を負うこと 

なお，艇庫のクレーン及びシャッターの定期検査などについて質問があったため，

事務部にて確認することとなった。 

 

【報告事項】 

１．運航実績および予定（27 年 2 月～27 年 3 月）   

 （資料８） 

委員長から，資料８に基づき，深江丸，白鴎，むこ丸及びクライナーベルクの運航

実績及び予定について報告があった。 

 

２．保船関係報告・作業予定等     

 （資料９） 

委員長から，資料９に基づき，甲板部及び機関部に係る保船関係について報告があ

った。 

 

３．神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規の一部改正について

 （資料 10） 

委員長から，資料１０に基づき，3 月 19 日開催の教授会において，神戸大学大学院

海事科学研究科附属練習船等使用内規の一部改正が承認されたこと，4 月 1 日から施

行されることについて報告があった。 

 

４．平成 26 年度自己点検報告書（海事科学研究科）について  （資料 11） 

委員長から，資料１１に基づき，平成 26 年度自己点検報告書（海事科学研究科）の

海技教育センター及び深江丸並びに教育関係共同利用に係る原稿を提出したことに

ついて報告があった。 

 

５．学内共同利用施設等の組織に係る評価結果について   （資料 18） 

委員長から，資料１８に基づき，深江丸に係る学内共同利用施設等の組織に係る評

価結果について報告があった。 

 

６．平成 26 年度深江丸春季研究航海について 

委員長から，3 月 11 日～19 日に平成 26 年度深江丸春季研究航海を実施したことに

ついて報告があった。 

 

７．平成 27 年度海技教育センター関係予算について   （資料 12） 

委員長から，資料１２に基づき，平成 27 年度海技教育センター関係予算について，

当初配算があり，当初配分で減額等となっている予算区分は，教育関係共同利用に係

る特別経費及び外部利用等自己収入にて補填する予定であるため，目標額を目処に執

行するよう説明があった。 

 

８．マリンエンジニアリング学科海技実習実施案について  



 

 

 （資料 13） 

委員長から，資料１３に基づき，マリンエンジニアリング学科海技実習実施案つい

て報告があり，また，三輪委員から本案の補足説明及び協力依頼があった。 

 

９．大学コンソーシアムひょうご神戸加盟大学向け単位互換授業について （資料 14）  

委員長から，資料１４に基づき，8 月 3 日～8 月 6 日に実施予定の深江丸を利用し

た大学コンソーシアムひょうご神戸加盟大学向け単位互換授業の概要について報告

があり，また，大学コンソーシアムひょうご神戸加盟大学の履修者確保に向けた協力

依頼があった。 

 

10．平成 27 年度 深江丸乗船研修の件     （資料 15） 

委員長から，資料１５に基づき，平成 27 年度深江丸乗船研修について，次のとおり

報告があった  

１．商船三井の深江丸乗船研修について，先方のスケジュールの都合上，見合わせ

る旨の連絡があった。 

２．関西小型船安全協会の深江丸乗船研修について，7 月 30 日にて打診することと

なった。 

３．近畿運輸局の深江丸乗船研修について，7 月 29 日にて打診することとなった。 

４．関西交通経済研究センターの深江丸乗船研修について，運航スケジュールの都

合上，お断りすることとなった。 

５．ダイハツディーゼルの深江丸乗船研修について，10 月にて打診することとなっ

た。 

11．ポンド浚渫工事について      （資料 16） 

委員長から，資料１６に基づき，ポンド浚渫工事に係る週間工程表を事務部から各

委員あてに送付することについて報告があった。 

なお，海技実習の授業計画を立てるため，ポンド浚渫工事時期の詳細なスケジュー

ルについて質問があり，事務部にて確認することとなった。 

 

12．新歓行事におけるポンド使用について（オフショアセーリング部） （資料 17） 

委員長から，資料１７に基づき，オフショアセーリング部が新歓行事のためにポン

ドを使用することについて報告があった。 

 

13．深江丸乗組員の今後の人事について 

委員長から，3 月 19 日開催の教授会において技術部の技術職員定員 1 名を深江丸の

乗組員に流用することが承認された旨の報告があった。なお，河合機関長の在職任期

が平成 28 年 3 月 31 日までであることから，機関長を含めた後任人事を検討すること

とした。 

 

14．観測用ウインチの深江丸への装備について    （資料 19） 

委員長から，資料１９に基づき，JAMSTEC から観測用ウインチが移管される可能性

がある旨説明があり，深江丸への装備について検討していることについて報告があっ

た。なお，観測用ウインチに必要な電源が深江丸の船内電源と異なるため，対応につ

いて依頼があった。 



 

 

15．深江丸の安全衛生について 

委員長から，監事の指摘に基づき，深江丸の安全衛生に係る規則の整備，1 ヶ月ご

とのミーティングの体制構築などを今後検討することについて報告があった。 

 

16．ECDIS 訓練シミュレーターについて 

委員長から，ECDIS 訓練シミュレーターが 3 月 20 日に納品完了・完工となり検収が

終了したこと，3 月 25 日～27 日にトレーニングを実施されたことについて報告があ

った。ECDIS 訓練シミュレーターの予算要求と調達手続きについては本センターにお

いて実施したが，今後の管理については執行部での検討を依頼する案件であることに

ついて説明があった。 

 

17．深江丸の代替船建造について 

委員長から，深江丸の代替船建造について，10 月を目途に代替建造委員会を立ち上

げ，新船建造に向けた検討を予算要求の準備から開始する予定である旨の報告があっ

た。 

 

18．年報の刊行について 

河合委員から，隔年で刊行されている本センターの年報について報告があり，年報

に掲載する原稿について未提出の場合は早急に提出するよう依頼があった。 

 

【その他】 

次回，運営委員会の開催は，4 月後半を目処に改めて日程調整する。 

         以上 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 

神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船等使用内規 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は，神戸大学大学院海事科学研究科附属練習船，実習船及びその他の舟艇（以

下「練習船等」という。）並びに停泊中の練習船等及び係船池（以下「施設等」という。）を使

用する場合に必要な事項を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 練習船等及び施設等は，教育，学術研究及び海事に関する教育・学術研究・社会貢献等

の普及活動を図るために使用することを目的とする。 

 

（管理責任者） 

第３条 管理責任者は，神戸大学大学院海事科学研究科長（以下「研究科長」という。）とする。 

 

（使用者の範囲） 

第４条 練習船等を使用できる者は，次に掲げる者とする。 

 (1) 本学教職員 

 (2) 本学学生 

 (3) その他研究科長が適当と認めた者 

 

（使用の申請） 

第５条 練習船等及び施設等を使用しようとするときは，運航等の調整のために担当部署と事前

の協議を行い，次の各号に定める区分により，原則として１０日前までに使用申請書又は使用

願を管理責任者に提出しなければならない。 

(1) 神戸大学大学院海事科学研究科（以下「研究科」という。）及び神戸大学海事科学部（以下

「学部」という。）の事業以外として練習船等を使用するとき 練習船等使用申請書（学外

用）（別紙様式 1） 

 (2) 研究科及び学部の事業として練習船等を使用するとき 練習船等使用願（学内用）（別紙

様式 2） 

  (3) 施設等を使用するとき 施設等使用願（別紙様式 3） 

 

（使用の許可） 

第６条 管理責任者は，使用申請書又は使用願を受理したときは，神戸大学大学院海事科学研究

科海技教育センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）の意見を聴いた上で，差し支え

ないと認めたときは許可書（別紙様式 4，5）を交付する。 

２ 使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）が，使用の内容を変更するときは，管理責

任者に直ちにその旨を申し出て，承認を受けなければならない。 

３ 前項の申出及び承認については，第 1 項を準用する。 

 

（使用料） 

第７条 使用者は，別表に定める使用料を財務担当役の発する請求書により指定期日までに納入

しなければならない。 

２ 使用者は，前項に定める使用料のほか，次の各号に定める場合は，当該各号に定める経費を



 

 

負担しなければならない。 

 （1）宿泊を伴う場合  食事代，リネン代,その他の諸経費 

 （2）寄港地で係留する場合  岸壁使用料，係留作業料等 

 （3）上記以外で実費負担が必要な場合  実費 

３ 第１項の使用料は，いかなる場合でも返還しない。ただし，天災・天候等により実施できな

いと管理責任者が判断した場合は，返還するものとする。 

４ 前３項のほか、使用料の取扱いに関し必要な事項は別に定める。 

  

（使用者の義務） 

第８条 使用者は，この内規を遵守するほか，練習船等及び施設等の利用に際しては，管理責任

者の指示に従わなければならない。 

  

（損害賠償） 

第９条 使用者は，故意又は重大な過失により施設，設備及び備品を滅失又は毀損したときは，

その損害を弁償しなければならない。 

 

（事務） 

第 10 条 練習船等及び施設等の使用に関する事務は，事務部において行う。 

 

 （雑則） 

第 11 条 この内規に定めるもののほか，練習船等及び施設等の使用に関し必要な事項は，運営

委員会の議を経て研究科長が定める。 

 

附 則 

 この内規は，平成 16 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則  

 この内規は，平成 20 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則  

 この内規は，平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別紙様式１（練習船等・学外用） 

                                            平成  年  月  日 

 

 国立大学法人神戸大学 大学院海事科学研究科長 殿 

 

                    申請者 住所 

                        代表者氏名 

                                        担当者氏名 

連絡先  

 

附属練習船等使用申請書  

 

   下記のとおり練習船等を使用したく，関係資料を添付して申請します。  

 

記 

 

１ 使用する練習船等 

（１）練習船等の種類 （いずれかを○で囲むこと） 

      練 習 船 ： 深江丸  

      実 習 船 ： むこ丸  白鴎  

      その他の舟艇： クライナーベルク 

              カッター（  艇） 

 

（２）乗船者      人 

氏名・所属等 （多数の場合は別に乗船者リストを提出してください） 

 

２ 使用理由 

 

 

３ 使用計画（船内等にて実施するプログラム又は利用概要を提出してください） 

 

 

４ 使用期間 

 

 

５ その他参考となるべき事項 

 

 

【確認】乗船中，自己の責に帰する事故や損害については，神戸大学に一切の責任を問

いません。  

 

平成  年  月  日  氏名          印  

 



 

 

別紙様式２（練習船等・学内用） 

平成  年  月  日 

 

国立大学法人神戸大学 大学院海事科学研究科長 殿 

 

申請者 所属部局等  

職 名 等                                

氏   名  

                          連  絡  先 

         

          

附属練習船等使用願 

 

 下記のとおり練習船等を使用したく，関係資料を添付して願い出ます。 

 

記 

 

１ 使用する練習船等 

      （１）練習船等の種類 （いずれかを○で囲むこと） 

      練 習 船 ： 深江丸 

      実 習 船 ： むこ丸  白鴎  

      その他の舟艇： クライナーベルク 

              カッター（  艇） 

 

      （２）乗船者      人  

       氏名・所属等 （多数の場合は別に乗船者リストを提出してください） 

 

２ 使用理由 

    

 

３ 使用計画（船内等にて実施するプログラム又は利用概要を提出してください） 

 

    

４ 使用期間 

    

 

５ その他参考となるべき事項 

 

 

【確認】乗船中，自己の責に帰する事故や損害については，神戸大学に一切の責任を問

いません。  

         

 平成  年  月  日  氏名          印 



 

 

別紙様式３（施設等用） 

平成  年  月  日 

 

 国立大学法人神戸大学 大学院海事科学研究科長 殿 

 

申請者 所属部局等  

職 名 等      

                        氏   名 

連  絡  先 

                 

 

施設等使用願 

 

 

 下記のとおり施設等を使用したく，関係書類を添付して願い出ます。 

 

記 

 

１ 使用する施設等 

   （１）停泊中の練習船等の種類 （いずれかを○で囲むこと） 

      練 習 船 ： 深江丸 

      実 習 船 ： むこ丸  白鴎  

      その他の舟艇： クライナーベルク 

              カッター（  艇） 

 

       係船池 （必要に応じて図等を提出してください） 

 

      （２）使用者      人  

       氏名・所属等 （多数の場合は別に使用者リストを提出してください） 

 

２ 使用理由 

 

 

３ 使用計画（施設等にて実施するプログラム又は利用概要を提出してください） 

 

 

４ 使用期間 

 

 

５ その他参考となるべき事項 

 （緊急時連絡先・その他） 

 

 



 

 

別紙様式４（練習船等用） 

平成  年  月  日 

附属練習船等使用許可書 

  使用者住所 

氏   名  殿 

 

                 許可者 国立大学法人神戸大学 

                     部局財産管理担当役 

                     大学院海事科学研究科長  ㊞   

 

 平成 年 月 日付をもって申請に係る神戸大学管理の施設を使用することについて

は，下記の条件を付して許可する。 

記 

 

１．使用船舶名称 

     

 

２．使用期間 

     平成 年 月 日( )～平成 年 月 日( )  

 

３．使用目的 

 

      

４．使 用 料 

     金   円（消費税等含む） 

 

５．その他の経費 

     金   円（消費税等含む） 

 

但し，本使用料及びその他の経費については最低基準額であり，運航形態により追加

費用を負担すること。 

 なお，上記に定める使用料及びその他の経費を財務担当役の発する請求書により，指

定期日までに納入しなければならない。 

 また，使用料及びその他の経費は，いかなる場合でも返還しない。ただし，天災・天候

等により実施できないと管理責任者が判断した場合は，使用料は返還するものとする。 

 ※本学の用務（教育・研究）等で運航する練習船等への同乗において，当該運航が取

り止めとなった場合は同乗を取り消すものとする。 

 

６．遵守事項 

イ 使用を許可された施設を管理する部局の指示に従うこと。 

ロ 施設又は物品を滅失し，若しくは損傷したときは，速やかに弁償又は修復するこ

と。 

ハ 光熱水料その他施設の使用に付帯する必要な経費を負担しなければならない。 



 

 

別紙様式５（施設等用） 

平成  年  月  日 

 

施設等使用許可書 

 

  使用者住所  

  氏   名  殿 

                 許可者 国立大学法人神戸大学 

                     部局財産管理担当役 

                     大学院海事科学研究科長  ㊞   

 

 平成 年 月 日付をもって申請に係る神戸大学管理の施設を使用することについて

は，下記の条件を付して許可する。 

 

記 

 

１．使用施設名称 

 

     

２．使用期間 

     平成 年 月 日( )～平成 年 月 日( ) 

  

３．使用目的 

      

 

４．使 用 料 

     金   円（消費税等含む） 

 

５．その他の経費 

     金   円（消費税等含む） 

 

但し，本使用料及びその他の経費については最低基準額であり，利用形態により追加

費用を負担すること。 

 なお，上記に定める使用料及びその他の経費を財務担当役の発する請求書により，指

定期日までに納入しなければならない。 

 また，使用料及びその他の経費は，いかなる場合でも返還しない。ただし，天災・天候

等により実施できないと管理責任者が判断した場合は，使用料は返還するものとする。 

 

６．遵守事項 

イ 使用を許可された施設を管理する部局の指示に従うこと。 

ロ 施設又は物品を滅失し，若しくは損傷したときは，速やかに弁償又は修復するこ

と。 

ハ 光熱水料その他施設の使用に付帯する必要な経費を負担しなければならない。 



 

 

別表 

１ 練習船（深江丸） 

区 分  基 本 額  備  考  

 

半 日 利 用 （ ４ 時 間 程 度 ）  

 

1 5 0 , 0 0 0

円  

・午前，午後通しの場合は，１日利用とす

る。 

・運航補助学生の雇用を必要とする場合に

あっては，１人１日につき 3,800 円（半日

利用（４時間程度））又は 7,600 円（日帰り

１日利用（８時間程度））を基本額に加算す

る。 

・司厨員を必要とする場合にあっては，１

人１日につき 17,000 円を基本額に加算す

る。 

・使用日前に運航を伴わず宿泊する場合に

あっては，１泊につき 80,000 円 を基本額

に加算する。 

 

日 帰 り １ 日 利 用（ ８ 時 間 程

度 ）  

 

3 0 0 , 0 0 0

円  

 

宿 泊 を 伴 う 利 用 （ １ 泊 ２

日 ）  

 

6 0 0 , 0 0 0

円  

 

１ 泊 増 す ご と に 追 加  

 

3 0 0 , 0 0 0

円  

※注１  宿泊を伴う場合は，上記以外に食事代，リネン代，その他諸経費を別途徴収する。 

    また，運航形態によっては，別途追加費用の負担を必要とする場合がある。 

※注２ 学外の港湾において着岸に必要な費用（岸壁使用料，係留作業料等）が発生する場合に

は，実費を徴収する。 

※注３  他の目的の航海に本学の教職員学生以外が同乗する場合は，１日当たり 6 , 0 0 0 円/人

を徴収する。 

     なお，予定していた運航が取り止めとなった場合は同乗を取り消すものとする。 

※注４ 停泊中の練習船を用いて，宿泊のみを行う場合は，別表に準じて徴収することができ

る。 

２  実習船（むこ丸，白鴎） 

区 分 基本額 備 考 

半 日 利 用 （ ４ 時 間 程 度 ）  2 5 , 0 0 0 円  
午 前 ，午 後 通 し の 場 合 は ，１ 日 利

用  

１ 日 利 用 （ ８ 時 間 程 度 ）  4 0 , 0 0 0 円     

 

３ その他の舟艇  

（１）クライナーベルク        

区 分 基本額 備 考 

半 日 利 用 （ ４ 時 間 程 度 ）  2 0 , 0 0 0 円  
午 前 ，午 後 通 し の 場 合 は ，１ 日 利

用  

１ 日 利 用 （ ８ 時 間 程 度 ）  3 0 , 0 0 0 円     

（２）カッター（１艇あたり） 

区 分 基本額 備 考 

半 日 利 用 （ ４ 時 間 程 度 ）  5 , 0 0 0 円   

１ 日 利 用 （ ８ 時 間 程 度 ）  1 0 , 0 0 0 円     

 


